
にぶい黄褐色砂質土で、0.5～１mmの砂粒を比較的多

く含む。出土遺物はない。

②柱穴。小穴

SP-232（図58）は径約50cmの円形で、径約１５cmの

柱痕を伴う。柱穴検出面では20cmの自然裸があり、中

世土師器が出土している。この他はいずれも柱穴・小

穴で、遺物を伴った場合もあるが、ほとんどが中世土

師器等の細片で、図化できたのは４点のみ（図59)。

１はSP-235出土の土師器の杯口縁部で、端部を丸く

収める。２．３は土師器の皿底部。２がSP-206出土、

３がSP-218出土で回転糸切り。４はSP-251出土の被

熱粘土塊で、外面はハケメ状の調整痕が見られる。

(9)ⅡEe区（図60～６２．６９、図版13-4～6）

農学部３号館東側の20ｍ弱の区間。南北は管路に伴

う撹乱で画されている。南半はＩ層下でⅢ層が、北半

ではⅡ層下でⅢ層が広がり、ともに以南と比べてⅢ

層・遺構の残存は良い｡出土遺物も少なくない(図64、

図版28-1)。とりわけ、南端の５ｍ弱の範囲は、Ⅲ層

でも上部のⅢ－１層よりも黒味が強い粘質土であるⅢ

－２層が安定して存在する。Ⅲ－２層上面あるいはⅣ

層上面で検出した遺構は、ＳD－３６．３９と柱穴・小穴７０

基前後であり、Ⅲ－２層下で検出した遺構は、ＳＤ－３７

とSK-43、および小穴６基である。

①SD-36（図61）

SD-36は、ⅡＥｅ区の南部を、北北東一南南西方向

に延びる幅約1.2ｍの溝で、北側に深い二段状。南部

で南北方向にやや方向をふる。埋土は灰黄褐色から褐

灰色の砂質土｡図化できた出土遺物は､20～22の３点。

20は土師器の坪もしくは皿底部で、外底面は回転糸切

り痕が残る。２１も土師器皿底部。２２は羽釜口縁部で、

端部よりやや下がって断面三角形の突帯を貼り付け

る。出土遺物から、SD-36は14世紀前半。

②SD-39（図62）

SD-39も、北北東一南南西方向に延びる溝で、約２

ｍの距離を挟んでSD-36の北西側に並行する可能性が

高い。北部で南北方向にやや方向をふる。埋土は黒褐

色から暗褐色の砂質土。図化できた遺物は、２３～27の

５点。２３は土師器の皿口縁部。口縁部は直立し端部は

やや肥厚する。２４は羽釜の口縁部。口縁端よりわずか

に下がって突帯を貼り付ける。２５は羽釜底部で、２６．

２７は羽釜の脚部片。出土遺物から、SD-39も14世紀前

半。

Y＝

－６５２

X=92哩＝４

３２

Ⅳ樽味遺跡５次調査坊

X＝92861

SＰ－２１９

２
41.50ｍ

sp-2浄憧Ｊｌｌ，ｆｖＴ，”
７SpE232‘ｌｌｌｌｌｌ

ＳＰ－２１９

１黒褐色（10YR3/2）砂質土。
２灰黄褐色(lOYR5/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが多く混じる。
SＰ－２３２

１灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。Ⅳ層の微細ブロックがわず

かに混じる。やや砂質が強い。土器片を含む。

２灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。砂質が強く、しまりあり。
３黒褐色（lOYR3/2）砂質土。ブロック状に入る。

４灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含み、
しまりあり。

５にぷい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。３cmのⅣ層ブロックを

多く含み、しまりあり。

６灰黄褐色(10YR4/2)砂質土。砂粒はやや細かく、粘性あり。
７黒褐色（10YR3/2）砂質土。やや粘性があり、炭化物を少

し含む。
SP-235

灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。砂粒がやや細かい。

図５８SP-232他実測図（縮尺１／40）
（遺構名「sP-」一部省略）

図５９ⅡＷｄ区出土遣物実測図（縮尺１／４）

③SD-37（図61、図版13-7）

Ｘ＝92879付近を、南北幅1.2ｍ前後で東西方向に延

びると推定される溝。西壁際ではやや幅を広げるが、

断面は基本的にＶ字状に近い逆台形で、深さ60cmを越

える。埋土は黒色から黒褐色を中心とした粘質土であ

る。出土遺物は、上からの混じり込みと見られる中世

土師器の細片がわずかにあるのみ。

④SK-43（図61、図版13-8）

SD-37の北側にある、南北幅約1.7ｍ・深さ約１０ｃｍ

の浅い皿状の土壌。Ⅲ－２層の下で検出できたが、ＳＫ
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図６１±層注記
東壁土層

Ⅲ１－１

褐灰色（10YR4/1）粘質土。褐色（7.5YR4/6）土の微小な
ブロックを多く含む。しまりあり。

灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。赤褐色（5YR4/6）士の微小
なブロックを含む。砂粒は細かく、均質。

Ⅲ１－２

Ⅲ１－１層にⅣ層の１cmのブロックを多く含んだ層。
Ⅲ２－１

黒褐色（l0YR2/2）砂質土。Ⅳ層の微小なブロックを含む。
粘性あり。

黒色（10YR2/l）砂質土。褐色味を帯びる。８mmの喋をわず
かに含む。

黒褐色(lOYR3/l)砂質土｡Ⅳ層と赤褐色(5YR4/6)砂質土が混
じる｡わずかに粘性をもち、しまりあり｡やや灰色味を帯びる。

Ⅲ２－２

黒褐色（l0YR3/1）砂質土。Ⅳ層と赤褐色（5YR4/6）土が
混じる。わずかに粘性をもち、しまりあり。やや灰色味を帯
びる。

黒褐色（lOYR3/1）砂質土。Ⅲ２－１層の砂質土とⅣ層が斑
らに混じる。Ⅲ２－１層に比べ、粘性は強い。砂粒は細かい。

ＳＤ－３６

１灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。２ｍの篠を含む。炭化物を
少し含む。明黄褐色土が混じる。

２褐灰色(10YR4/1)砂質土。５ｍの榛や炭化物を少し含む。
３褐灰色(lOYR4/l)砂質土。１層に比べ、やや明るい色調。

Ⅳ層の微小なブロックを含む。やや粘性あり。

４褐灰色(10YR4/1)砂質土。１層に比べ、やや明るい色調。
Ⅳ層の微小なブロックを含む。やや粘性あり。

ＳＤ－３７

１黒褐色（lOYR3/l）粘質土。黒色（lOYR2/1）粘質土とⅢ
１－１層の褐灰色（lOYR4/1）粘質土の互層。

２黒褐色（10YR3/l）粘質士。黒色（10YR2/l）粘質土とⅢ
１－１層の褐灰色（lOYR4/1）粘質土の互層。

３黒色（lOYR2/l）砂質土。砂粒は細かく、均質。

４黒色（lOYR2/1）粘質土。褐色（7.5YR4/6）土の微小な
ブロックを多く含む。

５褐灰色（10YR5/l）粘質土。４層とⅣ層が斑らに混じる。
しまりあり。部分的に砂質土が混じる。

６黒褐色（10YR2/3）粘質士。赤黒味を帯びる。Ⅳ層の微小
なブロックと黒色（lOYR2/l）粘質土がわずかに混じる。
粘性は強い。

７暗褐色(l0YR3/3)粘質土。Ⅳ層のブロックが混じる。
８黄褐色（lOYR5/6）粘質土。粘性は非常に強い。
ＳＫ－４３

１褐灰色(10YR4/1)粘質土。Ⅳ層の微小なブロックを含む。
粘性は弱い。

２灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。Ⅲ２－１層やⅣ層が混じり、
色調は斑らでやや粘性あり。

３褐色（l0YR4/4）砂質土。全体にⅢ２－１層が混じり、黒
味を帯びる。Ⅳ層の５mmの円形ブロックを含む。

４にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。やや灰色味を帯びる。
１cmの角ばった篠をわずかに含む。しまりあり。

ＳＰ－５７７

１Ⅲ１－１層とほぼ同じだが、やや粘1生あり。

２灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。やや黄色味を帯びる。
ＳＰ－５７８

褐灰色（10YR5/1）砂質土。下部はやや暗い色調。明黄褐色
土が混じる。

-43の埋土自体は褐色を中心とした砂質土。出土遺物

はない。

⑤柱穴。小穴

柱穴・小穴は70基を越えて検出されているが、しっ

かりした規模をもつもの・遺物を伴うものは少ない。

西壁土層

Ⅲ１－１

黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
Ⅲ１－２

黒色（10YR1.7/l）粘質土。Ⅲ１－１層が混じる。
黒褐色（10YR2/2）砂質土。褐色土がわずかに混じる。

Ⅲ２－１

黒色（lOYR2/l）粘質土。Ⅲ１－１層がラミナ状に入り、Ⅳ
層がブロック状にわずかに混じる。

ＳＤ－３６

１灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。明褐色土が混じる。炭化物
を少し含み、しまりあり。

２灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。２mmの篠と炭化物を含む。
明褐色土が混じる。

３２層とほぼ同じだが、粘性あり。

４褐灰色（10YR4/1）砂質土。黄褐色味を帯びる。Ⅳ層と明

褐色土の微小なブロックを多く含む。粘性あり。

５４層とⅣ層の互層。

６褐灰色（lOYR4/l）粘質土。Ⅳ層のブロックと黒色土のブ
ロックを含む。粘性あり。

ＳＤ－３７

１Ⅲ１－１層に色調や爽雑物は似るが、砂粒は細かく、わず
かに粘性あり。

２黒色（lOYRL7/l）粘質土と５層が混じる。粘性は強い。
３黒褐色（l0YR2/2）粘質土。粘性はやや弱く、フカフカし

た感じ。

４３層にⅣ層が混じる。

５黒褐色（10YR3/1）粘質土。Ⅳ層の５ｍの円形ブロックを
含む。

６にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。Ⅳ層が混じる。
７黒褐色(lOYR3/1)砂質土。Ⅳ層の微小なブロックを含み、

やや粘性あり。

８黒色（lOYR2/1）粘質土。にぶい褐色（7.5YR5/4）土の
微小なブロックを多く含む。

９黒褐色（10YR2/3）粘質土。赤黒味を帯び、Ⅳ層の微小な
ブロックと８層がわずかに混じる。粘性は強い。

１０黄褐色（10YR5/6）粘質土。篠は全く混じらず、粘性は非
常に強い。

１１黒褐色（10YR3/l）粘質土。Ⅳ層がかなり混じり、部分的
に黄色味を帯びる。

１２褐灰色(lOYR4/1)粘質土。Ⅳ層の微小なブロックを含み、
黒色土がわずかに混じる。

ＳＰ－５６２

１褐灰色（l0YR4/1）砂質土。Ⅳ層の５ｍの円形ブロックと
喋を含む。

２黒褐色（lOYR3/l）砂質士。しまりあり。やや粘性あり。
ＳＰ－５６６

灰黄褐色（10YR4/2）粘質土。Ⅳ層の１cmの円形ブロック
を含む。

ＳＰ－５６７

１黒色（lOYRL7/l）粘質土。２層が混じる。
２灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。Ⅳ層の１cmの円形ブロック

を含む。

３褐灰色（l0YR4/l）粘質土。明褐色土が混じる。
ＳＰ－５７０

１褐灰色（lOYR4/l）粘質土。明褐色土が混じる。
２Ⅲ１－２層とⅣ層との互層。

その中で、ⅡＥｅ区北端に位置するSP-611は柱痕も明

瞭に残る柱穴で（図63)、遺物も伴う。３２～35がSP-

611出土。３２は土師器皿の口縁部で、緩やかに内湾し

直口する。３３は羽釜口縁部。口縁端部に接して突帯を

貼り付ける。３４は羽釜脚部◎３５は砂岩質の砥石片。ＳＰ
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SＤ－３９

１黒褐色（lOYR3/l）砂質土。砂粒が細かく、粘性あり。し
まりあり。

２黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ１－１層に比べ、砂質が強
い。

３黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅳ層の２cmブロックを少し含
み、粘性あり。しまりあり。

４暗褐色（l0YR3/3）砂質士。Ⅳ層の１cmブロックを多く含
む。しまりあり。粘性は弱い。

Ⅲ１－１

黒褐色(10YR3/2）砂質土。Ⅳ層の微細ブロックと炭化物が
少し混じる。

Ⅲ１－２

m１－１層にⅣ層の１cmブロックを多く含んだ層。

黒褐色（l0YR3/2）砂質土。細かい砂粒部分をラミナ状に含

み、しまりあり。やや粘性あり。
Ⅲ１－３

黒褐色（lOYR3/1）粘質土。Ⅲ２－１層の再堆積か。ややⅢ

層の微細ブロックが多く混じり、Ⅳ層も含む。
Ⅲ１－４

黒褐色（lOYR3/2）砂質土。

図６２ⅡＥｅ区実測図(2)（縮尺１／40）（遺構名「SP-」省略）

-611は１４世紀代後半の柱穴である。

この他、柱穴・小穴出土遺物で図化できたのは以下

の通り。２８．２９がSP-604出土。２８は坪底部で外底面

に回転糸切り痕が残る。２９は砂岩質の磨石の剥離片。

30はSP-616出土の土師器皿底部。３１はSP-571出土の

羽釜口縁部である。

⑥Ⅲ層出土遺物

ⅡＥｅ区出土遺物の内、Ⅲ層出土として取り上げた

遺物がある。このうち図化できたのが19点で、いずれ

もⅢ－１層出土。ｌは坪もしくは皿の底部で、回転糸

切り。２．３は羽釜の口縁部。４～１０は羽釜脚部とそ

れに接する体部片。１１は越州窯系青磁碗の先折れ口縁

部。１２は青磁碗口縁部で端部にやや厚みをもつ。施粕

は薄く、外面には蓮弁文花弁の一部が残る。１３世紀中

頃から１４世紀後半。１３は白磁碗の口縁部付近。１２世紀

中頃～後半。１４も白磁の碗もしくは皿の口縁部。１５は

須恵質の空胴部上半。胴部外面に横方向のハケメが見

られる。１６．１７は土師質の鉢口縁部。ともに口縁端部

が上下に肥厚し、横ナデにより面をなして凹む。１８は

東播系須恵器のこれ鉢口縁部で、端部は上方に拡張さ

れて面をなす。１４世紀代。１９は砂岩質の磨石の肩平な

破断片。他に鉄津１点（図115-12）も出土している。

603
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〔SP-611〕

SP-611

１黒褐色(10YR3/2)砂質土。
Ⅲ１－１層に１cm前後の

Ⅳ層ブロックが混じる。

２黒褐色(10YR3/1)砂質土。
Ⅳ層をラミナ状に幾層も

含み、粘性あり。

３黒褐色(lOYR2/2)シルト。
２cm前後のⅣ層ブロック

を少し含み、粘性が強い。

４黒褐色(lOYR3/1)砂質土。
ややシルト質。Ⅳ層の小
ブロックがわずかに混じ

る。粘性あり。

５黒褐色(lOYR3/2)砂質土。
３cm前後のⅣ層ブロック

が多く混じる。やや粘性
あり。

ロ

〃

２Ⅲ１－１ィ

１ｍ

１１１

図６３SP-611実測図（縮尺１／40）

（遺構名「SP-」一部省略）

(10）ⅡＷｅ区（図５７．６０．６５．６６、図版14）

農学部３号館西側の約22ｍの区間。南北は道路下に

敷設された管路による撹乱で、明確に区画されてい

る。Ｉ層下で安定してⅢ層が広がり､遺構もよく残り、

出土遺物も少なくない(図６７．６８、図版28-2～5)。ま

た､ⅡＥｅ区同様に､南側のＸ＝92877～92886の範囲は、

Ⅲ－２層が安定して存在した。Ⅲ－２層上面あるいは

Ⅳ層上面で検出した遺構は、ＳＤ－２３．２４、SK-25～２７

と１１０基を越える柱穴・小穴であり、Ⅲ－２層下のⅣ

|■
Ｇ ､鵬

０ｍ
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層上面で検出した遺構は、SK-33～35と30数基の柱

穴，小穴である。

①SD-23（図65、図版14-3）

Ｘ＝92883付近で、東西に調査区を横断する幅１ｍ

前後の溝状遺構。埋土は下半約10cmが残るのみで、浅

い逆台形状の断面。埋土は黒褐色の砂質士。底面で柱

穴・小穴を数基検出した。出土遺物は中世土師器の細

片のみ。

②ＳＤ－２４（図66、図版14-4）

Ｘ＝92887付近で、東西に調査区を横断する溝状遺

構。東壁で幅約50ｃｍ・西壁で幅約80cmで、深さ１５cm程

度。断面は緩やかな逆台形状で、埋土は黒褐色の砂質

士。出土遺物はない。

万~ら,,′△,３

ｚｸーﾛ１２アーロ1４

、－－１＝ﾆづ;'，

蕊曹

○

典

i窪
１５

③ＳＫ－２５（図66）

Ｘ＝92889付近で検出した、南北約1.2ｍ・東西推定

１ｍの楕円形で深さ20cm弱の皿状土壌。埋土は褐灰色

の砂質土。SK-26を切り、底面で数基の柱穴が検出さ

れている。出土遺物の内、図化したのは６点（８．２６

～30)。８は土師器皿の口縁部。口径19.0cmで、外に

大きく開く。２６は土師器皿の底部。２７は羽釜脚部片。

28は備前焼揺鉢の体部下半。２９は緑色片岩の破片で、

粗い研磨がなされている。３０は染付の碗底部。外面に

３条、内面に２条の施文帯が見られる。３０の染付には

コンクリートが付着し、撹乱の混在。切り合いや出土

遺物から、SK-25は14世紀以降。

④SK-26（図66）

SK-26はSK-25に切られ、南北に二分される。調査

目

１０cｍ

悪霊”雲雲霧震要

Ⅱ

で両｢~Ｚ，

○､、△L凶'２８、-｣琴＝３０

４

価
口

図６４ⅡＥｅ区出土遣物実測図（縮尺１／４）

７
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Ｘ

図６５ⅡＷｅ区実測図(1)（縮尺１／40）（遺構名「SP-」一部省略）
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４

図６５±層注記
Ⅲ１－１

黒褐色（lOYR3/2）砂質土。２ｍの篠をやや多く含む。
Ⅲ１－２

黒褐～暗褐色（10YR3/l～3/3）砂質土。Ⅲ１－１層に比べ、
やや明るい。Ⅲ２－１層を少し含み、やや粘性あり。

Ⅲ１－３

黒褐色（10YR3/l～3/2）砂質土。Ⅲ１－１層に比べ、砂粒が
やや細かい。

１cmのⅢ２－１層及びⅣ層のブロックを含み、粘性あり。
Ⅲ２－１

黒色（lOYR2/1）粘質土。Ⅳ層の１cmブロックを少し含み、
粘性あり。

Ⅲ２－２

黒褐色（lOYR3/1）粘質土。
ＳＤ－２３

１黒褐色（lOYR3/1）砂質土。砂粒は0.5ｍ以下と細かい。
２黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅳ層の微細ブロックおよびⅢ

２－１層の５cmブロックが混じる。

３黒褐色(lOYR2/2)砂質土。Ⅳ層の微細ブロックが混じる。
４黒褐色（10YR2/2）砂質土。Ⅳ層の３cmブロックを含む。
ＳＫ－３３

１黒色（10YR2/1）粘質土。Ⅲ２－１層よりやや色が薄い。
粘性が強い。

２黒褐色(10YR2/3)粘質土。Ⅲ２－１層よりやや粘性が強い。
３暗褐色（lOYR3/3）粘質土。Ⅳ層がブロック状に混じる。
ＳＫ－３４

黒褐色（lOYR2/3）粘質土。Ⅲ２－１層に比べ色薄い。粘性
あり。Ⅳ層を含む。

ＳＫ－３５

１黒色（l0YR2/1）粘質土。色はⅢ２－１層より薄い。粘性
が強い。

２暗褐色（10YR3/3）粘質土。Ⅲ２－１層のブロックとⅣ層
のブロックが混じる。粘性あり。

ＳＰ－３０２

１黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ１－１層と比べ、砂粒は細
かい。Ⅲ２－１層。Ⅳ層の微細なブロックが少し混じる。
やや粘性あり。

２黒褐色（l0YR2/2）砂質土。Ⅲ２－１層、Ⅳ層の１mmブロッ
クが混じる。やや粘性あり。

３黒褐色（lOYR3/2）粘質士。Ⅲ２－１層の３mmブロック状
に混じる。粘性は強い。

ＳＰ－３１３

黒色（lOYR2/l）砂質土。Ⅲ２－１層がやや多く混じる。粘
性あり。Ⅳ層の微細ブロックが混じる。

ＳＰ－３１４｡３１５

１黒褐色(10YR3/l)砂質土。１ｍ前後の粗砂が少し混じる。
２黒褐色(10YR3/1)砂質土。３cmのⅣ層ブロックが混じる。

しまりあり。

３黒褐色(10YR2/2)砂質土。砂粒は細かく、やや粘性あり。
Ⅳ層ブロックと２cmの炭化物が少し混じる。

４黒褐色（lOYR2/2）砂質土。lillm前後の粗砂とⅣ層に炭化
物が少し混じる。やや粘性あり。

ＳＰ－３３３

黒褐色（l0YR3/2）砂質土。Ⅲ２－１層．Ⅳ層の２cmブロッ
クが多く混じる。しまりあり。

ＳＰ－３３７．３３８

黒褐色（lOYR3/2）砂質土。SP-339埋土に比べ、Ⅳ層ブロッ
クを多く含む。しまりあり。

ＳＰ－３３９

黒褐色(lOYR3/l)砂質土。Ⅲ１－１層をベースにⅢ２－１層．
５cmのⅣ層ブロックが混じる。やや粘性あり。

ＳＰ－４６９

黒褐色（lOYR2/3）粘質土。

X＝92890

Y＝－６ 214
３７２Ｊ'Ｊ

－－－ｒ
３７７

SD-24

364

=Ｉ

４６＝

。、-｛

371

－１

．
363

=’

｡５０ｍ

Ⅲ２－１１SD-24

SＫ－２６

Ⅲ１－１

、三二二二
２

ＳＫ－２６

-「

SＫ－２５

、

、１

２

375

7４

Ⅲ1-1

０

LLL一

SP-377

,Ⅳヨーーーハ１
２

２ｍ

Ⅲ１－１

黒褐色（10YR3/2）砂質土。３mm程の篠をかなり多く含む。くい。わずかに砂粒が多い。Ⅲ１－１層より砂粒は細かい。
Ⅳ層ブロックが少し混じる。しまりあり。２暗褐色(lOYR3/3)砂質土。３cmのⅣ層ブロックが混じる。
Ⅲ２－１しまり あり 。
黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅳ層のブロックを含む。SP-377

SD-24１ 褐灰 （1 0Y R5/l）砂質土。篠は２mm大。しまりは弱い。
黒褐色（10YR2/2）砂質土。Ⅳ層微細ブロックと炭化物を含２灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。Ⅲ１－１層より砂粒は細か
み、粘性あり。いが、 量 は 多 い 。

SK-2 5３黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂牒を含み、しまりあり。
褐灰色（lOYR4/l）砂質土。２ｍ程の篠を含み、１～５cmのＳＰ－３７２

Ⅳ層ブロックが多く混じる。ブロック状に混じる。１褐色（10YR4/6）粘質土。Ⅳ層がブロック状に入る。
SK-2 6２灰黄褐色（10YR4/2）粘質土。
ｌ黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ１－１層との区別はつきに

図６６ⅡＷｅ区実測図(2)（縮尺１／40）（遺構名「SP-」一部省略）
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区内で南北約４ｍの範囲に広がり、おそらくは北西一

南東に斜行する４×３ｍ程の隅丸長方形土壌と推定さ

れる。深さは20cm弱で、埋土は黒褐色から暗褐色の砂

質士。北側の底面で柱穴数基が認められた。出土遺物

から図化したのは８点（31～33,36～40)。３１．３２は

SK-25北側の出土。３１はSK-26内のSP-384出土で、

古墳時代の須恵器坪蓋の口縁部。３２は土師器皿底部。

３３．３６～40はSK-25南側の出土。３３はSK-25脇の西壁

際でＲ１として取り上げた羽釜脚。３６は須恵器坪蓋の

つまみ。７世紀代。３７．３８は土師器の皿ないし杯の底

部。外底面は回転糸切り。３９．４０は羽釜体部から脚

部。以上から、SK-26も14世紀代の遺構である。

⑤SK-27（図66）

SK-26の北側、ⅡＷｅ区北端の撹乱との間にある、

深さ５cm程の土壌。底面で若干の柱穴が見られる。図

化できた出土遺物は２点。３４はSK-27内のSP-390出

土の安山岩質の台石。表面が部分的に黒変する。３５は

土師器坪底部で、内外面ともナデ。

⑥SK-33（図65）

SK-33はⅢ－２層下、Ｘ＝92878付近で検出した。西

側が調査区外に延びるが、南北1.5ｍ・東西0.8ｍ程の

規模と推測され、深さは10cm以下と浅い。埋土は黒～

暗褐色の粘質土。出土遺物はない。

５
６
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い
感
一
》

、
一
、
’
、

、
．
、
、
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Ｆ二毒雪雲T両 、,，

ＶＭ－Ｙ~婁言》，

、－１＝云う了

図６７ⅡＷｅ区出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）

⑦SK-34（図65）

SK-34はⅢ－２層下、Ｘ＝92881付近で検出した。南

北長１ｍ前後であるが、西側が調査区外に延びるため

東西長は不明。深さは10cm以下と浅く、埋土は黒褐色

の粘質土。形状・埋土から南側のSK-33とほぼ同様の

遺構と推定される。出土遺物はない。

③SK-35（図65）

SK-34の北側、遺構の大半は調査区西外部に延びる

と推定される。深さは１０cm前後で、埋土は黒褐～暗褐

色の粘質土。やはり南側のSK－３３．３４と同様の遺構で

あろう。出土遺物はない。

⑨柱穴。小穴

ⅡＷｅ区では150基近くの柱穴・小穴を検出している

が、明確な掘方・柱痕跡をもつものは少ない。SP-

302、３１３，３１４．３１５，３３９，３７２などが西壁でしっかり

した土層を確認できる柱穴であるが、SP-284、285,

310,334,361等もしっかりとした深さの柱穴である。

なお、Ⅲ－２層下で見いだされた柱穴・小穴はいずれ

も浅い。

柱穴・小穴出土遺物の内、図化できたのは８点。

４１．４２はSP-314.315出土の土師器皿底部。４１は外底

面回転糸切り。４３．４４はSP－３０６．３０７出土。４３は羽釜

口縁部で端部よりやや下に断面三角形の突帯を貼り付

‐
‐
７編

仙
叩
凶
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824

3９

径８cmの大型品である。９は天目茶碗口縁部。１０～１２

は青磁碗。１０は端反りの口縁部。１１は口縁が直線的に

開く。１３世紀前半。１２は口縁先端で強く端反りする。

14世紀代。１３～１６は羽釜の口縁部。いずれも口縁端部

に接して突帯を貼り付ける。１４世紀後半。１７～20は羽

釜脚部片。２１は瓦質の羽釜の胴部片で、外面に断面三

角形の突帯を貼り付ける。２２は備前焼播鉢の底部。１４

～１５世紀代。２３は丸瓦。凹面に布目がある。２４は緑色

片岩の板状素材。２５は砂岩質砥石の破片｡この他に､鑑

１点(図115-8)と鉄津１点(図115-13)も出土している。

ける。１４世紀前半。４４は羽釜脚部片。４５はSP-310出

土の土師器の杯口縁部｡４６はSP-344出土の土師器皿。

回転糸切り痕が残り、１３世紀以降。４７はSP-303出土

の土師器杯。体部・底面とも回転ナデが顕著。１０世紀

後半～11世紀前半。４８はSP-285出土の土師器皿。口

径9.2cmで、底部は回転糸切り痕が残る。底部から体

部への立ち上がりが鋭く、１４世紀代。

⑩Ⅲ層出土遺物

ⅡＷｅ区出土遺物の内、Ⅲ層出土として取り上げた

遺物が多くある。このうち図化できたのは24点（１～

７，９～25)で、Ⅲ－２層出土は含まない。１は須恵器

の小壷｡胴上位で大きく張り、頚部に向かって窄まる。

２～７は土師器杯ないし皿の底部。２．３．７の外底

面に回転糸切りが見られ、４～６は底面ナデ。３は底

口○
， ’４４

図６８ⅡＷｅ区出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）
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(11）ⅡＥｆ区（図６９．７０．７８、図版15）

テニスコート南半の西側約18ｍの区間。Ｉ層．Ⅱ層

下に安定してⅢ層が広がり、遺構も密集し、かつよく
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Y＝-65210

6粥

SP-625

701

SD-恥

Ｘ＝92910

Ⅲ１－２
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雨声一師６４５６５１６６『

Ｕ662。
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X＝92905
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感示耐
８
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５ＳＤ－４１
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図７０ⅡＥｆ区実測図（縮尺１／40）（遺構名「SP-」一部省略）

残る。出土遺物も少なくない（図７１．７２、図版28-6.

7)。Ⅳ層上面で検出した遺構は、SK-40、ＳＤ－２８．３２

と80基弱の柱穴・小穴である。

①SK-40（図70）

ⅡＥｆ区の南端、幅１ｍ程の北東一南西方向の土壌で

ある。SP-617～620に切られ、底面でSP-648、685,

686,703～706を検出した。平均して20cm前後の深さ

である。SK-40の範囲内から出土した遺物で図化でき

たのは、SP-686出土の３点（２７．２９．３０)。２７はRlO

として取り上げ、２９はRllとして取り上げたものであ



図７０±層注記
Ⅲ１－１

黒褐色（l0YR3/2）砂質土。１mmの粗砂を極少量含む。やや
灰色味を帯びる。

Ⅲ１－２

Ⅲ１－１層に酷似するが、わずかに粘性が強い。

黒褐色（lOYR3/2）砂質土。細かい砂粒部分をラミナ状に含
み、しまりあり。やや粘性あり。

黒褐色（10YR2/2）砂質土。黒味を帯びる。１mmの粗砂をご
く少量含む。

Ⅲ１－３

Ⅲ１－１層と同じ色調で、爽雑物も同様だが、やや灰色味を
帯び、砂質が強いため粘性は感じられない。
黒褐色（10YR2/2）砂質土。Ⅳ層と赤褐色土の微小なブロッ
クを含む。やや粘性あり。しまりあり。

Ⅲ１－４

黒褐色（lOYR3/1）砂質土。明褐色（7.5YR5/6）の５mmブ
ロックを含む。砂粒は細かく均質。しまりあり。

黒褐色（lOYR2/3）砂質土。Ⅲ１－３層と同じ土がブロック
状に入っているが、量は少ない。

Ⅲ１－５

黒褐色（lOYR3/1）砂質土。Ⅲ１－４層に似るが、やや灰色
味を帯びる。

黒褐色（l0YR2/2）砂質土と褐色（lOYR4/4）シルトが混じ
る。

Ⅲ１－６

黒褐色（lOYR3/l）砂質土。明褐色（7.5YR5/6）砂質土の
５mmブロックを含む。砂粒は細かく均質。しまりあり。

SＤ－２８

１黒褐色（l0YR3/2）砂質土。２ｍの篠を多く含む。
２暗褐色（lOYR3/4）砂質土。２～３mmの篠を多く含む。
３黒褐色（lOYR3/2）砂質土。２～５mmの篠を多く含む。や

や黒味を帯びる。

４黒褐色(10YR3/2)砂質土。３層よりやや灰色味を帯びる。
５黒褐色（10YR3/2）粘質土。やや褐色味を帯びる。
６褐色（l0YR4/4）粘質土。黒褐色（10YR3/2）粘質土が混

じる。

７褐色（10YR4/4）粘質土。黒褐色（lOYR3/2）粘質土が混
じる。

る。なお、３０はRlO下からの出土と、SP-648出土が接

合したものである。２７は土師器の坪ないし皿。底部に

は回転糸切り後板目圧痕が見られる。１３世紀以降。２９

は被熱粘土塊で、外面は赤変し胎土にはスサの痕跡が

見られる。篭等の構造物の一端と見られる。３０は花尚

岩質の台石の破片。またSK-40出土の刀子１点(図１１５

－２）もある。SK-40は14世紀前後。

②SD-28（図70）

SD-28はＸ＝92903付近で調査区を東西に横断する

溝で､幅約１ｍ､深さ約40cmの断面逆台形状を呈する。

東壁際で南側に屈曲して幅を増し、あるいはＬ字状の

コーナー部分に当たるのかもしれない。埋土は黒褐色

の砂質土。出土遺物から４点を図化した（20～23)。

２０．２１は口縁端に突帯をもつ羽釜の口縁部。２２は脚

部｡23は備前焼の大尭の肩部片｡いずれも１４世紀後半。

③SD-32（図70）

SD-32はSD-28の北側に約１．２ｍの間隔を空けて並

Ⅳ樽味遺跡５次調査８７

ＳＤ－３２

１黒褐色（lOYR3/2）砂質土。ややサクサクした感じ。
２黒褐色（10YR3/2）砂質土。ｌ層よりやや黒味を帯びる。
３黒褐色（lOYR3/2）砂質土。２mmの篠を多く含む。
４黒褐色（10YR3/2）砂質土。サクサクしている。
５黒褐色（lOYR3/2）砂質土。サクサクしている。黒味を帯

びるｏ

ＳＫ－４０

Ⅲ１－２層にⅣ層のブロックを多く含む。
ＳＤ－４１

黒褐色（l0YR3/2）砂質土。褐色の１cmのレンズ状ブロック
をやや多く含む。１cmの角ばった炭化物を少し含む。

ＳＰ－６２０

ＳＫ－４０に比べ、Ⅳ層のブロックは小さく、量も少ない。
ＳＰ－６２５

Ⅲ１－２層にⅣ層のブロックを多く含む。
ＳＰ－６６９

１黒褐色（lOYR2/2）粘質土。２mmの藤を多く含む。
２黒褐色（lOYR2/2）粘質土。

３黒褐色（10YR2/l）粘質土。磯を含まない。柱痕跡。
ＳＰ－６８９

黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや粘性あり。１mmの粗砂を多
く含む。

SP-690

黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色の２～３cmの円形ブロック

を少し含む。
SP-702

黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色の１cmのレンズ状ブロック

をやや多く含む。１cmの角ばった炭化物を少し含む。
SP-705

黒褐色（l0YR2/3）砂質土。Ⅳ層の微小なブロックと赤褐色
（5YR4/8）シルトの微小なブロックを含む。砂粒は細かく、

やや粘性あり。
SＰ－７０６

lSK-40埋土に比べ、Ⅳ層のブロックは小さく、量も少ない。

２Ⅲ１－１層とⅣ層の互層。

３褐灰色（l0YR5/l）砂質土。Ⅳ層の１cmの円形ブロックを
わずかに含む。粘性あり。

ぶ東西方向の溝。幅３ｍ弱・深さ35cm前後の断面逆台

形状である。埋土もやはり黒褐色砂質土。底面に数基

の柱穴を確認している。出土遺物で図化できたのは４２

のみ。備前焼の片口鉢口縁部で、片口部にあたる。１４

世紀後半から１５世紀。

④SD-41（図70）

ＳＤ－４１は、ＳＤ－３２の北側を画する撹乱で南側を切ら

れた遺構で、やはり東西方向の溝である。残る北側の

みで幅1.3ｍを測り、深さは20cm前後とやや浅い。埋

土は黒褐色の砂質土でSD-32にほぼ一致するが、別遺

構と判断した。出土遺物はない。

⑤柱穴。小穴

８０基弱の柱穴・小穴を検出しているが、特に密集が

高いのは、SK-40を中心とした柱穴群である。その北

にも柱穴は展開するが、SD-41以北は特にまばらで小

さなものとなる。明確な掘方・柱痕跡をもつものは、

東壁土層で確認したSP-705、625,669,702等である
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し皿。２８は羽釜脚部。３１．３２はSP-618出土。３１は綴

密な火成岩質の凹石破片。外面に被熱部分が見られ

る。32は砂岩質の台石破片｡外面に煤が付着する。33.

34はSP－６２７．６２８出土。３３は土師器の皿口縁部。３４は

土師器皿の底部で回転糸切り痕が残る。SP-627から

一』－一一一一一一

が、SP-622、644,646、651,654,701,708,730等

もしっかりとした深さの柱穴である。なお、SP-701

からは板状の石材が出土している。

柱穴・小穴出土遺物で図化できたのは以下の通り。

24～２６．２８はSP-617出土。２４～26は土師器の坪ない

Ｒ2567
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図７１ⅡＥｆ区出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）
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Ⅳ樽味遺跡５次調査８９
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図７２ⅡＥｆ区出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）

は、鉄津１点(図１１５－１４)も出土している。３５．３６はSP

-636出土。３５は坪もしくは皿の底部で、回転糸切り

痕が残る。１３世紀以降。３６は羽釜の脚部片。３７はSP-

646出土の土師器の坪底部。３８はSP-650出土の土師器

皿の完形品。外底面は回転糸切り痕が残る。３９はSP-

653出土の土師器皿底部。４０はSP-731出土の坪もしく

は皿の底部片。回転糸切り痕が残る。４１はSP-625出

土の青磁の皿体部。体部下半で屈曲する。４３はSP-652

出土の花尚岩質の台石。一面には焼けた痕跡がある。

44はSP-643出土の台石。両面の中央部に敵打痕がよ

く残り、片面には被熱部分が認められる。４５はSP-655

出土の敵石。下方先端と片面に蔽打痕がある。４６．４７

はSP-651出土。４６は台石で、一部に擦過痕が残る。

⑥Ⅲ層出土遺物

ⅡＥｆ区出土遺物の内、Ⅲ層出土として取り上げた遺

物が多くある。このうち図化できたのは19点。ｌは弥
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(12）ⅡＷｆ区（図６９．７３、図版16）

農学部校舎中庭の南半東側の約26ｍの区間。表土下

に安定した１０cmを越えるⅢ層が堆積し、出土遺物も多

い(図７６．７７、図版29-1～7)。とりわけ、南部での遺

構密集は調査区中最も高い（図版16-3)。なお、北部

牛十器の壷底部。２は須恵器壷の胴部。３は土師器坪

の口縁部。４～８は土師器皿ないしは坪の底部。７は

回転糸切り痕。９は龍泉窯系の青磁碗の体部で口縁部

は端反り。１２世紀中頃～末。１０は白磁碗の口縁部で、

端部は玉縁状。１１世紀末～12世紀前半。１１は白磁碗底

部で、やや低めの輪高台がつく。１１世紀後半～12世紀

前半。１２～１４．１６は羽釜。１２が口縁部、１３は体部で、

他は脚。１５は被熱粘土塊で、横断面円形。器表面には

431

灰褐色に変色した部分が見られる。１７は須恵質のこれ

鉢口縁部。１８は丸瓦の玉縁部。１９は鉄津。
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図７３土層注記
Ⅲ１－１

黒褐色（lOYR3/2）砂質土。３mm程の篠をかなり多く含む。
Ⅳ層ブロックが少し混じる。しまりあり。

Ⅲ１－２

黒褐色（l0YR2/2）砂質土。褐色（10YR4/4）粘質土の１～
２cmのブロックを少し含む。

黒褐色（10YR2/2）砂質土。Ⅳ層およびⅢ２－１層が混じる。
ややしまりあり。

黒褐色（l0YR3/l）粘質シルト。明赤褐色（5YR5/8）土が
混じる。粘性は弱い。

SD-28

１Ⅲ１－１層とほとんど区別がつかない。わずかに砂粒が混
じりあう。

２黒褐色（lOYR3/2）砂質土。１層に比べ、粘性あり。
SD-32

１黒褐色（lOYR3/l）粘質シルト。明赤褐色（5YR5/8）土
が混じる。粘性は弱い。

２黒褐色（l0YR3/2）砂質土。Ⅲ１－１層にほぼ同じ。やや
砂粒が多い。あるいはＩ層内の堆積か。

３黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅳ層の小ブロックを含み、し
まりあり。あるいはＩ層内の堆積か。

４にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。Ⅳ層にわずかにⅢ１－
１層が混じる。粘性あり。あるいはＩ層内の堆積か。

５１層にⅣ層の10cmの円形ブロックをわずかに含む。
SP-398

１黒褐色(lOYR2/2)砂質土。砂粒は細かく、１cmの小ブロッ
クを含み、やや粘性あり。

２黒色（lOYR2/1）粘質土。Ⅲ２－１層とⅣ層の小ブロック
を混じえ、粘性あり。

SP-415

１黒褐色（l0YR3/2）砂質土。Ⅲ１－１層に比べ、砂粒少な
く、しまりあり。

２にぶい黄褐色（2.5Ｙ５/3）砂質土のブロック。

３暗褐色（l0YR3/3）砂質土。鉄分の微細粒を含み、Ⅳ層の
３cmブロックが多く混じる。しまりあり。

４黒褐色（l0YR3/l）砂質土。５cmのⅣ層ブロックを多く混
じえ、しまりあり。炭化物を含み、やや粘性あり。

５灰黄褐色（l0YR4/2）粘質土。Ⅳ層にⅢ１－１層が均質に

Y＝-652131

ＳＰ－４ 月

Ｈ

Ｘ＝92899

-4

ｉ

‐ＳＰ－４３４

－ｌ黒褐色（lOYR2/2）砂質土。褐
色（10YR4/4）シルトの粒状ブ
ロックを極少量含む。

２黒褐色（lOYR3/1）粘質土。や
や灰色味が強い。

３褐色（10YR4/4）シルト。黒褐
色（l0YR2/2）砂質土がまばら
に混じる。

０，４黒褐色（lOYR2/2）砂質土。黒
色（10YR2/1）粘質土の５～１０
ｍｍの円形ブロックを極少量含
む。土器片を含む。

５４層よりやや茶色味が強い。

１６褐色（10YR4/4）シルトの１～
３cmのやや粘性のあるブロック

を多く含む。

７黒色（10YR2/l）粘質土。褐色
（l0YR4/4）粘質土が１～３ｃｍ

のプﾛｯｸ状に混じる。

帥

図７４SP-434実測図（縮尺１／40）

のおよそＸ＝92913～92917の範囲では、東西幅は狭い

範囲ながらⅢ－２層が安定して堆積していた。Ⅳ層上

面で検出した遺構は、SK-29～31,ＳＤ－２８．３２と、１００

基を越える柱穴・小穴である。

Ⅳ樽味遺跡５次調査虹

混じり、粘性は強い。
ＳＰ－４３１

１黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色（10YR4/4）粘質土の１
～３cmの円形ブロックをやや多く含む。

２黒色（l0YR2/l）粘質土。黒味が強い。
ＳＰ－４３０

黒色（l0YR2/l）粘質土。褐色（lOYR4/4）粘質土の楕円形
の２～３cmのブロックを少し含む。

ＳＰ－４３３

１黒色（10YR2/l）粘質土。褐色（lOYR4/4）粘質土の楕円
形の１cmブロックを少し含む。

２１層とほぼ同じ。やや黒味が強い。
ＳＰ－４３６

１黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色（l0YR4/4）砂質土の２
～３cmブロックを少し含む。土器片を含む。

２褐色（lOYR4/4）砂質土。

３黒色(lOYR2/1)粘質土。土器片と粒状炭化物を少し含む。
ＳＰ－４５４

１黒褐色（lOYR2/2）砂質土。褐色（lOYR4/4）砂質土の粒
状ブロックを少し含む。

２褐色（10YR4/4）粘質土。１層の黒褐色砂質土が混じる。
３褐色（10YR4/4）粘質土。黒褐色（l0YR2/2）粘質土のｌ

～３cmの楕円形ブロックを極少量含む。
ＳＰ－５０９

黒褐色（10YR3/2）砂質土。３cmのⅣ層ブロックを含み、し
まりあり。SD-28のｌ層に比べ、砂粒は少ない。

ＳＰ－５１０

黒褐色（10YR3/2）砂質土。３cmのⅣ層ブロックを含み、し
まりあり。ＳＤ－２８の１層に比べ、砂粒は少ない。

ＳＰ－５２６

黒褐色（lOYR3/l）粘質シルト。５cmのⅣ層のブロックを多
く含む。

ＳＰ－５２７

黒褐色（lOYR3/l）粘質シルト。１cmのⅣ層円形ブロックを

まばらに含む。
ＳＰ－５３０

黒褐色（l0YR3/1）粘質シルト。５cmのⅣ層のブロックを多
く含む。

１X=92900

～ノ

ＳＰ－４４０

１黒褐色(lOYR2/2)粘質土。にぶ
い黄褐色(lOYR5/4)シルトの５
ｍｍの楕円形のブロックを少し含
む。

１３‘５２褐色(10YR4/4)粘質土。黒褐色
（10YR2/2）粘質土の１cmの楕

円形のブロックを少し含む。

３黒褐色（lOYR2/2）粘質土。に
ぶい黄褐色（lOYR5/4）シルト
のｌ～２cmの楕円形のブロック

を少し含む。

０ｍ

【1１

'’
ﾛロ

図７５SP-440実測図（縮尺１／40）

①SK-29（図73）

ⅡＷｆ区の南端、南側を撹乱に切られた0.7×１ｍ程

の範囲に広がると認識した土壌である。埋土はⅣ層ブ

ロックを含む黒褐色砂質土。底面でSP-429～431,439
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を検出した。

SK-29の範囲内から出土した遺物で図化できたのは

５点（16～20)。１６はSK-29出土、１７はSP-429出土、

１８～20はSP-430出土として取り上げた。１６は羽釜脚

部。１７は土師器皿の底部である。体部下半に傾斜変換

点があり、底面には回転糸切り痕が残る。１８は土師器

皿の底部。回転糸切り痕が残る。１９は羽釜上半部。口

縁端に接して突帯を貼り付ける。２０も羽釜の底部から

脚部。SK-29は14世紀後半。

②SK-30（図73）

SK-29の北側にわずかの間隔を空けて、ほぼ調査区

を横断するように東西に長い1.2×0.9ｍ程の範囲を想

定した土壌で、SP-422に切られる。埋土は黒褐色砂

質土で、砂粒が少なく、Ⅳ層ブロックを多く含み、焼

土も混じる。SK-30内でSP-433～435,437,438,450,

453、456,502,503を検出した。このうちSP-434は

二段状の掘方をもつ（図74)。

SK-30の範囲内から出土した遺物で図化したのは１１

点(21～３０．３５)。２１はSK-30出土の土師器坪の底部。

回転糸切り痕が残る。２２～25はSP-434出土。２２～２４

は土師器｡22は坪口縁部。２３は皿口縁部｡24は皿底部。

25はＲ７として取り上げた砂岩質の台石で煤が付着す

る。２６はSP-433出土の土師器皿底部で、底面に回転

糸切り痕。２７はSP-450からＲ２として取り上げた土師

器皿の完形品である。底部は回転糸切り後、板目圧痕

が施される。SP-453からは、蕊１点（図１１５－７）が

出土している。２８～30はSP-503出土。２８はＲ３とした

青磁碗の体部。粕薬は厚い。２９はＲ８とした花商岩質

の台石で、全面が黒変。３０はＲ６した砂岩質の台石。

敵打痕がまばらに見られる。３５はSP-433出土の皿底

部。SK-30は14世紀前後。

③SK-31（図73）

SK-30の北側、調査区西に偏ってｌ×0.8ｍ程の三

角形状の範囲を想定した土壌で、ＳP-419.441に切ら

れる。埋土は、黒褐色砂質土でⅣ層の２cmブロックを

含む。SK-31内でSP-432、４３６，４５１，４５２，４５４，４５７

を検出している。

SK-31の範囲内から出土した遺物で図化したのは１３

点（31～３４．３６～４３．５９)。３１～33はSK-31として取

り上げた。３１は土師器皿の底部で回転糸切り痕が残

る。１３世紀以降。３２は亀山焼の胴部。外面は格子目タ

タキで一部ナデ消し。３３は花樹岩質の砥石。３４．３６．

３８．４０はSP-432出土。３７．３９はSP-436出土。３４～3７

Iま土師器皿、３８は坪ないし椀。３９は14世紀後半の羽釜

口縁部。４１．４２はSP-452.454出土の土師器皿。とも

にほぼ完形。４１はＲ５，４２はＲ４として取り上げた(図

版16-2)。法量もほぼ等しく、底部は回転糸切り痕が

残る。４３はSP-452出土の馬平な緑色片岩石材。５９はSP

-457出土の坪底部。回転糸切り痕が残る。SK-31は

14世紀後半。

④SD-28（図73、図版16-4）

SD-28は、北岸をＸ＝92905辺りにおく幅２ｍ弱の

調査区を横断する溝。ⅡＥｆ区のSD-28とは南岸をほぼ

一致させるものの、ⅡＷｆ区で北側に拡張した格好と

なっている。またⅡＷｆ区では北側に深く傾いた断面

となり、最深部で深さ約25cm・底面で若干の柱穴を検

出している。埋土は黒褐色の砂質土。出土遺物は６点

を図化した（１０～１５)。１０は弥生土器の壷底部。１１は

土師器坪の口縁部。１２は羽釜の口縁部。１３～１５は羽釜

脚部。１５は体部との接着面が見える。SD-28は14世紀

後半の遺構である。

⑤ＳＤ－３２（図73）

SD-32は、中央に撹乱を挟むが、北岸をＸ＝92907

におき、３ｍ弱に及ぶ東西方向の溝｡深さは約20cmで、

溝の立ち上がりはかなり緩やかである。埋土はⅢ－１

層を切り込み、さらに南側のSD-28埋土を切る。ⅡＥｆ

区のSD-32に連なると推測したが、幅の異同も大き

い。出土遺物はない。

⑥柱穴。小穴

ⅡＷｆ区で100基を越える柱穴・小穴を検出している

が、集中地点はSK-29～31として当初判断した南部で

ある。これら以外で明確な掘方・柱痕をもつものは、

SP-398、415,440(図75)、526,527等の柱穴である

が、SP-422、441,416,409等も深さ的には加えるこ

とができる。なお、ＳＤ－２８．３２以北ではそのような柱

穴がほとんどなくなる。

これら柱穴・小穴出土遺物の内、図化したものを以

下解説しておく。４４～47はSP-398出土。４４．４５は土

師器皿の底部。４６は須恵質の橋鉢口縁部。口縁端部は

肥厚し、上方へ拡張する。４７は砂岩質の砥石で、表面

に煤が付着していることと、小口側が割られて面をな

していることから、竃の礎石として転用されていたと

考えられる。４８～51はSP-440出土。４８は土師器皿の

口縁部。４９は羽釜の口縁部。５０は花両岩質の磨石。５１

は砂岩質の台石。袋状の鉄器１点（図115-10）もSP-

440からは出土している。５２．５３はSP-415出土。５２は
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図７７ⅡＷｆ区出土遺物実測図(2)（縮尺１／４，１／２）

須恵器の莞の胴部片。５３は羽釜の脚部。５４．５５はSP-

410出土。５４は青磁碗の口縁部で、体部から緩やかに

内湾し､口縁先端部は屈曲する｡55は羽釜の口縁部で、

口縁端に接して突帯を貼り付ける。５６はSP-497出土

の瓦器椀口縁部。５７はSP-416出土の土師器坪または

皿の口縁部。５８はSP-448出土の坪口縁部。６０はSP-

446出土の坪口縁部。６１はSP-403出土の土師器小皿の

口縁部。６２はSP-397出土の土師器皿底部。６３はSP-

428出土の備前焼の橘鉢口縁部。口縁部は直立して下

方に突出する。１５世紀代。６４はSP-412出土の泥岩質

８
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の砥石で、目は細かく側面も使用する。６５はSP-449

出土の打製石雛。重量は0.69でサヌカイト製。凹基

無茎式で、先端は鋭利で薄い。剥離調整は薄く、表裏

とも中央付近は調整が及ばない。

⑦Ⅲ層出土遺物

ⅡＷｆ区Ⅲ層出土遺物から図化したのは９点（１～

９)｡Ⅲ－２層からの出土はない。１．２は土師器椀の

口縁部。１は口縁が緩やかに外反し、２は端部が肥厚

する。３は土師器皿底部で、回転糸切り痕が残る。４

は瓦質の羽釜口縁部。５は土師質の播鉢底部。内面Iこ

へラ状工具による縦方向の条線がある。６は羽釜脚。

７は須恵質のこれ鉢口縁部。８は須恵器蕊の胴部片。

外面に微隆起突帯が１条ある。９は青磁碗の体部。外

面に蓮弁文があり、内外面の紬は薄い。

(13）ⅡＥｇ区（図７８．７９、図版17-1）

テニスコート北半西側から道路交差点までの約33ｍ

の間。この区間は、まさにガス管埋設に伴う掘方を再

掘削した格好である。ただし、北端ではわずかながら

も面的にⅣ層が確認できるとともに、SP-559～561の

小穴３基を検出した。SP-559からは中世土師器が出

土している。他は、残存する調査区壁の土層により、

一部でⅢ層やⅣ層を確認するに留まる。

①SK-38（図80、図版17-2）

ⅡＥｇ区で特記すべきは、Ｘ＝92925付近の両壁で確

認できた土壌断面である。SK-38とした。東壁での確

認幅、底面で約1.8ｍ･西壁では1.2ｍ。深さは最大６０

cm前後確認できる。本来は、底面径２ｍ弱と推定され

よう。その断面形状であるが、東壁で顕著なように、

底面が広がるフラスコ状を呈し、本来は貯蔵穴であっ

たと推定される。また底面付近には、北側からの流れ

込みによる埋土が堆積しており、その後、一気に埋没

が進んだと見られる。東壁の南端から壷底部の破片

（Ｒ９）が出土している（図81、図版29-8)。安定し

た平底で、外底面もミガキ仕上げする。体部外面は縦

方向のやや太めのミガキ仕上げ、内面は粗い横方向の

ミガキ。胎土は砂粒を多く含む。弥生前期末～中期の

時間幅が想定される。

、
Ｉ

ロ １０cｍ

図８１SK-38出土遺物実測図（縮尺１／４）

Ⅳ樽味遺跡５次調査９７

ロ ２ ｍ

SK-38東壁土層

ｌ黒褐色（10YR3/1）粘質土。粘性は強い。
２黒色（lOYR2/1）粘質土。やや褐色味を帯びる。Ⅳ層の円

形ブロックを少し含む。

３黒色（l0YR2/1）粘質土。２層と同じだが、粘性が弱い。
４黒褐色（l0YR3/2）粘質土。Ⅳ層が多く混じる。やや粘性

は弱い。

５黒色（10YR1.7/1）粘質士。粘性は強い。上部はやや褐色

味を帯びる。Ⅳ層の２cmの円形ブロックを含む。

６褐色（7.5YR4/6）粘質シルトに黒褐色（lOYR3/l）粘質
シルトが混じる。粘性は強く、ややサクサクした感じ。Ｒ

９の北側の土は暗褐色味を帯びる。

７暗褐色(lOYR3/3)粘質士。粘性は弱く、１cmの裸を含む。
Ⅳ層をブロック状に含む。

８黒色（lOYR1､7/1）粘質土。Ⅳ層が混じる。やや粘性が弱
い。

９黒色（lOYRL7/1）粘質土。８層と同じだが、Ⅳ層の含有
比が高い。

１０褐色（7.5YR4/6）粘質シルトに黒褐色（lOYR3/l）粘質
土が混じる。粘性は強く、ややサクサクした感じ。

１１黒色（l0YR2/l）粘質土。褐色味が強く、粘性は弱い。Ⅳ
層の１cmの円形ブロックを多く含む。

１２黒色（l0YR2/1）粘質土。粘性は弱い。Ⅳ層との互層。

１３黒色（l0YRL7/1）粘質土。Ⅳ層の５mmの円形ブロックを
多く含む。

１４黒色(lOYR2/l)粘質土。Ⅳ層が多く混じり、褐色が強い。
１５黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層が多く、色調は斑らで均

一でない。

１６黒色(l0YR2/l)粘質土。黒褐色土が混じる。しまりあり。
SK-38西壁十層

ｌ東壁の５層に対応。

２東壁の２層に対応。
３Ⅳ層ブロック。

４東壁の４層に対応。

５黒色（10YR2/1）粘質土。Ⅳ層の1.5cmの円形ブロックを
まばらに含む。

６黒褐色（l0YR3/l）粘質土。８層が混じり、やや粘性が強
い。

７黒褐色（lOYR3/l）粘質土とⅣ層の互層。
８束壁の６層に対応。

９束壁の15層に対応。

図８０SK-38実測図（縮尺１／40）
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Ⅲ２－４黒色（10YR1.7/l）粘質土。砂粒は非常に細かく、均質。粘性は強い。 Ｙ＝一闘娼Ⅲ

÷竺騒一
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剛

図８２Ⅱ区実測図(10）（縮尺１／80）（遺構名「SP-」一部省略）

頁Ｔ７Ｄ｡／１１北トノf宏一1－、立我

ｌ黒色（lOYR2/1）砂質士。

ｌ黒色（lOYR2/1）粘質土。Ⅳ層の１cmの円形ブロックをわずかに含む。明褐色
イヮＲＶＰＲ/只）利》唇十ぷﾅｰ〕苧か1,-縄１・Ｚ，１士ｈ土ｈ
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(14）ⅡＷｇ区（図７８．７９、図版17-3）

農学部校舎中庭北半から農学部本館の東側約19ｍの

間で、北端で西の建物側に約1.5ｍ屈曲する。全面に

撹乱が及び、出土遺物もない。

鮒
Ｏ

猫
二〃

〆
０
」

謬
薄

(15）ⅡＥｈ区（図82、図版17-4）

農学部本館北東の道路交差点の東西道路をまたぐ約

4.5ｍの区間である。通常の交通を遮断する必要から

短距離を別工程で行った調査区であるが、道路下とい

うこともあって全面撹乱が及び、Ⅳ層上面は確認して

いない。出土遺物もない。

(18）ⅡＥｋ区（図82、図版17-7）

東西方向のⅡＥｊ区から再び屈折して北に延びる約６

ｍの区間である。Ⅳ層上面をＩ層直下で検出している

が、遺構の残存は認められなかった｡出土遺物もない。

匡尋ヨ 四、

Ⅳ樽味遺跡５次調査９９

(17）ⅡEj区（図82、図版17-6）

南北方向の調査区がほぼ直角に屈折して西に延びる

約１７ｍの区間である。東部では撹乱により不明な部分

が多いが、中位から西半はⅣ層の上面をＩ層直下で検

出している。またそれとともに、小穴数基があり、そ

のうちSP-736.737からは中世土師器の細片が出土し

ている。なお、SP-736出土遺物中には弥生土器片も

認められる。

(19）Ⅱ区撹乱出土遺物（図83）

Ⅱ区全体を通じて、撹乱出土遺物から７点を図化し

た。３～５．７がⅡＷｅ区出土で、他はⅡＷｆ区出土。

１は須恵器坪蓋天井部。２は土師器莞の口縁部。３は

羽釜の脚部上半。４は須恵質のこれ鉢口縁部。５は青

磁碗底部。外面下半から高台部にかけては露胎で、削

り出し高台。外面に櫛描き文、内面に刺突文と弧状の

文様が施される。６は砂岩質砥石。７は粘板岩製硯。

正面、左側面に縦方向の擦り目がある。また、ⅡＥｅ

区からは釘１点（図１１５－６）の出土がある。

06）ⅡＥｉ区（図82、図版17-5）

道路交差点から北、連合農学研究科校舎西側の約８

ｍである。南半はやはり全面撹乱が及んでいるが、北

半の一部ではⅣ層上面がわずかながらも検出できると

ともに、小穴の残欠１基（SP-735）を確認している。

ただし出土遺物はない。

図８３Ⅱ区撹乱出土遺物実測図（縮尺１／４）

(201小結

ⅡＷ区は南北140ｍ、ⅡＥ区では総延長180ｍを越え

た。その分幅が狭く、遺構の広がりの一端を確認した

に留まるが、Ｉ区が樽味団地西部の東西方向の大トレ

ンチであったのに対し、Ⅱ区は南北方向の大トレンチ

として、樽味団地における遺跡の広がりについて、多

くの成果を得ることができた。

まず調査区の南端（a区．ｂ区）では、Ⅱ層の耕作

に伴う撹乱が激しい。調査区の東側を中心にそのよう

な撹乱が広がると推測できる。途中管路敷設に伴う撹

乱が激しいが（c区．ｄ区)、２次調査地点周辺では、

良好な包含層・遺構が残存し（e区)、とりわけ中庭付

近が遺構密集域となっていた（f区)。ただしそれ以北

は、Ⅳ層上面のレベルが上昇することもあって、遺構

の残存はほとんどなくなった（g区～)。Ⅳ層の検出

レベルは、南端のＩ区との合流点で標高40.9ｍ、ⅡＥｋ

区の北端で41.8ｍと、約90cmの差がある。

このうち、良好な残存状況を示すのは、中世遺構で

あり、その時期は、羽釜や回転糸切り痕を残す土師器

の坪・皿から、１４世紀を中心とした時期である。先に

報告したＩ区ＳＲ－ｌ出土の、円盤状高台の杯や貼付高

台の椀を中心とする１０～１２世紀の遺物はほとんどな

い。集落領域の包含層資料と流路資料の差もあるが、

12世紀前後を境に、樽味団地における生活領域の変化

が予想される。
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Ⅱ区sP一覧（）内は所在地区
201（Ｗａ）図53.
202（Ea）黒色（lOYR2/l）粘質土。しまりあり。
203（Ea）にぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質土。やや黒味を帯びる。
204（Ea）図50.
205（Ea）図50.
206（Ea）
207（Ｗｄ）黒褐色(10YR3/1)粘質土。粘性低い。中世土師器。
208（Ｗｄ）にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。粘性やや弱い。

褐色（lOYR4/4）シルトの５～１０ｍブロックを多く含む。
中世土師器。

209（Ｗｄ）暗褐色（lOYR3/3）粘質土。中世土師器。
210（Ｗｄ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。小石をほとんど含ま

ない。

211（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色（lOYR4/4）シ
ルトの５～lOmmブロックを多く含む。粒状炭化物を極少量
含む。中世土師器。

212（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色（lOYR4/4）シ
ルトの５～１０ｍブロックを多く含む。粒状炭化物を極少量
含む。

213（Ｗｄ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。褐色（lOYR4/4）シ
ルトの５～10mmブロックを多く含む。粒状炭化物を極少量
含む。

214（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。粘性はやや弱
い。褐色（lOYR4/4）シルトの５～10mmブロックを多く含
む。

216（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色（10YR4/4）シ
ルトの５～10ｍブロックを多く含む。粒状炭化物を極少量
含む。

217（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色（l0YR4/4）シ
ルトの５～10ｍブロックを多く含む。粒状炭化物を極少量
含む。中世土師器。

219（Ｗｄ）図58．中世土師器。
220（Ｗｄ）にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。褐色（l0YR4／

６）シルトの５ｍブロックをやや多く含む。
221（Ｗｄ）にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。褐色（l0YR4／

６）シルトの５mmブロックをやや多く含む。
222（Ｗｄ）にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土｡粘性はやや弱い。

褐色（10YR4/4）シルトの５～10mmブロックを多く含む。
223（Ｗｄ）暗褐色（10YR3/3）砂質土。やや粘性がある。５

ｍｍの粒状炭化物と褐色シルトの５ｍのブロックを少量含
む。

224（Ｗｄ）暗褐色（10YR3/3）砂質土。やや粘性がある。５
ｍｍの粒状炭化物と褐色シルトの５ｍのブロックを少量含
む。

227（Ｗｄ）にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。にぶい黄燈色
（lOYR6/4）の５～１０cmブロックを少量、粒状炭化物を極

少量含む。中世土師器。

228（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄燈色
（lOYR6/4）の５～１０cmブロックを少量、粒状炭化物を極

少量含む。中世土師器。

229（Ｗｄ）にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。にぶい黄橿色
（lOYR6/4）の５～１０cmブロックを少量、粒状炭化物を極

少量含む。
2３０．２３１（Ｗｄ）
232（Ｗｄ）図58．中世土師器。
233（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄燈色

（lOYR6/4）の５～10cmブロックを少量、粒状炭化物を極
少量含む。中世土師器。

234（Ｗｄ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや粘性がある。に
ぶい黄橿色（l0YR6/4）の２～３cmブロックを少量含む。

235（Ｗｄ）図58.
236（Ｗｄ）にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。にぶい黄燈色

（lOYR6/4）の５～lOcmブロックを少量、粒状炭化物を極
少量含む。

237（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。にぶい黄燈色
（lOYR6/4）の５～１０cmブロックを少量、粒状炭化物を極

少量含む。

238（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。に
ぶい黄桧色（lOYR6/4）の２～３cmブロックを少量含む。

240（Ｗｄ）暗褐色（10YR3/3）砂質土。褐色シルトの５ｍブ
ロックを少量含む。

241（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。に
ぶい黄燈色（lOYR6/4）の２～３cmブロックを少量含む。

中･世土師器｡

242（Ｗｄ）にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。褐色シルトの
５mmブロックをやや多く含む。

243（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。褐色シルトの
５ｍブロックをやや多く含む。

244（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。褐色シルトの
５ｍブロックをやや多く含む。

245（Ｗｄ）①黒褐色（l0YR3/1）砂質士。Ⅳ層微細ブロック
をラミナ状に混じる。しまりあり。②褐灰色（lOYR4/l）
砂質土。しまりあり。

247（Ｗｄ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。褐色の粒状ブロック
を少量含む。

248（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。褐色シルトの
５ｍブロックをやや多く含む。

249（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐
色シルトの５ｍブロックを極少量含む。

250（Ｗｄ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐
色シルトの５，ブロックを極少量含む。

251（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐
色シルトの５ｍブロックを極少量含む。中世土師器。

252（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐
色シルトの５ｍブロックを極少量含む。

253（Ｗｄ）褐灰色（lOYR4/l）砂質土。しまりは弱い。
254（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。褐色シルトの

５mmブロックをやや多く含む。
255（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐

色シルトの５m,nブロックを極少量含む。

256（Ｗｄ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色の粒状ブロック
を少量含む｡

257（Ｗｄ）にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。褐色シルトの
５ｍブロックをやや多く含む。

258（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐
色シルトの５mmブロックを極少量含む。

259（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質士。褐色シルトの
５ｍブロックをやや多く含む。

260（Ｗｄ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性がある。褐
色シルトの５ｍブロックを極少量含む。

261（Ｗｄ）にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。褐色シルトの
５mmブロックをやや多く含む。

262（Ｗｄ）黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質土。粘性は弱い。黒褐色
（10YR2/2）土の１cmブロックと燈色（7.5YR6/8）土の
５mmブロックを多く含む。しまりあり。

263（Ｗｄ）黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質土。粘性は弱い。黒褐色
（10YR2/2）土の１cmブロックと燈色（7.5YR6/8）土の
５mmブロックを多く含む。しまりあり。

264（Ｗｄ）黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質土。粘性は弱い。黒褐色
（l0YR2/2）土の１cmブロックと燈色（7.5YR6/8）土の
５mmブロックを多く含む。しまりあり。

265（Ｗｄ）黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質土。粘性は弱い。黒褐色
（10YR2/2）土の１cmブロックと橿色（7.5YR6/8）土の
５ｍブロックを多く含む。しまりあり。

266（Ｗｄ）黒色（lOYR2/1）粘質土。粘性は弱い。Ⅳ層ブロッ
クを含む。

267（Ｗｄ）黒色（lOYR2/l）粘質土。粘性は弱い。Ⅳ層ブロッ
クを含む。

268（Ｗｄ）黒色（lOYR2/1）粘質土｡粘性は弱い。Ⅳ層ブロッ
クを含む。

269（Ｗｄ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや粘性あり。
270（Ｗｄ）黄灰色（2.5Ｙ４/1）粘質土。粘性は弱い。黒褐色

（lOYR3/l）土が混じる。小石やブロックの混入はほとん
どみられない。

271（Ｗｄ）褐灰色（l0YR4/1）粘質土。小石はほとんど含ま
ない。黒褐色(10YR2/2)土の５～10mmブロック少し含む。

272（Ｗｄ）褐灰色（10YR4/l）粘質土。小石はほとんど含ま
ない。黒褐色(l0YR2/2)土の５～１０ｍブロック少し含む。
中世土師器・須恵器。

273（Ｗｄ）黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質土。粘性は弱い。黒褐色
（10YR2/2）土の１cmブロックと燈色（7.5YR6/8）土の
５ｍブロックを多く含む。しまりあり。

274（Ｗｄ）褐灰色（lOYR4/l）粘質土。小石はほとんど含ま
ない。黒褐色(lOYR2/2)土の５～１０mmブロック少し含む。

275（Ｗｄ）
276（Ｗｄ）黒褐色（2.5Ｙ３/2）粘質土。粘性は弱い。黒褐色

（lOYR2/2）土の１cmブロックと燈色（7.5YR6/8）土の



345

(Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。黒色（l0YR2/l）粘
質土の１cmブロックをやや多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質士。褐色土の１cmブロッ
クを少量含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色土の１cmブロッ
クを少量含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色土の１cmブロッ
クを少量含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色土の１cmブロッ
クを少量含む。

(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～10cmブロックを多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～10cmブロックを多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～１０cmブロックを多く含む。中世土師器。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土の２～３cmの円形ブロッ
クを少量含む。中世土師器。

(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～10cmブロックを多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～10cmブロックを多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～10cmブロックを多く含む。中世土師器。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～１０cmブロックを多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。灰色味を帯びる。褐
色砂質土の５～10cInブロックを多く含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質士。Ⅲ－２層、Ⅳ層の２ｃｍ
ブロックが多数混じる。しまりあり。中世土師器。
(Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。灰色味が強い。褐色
砂質土の５～30mmブロックを少量含む。中世土師器。

(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。褐色土の５mmブロッ
クを極少量含む。
(Ｗｅ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。灰色味が強い。褐色
砂質土の５～30mmブロックを少量含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）粘質土。SP-339埋土に比べⅣ
層ブロックは大きく多い。しまりあり。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）粘質土。SP-339埋土に比べⅣ
層ブロックは大きく多い。しまりあり。
(Ｗｅ）図65．中世土師器・瓦器。
(Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。褐色土の５mmブロッ
クを極少量含む。中世土師器・須恵器。
(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。褐色土の５mmブロッ
クを極少量含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。褐色土の５mmブロッ
クを極少量含む。中世土師器。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色（lOYR2/l）粘
質土の１cmブロック少量、褐色（lOYR4/4）シルトの２ｃｍ
ブロックをやや多く含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色（l0YR2/1）粘
質土の１cmブロック少量、褐色（l0YR4/4）シルトの２ｃｍ
ブロックをやや多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。黒色（lOYR2/1）粘
質土の５～20mmブロックを少量、褐色土の５ｍブロックを
多く含む。

(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。
(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色（lOYR2/l）粘
質土の１cmブロック少量、褐色（lOYR4/4）シルトの２ｃｍ
ブロックをやや多く含む。
(Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。黒色（lOYR2/1）粘
質土の１cmブロック少量、褐色（10YR4/4）シルトの２ｃｍ
ブロックをやや多く含む。

(Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。黒色（lOYR2/1）粘
質土の１cmブロック少量、褐色（lOYR4/4）シルトの２ｃｍ
ブロックをやや多く含む。

(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質士。黒色（10YR2/l）粘
質土の１cmブロック少量、褐色（lOYR4/4）シルトの２ｃｍ
ブロックをやや多く含む。中世土師器。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）砂質土。
(Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）砂質土。
(Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）砂質土。
(Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）砂質土。

５mmブロックを多く含む。しまりあり。

277（Ｗｄ）褐灰色（lOYR4/l）粘質土。小石はほとんど含ま
ない。黒褐色(lOYR2/2)土の５～lOmmブロック少し含む。

278（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。５mmの炭化物を極少
量含む。粘性強い。

279（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。５mmの炭化物を極少
量含む。粘性強い。

280（Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土。５mmの炭化物を極少
量含む。粘性強い。

281（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土と黒色（l0YR2/l）粘
質土が混在。にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土の５mmブロッ
クを少量含む。

282（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土と黒色（lOYR2/l）粘
質土が混在。にぶい黄褐色（lOYR4/3)砂質土の５mmブロッ

クを少量含む。

283（Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）粘質土と黒色（10YR2/l）粘
質土が混在。にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質土の５mmブロッ
クを少量含む。

284（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土と黒色（10YR2/1）粘
質土が混在。にぶい黄褐色(l0YR4/3)砂質土の５mmブロッ
クを少量含む。瓦器・中世土師器。

285（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色（10YR2/1）粘
質土の１～２cmブロックを少量含む。

286（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色（lOYR2/l）粘
質土のｌ～２cmの楕円形のブロックを少量含む。

287（Ｗｅ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。褐色土の１～２cmブ
ロックをやや多く含む。

288（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質士。褐色土の１～２cmブ
ロックをやや多く含む。

289（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。中世土師器。
290（Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。褐色土のｌ～２cmブ

ロックをやや多く含む。

291（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。
292（Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。褐色土のｌ～２cmブ

ロックをやや多く含む。
293（Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。褐色土のｌ～２cmブ

ロックをやや多く含む。
294（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。５mmの粒状炭化物を

少量含む。

295（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。５mmの粒状炭化物を
少量含む。

296（Ｗｅ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。褐色土のｌ～２cmブ
ロックをやや多く含む。

297（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。
299（Ｗｅ）
301（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。黒色（lOYR2/1）粘

質土のｌ～２cmブロックを少量含む。
302（Ｗｅ）図65.

303（Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。黒褐色（lOYR2/2）
粘質土のｌ～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含む。

304（Ｗｅ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。黒褐色（10YR2/2）
粘質土のｌ～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含む。

305（Ｗｅ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。黒褐色（lOYR2/2）
粘質土のｌ～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含む。

3０６．３０７（Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。黒褐色（10YR2
／2）粘質土のｌ～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含
む。

308（Ｗｅ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。黒褐色（l0YR2/2）
粘質土の１～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含む。

309（Ｗｅ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。黒褐色（l0YR2/2）
粘質土の１～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含む。
中世土師器。

310（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。黒褐色（lOYR2/2）
粘質土の１～３cmブロック・２～３mmの砂粒を少量含む。

311（Ｗｅ）黒褐色(l0YR2/2)粘質土。黒色(lOYR2/l)粘質土
の１～２cmの円形ブロックを極少量含む。中世土師器。

313（Ｗｅ）図6５．
３１４．３１５（Ｗｅ）図65.

316（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。褐色土の５，ブロッ
クを極少量含む。

317（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質士。やや粘性あり。褐色
土の５～１０ｍブロックをやや多く含む。

318（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質士。やや粘性あり。褐色
土の５～10mmブロックをやや多く含む。
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357（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）砂質土。
358（Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）砂質土。
359（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）砂質土。
360（Ｗｅ）黒褐色（10YR2/2）砂質土。
361（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）砂質土。
362（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土◎砂粒を多く含む。
363（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒を多く含む。
364（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒を多く含む。
366～370（Ｗｅ）

371（Ｗｅ）SD-24内。黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒を多
く含む。

372（Ｗｅ）図66.
373（Ｗｅ）SK-25内。
374（Ｗｅ）SK-25内。中世土師器。
375（Ｗｅ）SK-25内。中世土師器。
376（Ｗｅ）SK-25内。中世土師器◎
378（Ｗｅ）中世土師器。
379（Ｗｅ）図65．中世土師器。
380（Ｗｅ）SK-26内。
381（Ｗｅ）SK-26内。
382（Ｗｅ）SK-26内。中世土師器。
383（Ｗｅ）SK-26内。中世土師器。
384（Ｗｅ）SK-26内。
385（Ｗｅ）SK-26内。中世土師器。
386（Ｗｅ）SK-26内。
387（Ｗｅ）SK-26内。
388（Ｗｅ）SK-26内。
389（Ｗｅ）SK-26内。
390（Ｗｅ）SK-27内。
391（Ｗｅ）SK-27内。
392（Ｗｅ）SK-27内。
393（Ｗｅ）SK-27内。
394（Ｗｅ）SK-27内。中世土師器。
395（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く混じる。
396（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。砂粒多く混じる。中世

土師器。

397（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。砂粒多く混じる。中世
土師器。

398（Ｗｆ）図73．中世土師器。
399（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/1）砂質土。
400（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/1）砂質土。
401（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。
402（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
403（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。中世土師器・瓦器。
404（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
405（Ｗｆ）Ⅳ層ブロックかなり多い。中世土師器。
408（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く含む。中世土

師器・瓦器。

409（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く含む。
410（Ｗｆ）中世土師器・瓦。

411（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。砂粒多く含む。
412（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。砂粒多く含む。中世土

師器。
413（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや砂粒含む。
414（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや砂粒含む。
415（Ｗｆ）図73．中世土師器。
416（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く含む。中世土

師器。

417（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。砂粒多く含む。
418（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く含む。中世土

師器。

419（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックやや含む。
SK-31内｡

420（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックやや含む。
422（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。砂粒多く含む。中世土

師器。

423（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く含む。
424（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。砂粒多く含む。中世土

師器。

425（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックやや含む。
426（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。砂粒多く含む。
427（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックやや含む。
428（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックやや含む。
429（Ｗｆ）ＳＫ－２９内。中世土師器。

430（Ｗｆ）SK-29内｡図73.中世土師器。

431（Ｗｆ）SK-29内。図73．中世土師器。
432（Ｗｆ）SK-31内。須恵器・中世土師器・陶器。
433（Ｗｆ）SK-30内。図73・弥生土器・中世土師器。
434（Ｗｆ）SK-30内。図74．中世土師器。
435（Ｗｆ）SK-30内。中世土師器。
436（Ｗｆ）SK-31内。図73．中世土師器。
437（Ｗｆ）SK-30内。
438（Ｗｆ）SK-30内。中世土師器。
439（Ｗｆ）SK-29内。中世土師器・陶器。
440（Ｗｆ）図75．須恵器・中世土師器・陶器。
441（Ｗｆ）中世土師器・瓦器。

442（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/l）砂質士。Ⅳ層のブロックを多く
含む。

必３（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。中世土師器・瓦器。
444（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。中世土師器。
“５（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。中世土師器。
446（Ｗｆ）中世土師器。
447（Ｗｆ）中世土師器。
448（Ｗｆ）中世土師器。
449（Ｗｆ）中世土師器。
450（Ｗｆ）SK-30内。中世土師器。
451（Ｗｆ）SK-31内。中世土師器。
452（Ｗｆ）SK-31内。中世土師器。
453（Ｗｆ）SK-30内。中世土師器。
454（Ｗｆ）SK-31内。図73.
455（Ｗｆ）中世土師器。
456（Ｗｆ）SK-30内。中世土師器。
457（Ｗｆ）SK-31内。中世土師器。
458（Ｗｅ）暗褐色（lOYR3/3）粘質士。Ⅳ層の微細ブロック

を含む。

459（Ｗｅ）暗褐色（lOYR3/3）粘質土。Ⅳ層の微細ブロック
を含む。

460（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）粘質土。Ⅳ層５cmブロックを
含む。

461（Ｗｅ）にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。Ⅳ層ブロック
を多く含む。

462（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質士。
463（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３mmブロック

が混じる。

464（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３ｍlブロック
が混じる。

465（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３mmブロック
が混じる。

466（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３mmブロック
が混じる。

467（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３，ブロック
が混じる。

468（Ｗｅ）黒褐色（lOYR3/2）粘質士。Ⅳ層ブロックをやや
少量含む。

469（Ｗｅ）図65.

470（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。
471（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。
472（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。
473（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。Ⅳ層の微細ブロック

が多く混じる。
474（Ｗｅ）黒色（lOYR2/l）粘質士。Ⅲ－２層
475（Ｗｅ）黒色（lOYR2/1）粘質土。Ⅲ－２層
476（Ｗｅ）
477（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。Ⅳ層の３cmブロック

を含む。

478（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質士。Ⅳ層の３cmブロック
を含む。

479（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質士。Ⅳ層の３cmブロック
を含む。

480（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３cmブロック
を含む。

481（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３cmブロック
を含む。

482（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の３cmブロック
を含む。

4８３．４８４（Ｗｅ）
485（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。焼土が混じる。
486（Ｗｅ）黒褐色（lOYR2/2）粘質土。Ⅳ層の微細ブロック



が多く混じる。

487～492（Ｗｅ）
493（Ｗｅ）黒褐色（l0YR2/2）粘質土。Ⅳ層をブロック状に

多く混在。

494（Ｗｆ）中世土師器。
495（Ｗｆ）中世土師器。
496（Ｗｆ）
497（Ｗｆ）中世土師器。
498（Ｗｅ）SK-25内
499（Ｗｅ）SK-26内
5００．５０１（Ｗｅ）
502（Ｗｅ）SK-30内。
503（Ｗｆ）SK-30内。
505（Ｗｆ）SD-28内。
506（Ｗｆ）SD-28内。
507（Ｗｆ）SD-28内。
508（Ｗｆ）SD-28内。
509（Ｗｆ）SD-28内。図73.
510（Ｗｆ）SD-28内。図73.
511（Ｗｆ）SD-28内。
512（Ｗｆ）SD-28内。
513（Ｗｆ）SD-28内。

514（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質士。やや鉄分を多く含む。
515（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
516（Ｗｆ）黒褐色(10YR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
517（Ｗｆ）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
518（Ｗｆ）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
519（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
520（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質士。やや鉄分を多く含む。
521（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
522（Ｗｆ）黒褐色(10YR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
523（Ｗｆ）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。やや鉄分を多く含む。
524（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
525（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
526（Ｗｆ）図73.
527（Ｗｆ）図73.

528（Ｗｆ）黒褐色(10YR3/2)砂質土｡Ⅳ層ブロックを多く含む。
529（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
530（Ｗｆ）図73.

531（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
532（Ｗｆ）
533（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
534（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
535（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。
536（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土｡Ⅳ層ブロックを多く含む。
537（Ｗｆ）黒褐色(10YR3/2)砂質土｡Ⅳ層ブロックを多く含む。
538（Ｗｆ）黒褐色(10YR3/2)砂質士｡Ⅳ層ブロックを多く含む。
539（Ｗｆ）黒褐色(lOYR3/2)砂質土｡Ⅳ層ブロックを多く含む。
540（Ｗｆ）Ⅲ－２層。
541（Ｗｆ）Ⅲ－２層。
542（Ｗｆ）褐灰色（lOYR4/1）砂質土。
543（Ｗｆ）黒褐色（10YR3/2）砂質土。
544（Ｗｆ）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
545（Ｗｆ）
546（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅲ－２層に少し砂質。
547（Ｗｆ）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
548～550（Ｗｆ）
551（Ｗｄ）①黒褐色（lOYR3/1）粘質土。粘性は弱く、下部

はⅣ層との互層となる｡②①層とⅣ層の互層。中世土師器。
552～554（Ee）
555（Ｗｄ）
556～568（Ee）
559（Eg）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色土の１cmブロック

を少量含む。

560（Eg）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色土の１cmブロック
を少量含む。

561（Eg）
562（Ee）図61.
563（Ee）灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが混じる。
564（Ee）灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが混じる。
565（Ee）灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが混じる。
566（Ee）図61.
567（Ee）図61.
568（Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層を少し混ぜ、
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Ⅳ樽味遺跡５次調査ＩＣＢ

色調は淡い。Ⅳ層ブロックがかなり混じる。

(Ee）図61。
(Ee）黒褐色（10YR3/2）砂質土。
(Ee）灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが混じる。
(Ee）灰黄褐色(lOYR4/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが混じる。
(Ee）灰黄褐色(l0YR4/2)砂質土。Ⅳ層ブロックが混じる。
(Ee）①Ⅲ－１層にわずかに粘性増す。

②灰黄褐色(10YR4/2)砂質土｡やや黄色味を帯びる。
(Ee）①褐灰色（l0YR5/l）砂質土。

②下部がやや暗い色調。明褐色土が混じる。
(Ee）暗褐色（l0YR3/3)砂質土。Ⅲ－２層が少し混じり、
色調は淡い。Ⅳ層ブロックがかなり混じる。
(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）暗褐色（l0YR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）黒褐色(10YR3/2)砂質土｡Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅲ－１層。
(Ee）黒褐色(10YR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色(lOYR3/2)砂質士。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）暗褐色（l0YR3/3）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。
(Ee）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。Ⅲ－１層。
(Ee）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。Ⅳ層の１cmブロックを
多く含む。しまりあり。粘性は低い。

(Ee）黒褐色(lOYR3/2)砂質土｡Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
(Ee）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅲ－２層とⅣ層ブロッ
クを含む。

(Ee）黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
中世土師器。

(Ee）黒色（10YR2/1）砂質土。Ⅳ層とⅢ－１層のブロッ
クを含む。

(Ee）黒色（lOYR2/l）砂質土。Ⅳ層とⅢ－１層のブロッ
クを含む。

(Ee）黒褐色(10YR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
(Ee）黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
(Ee）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
(Ee）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
(Ee）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
炭化物含む。

(Ee）黒褐色（10YR3/2）砂質土。Ⅲ－１層を多く含む。
(Ee）図63。
(Ee）黒褐色(lOYR3/2)砂質士。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
(Ee）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。Ⅳ層ブロックを少し含む。
中世土師器・台石破片。

(Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性があり、灰色
味を帯びる。

(Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性があり、灰色
味を帯びる。

(Ef）黒褐色（10YR3/2）砂質土。やや粘性があり、灰色
味を帯びる。

(Ef）図70。
(Ef）
(Ef）褐色（lOYR3/2）砂質土。粒状炭化物のブロック、
３ｍの篠を少量、褐色シルトの５mmブロックをやや多く含
む｡中世土師器・弥生土器｡
(Ef）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。粒状炭化物のブロック、
３mmの篠を少量、褐色シルトの５mmブロックをやや多く含



１０４

む。

625（Ef）図70.
626（Ef）粒状炭化物のブロック、３mmの篠を少量、褐色シル

トの５mmブロックをやや多く含む。
627.628（Ef）粒状炭化物のブロック、３mmの喋を少量、褐

色シルトの５mmブロックをやや多く含む。
632（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
633（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。
634（Ef）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。
635（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色（lOYR4/4）シル

トの５ｍブロックを多く含む。
636（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。褐色（lOYR4/4）シル

トの５mmブロックを多く含む。焼土。
638（Ef）黒褐色（lOYR2/3）砂質土◎
6４３．６４４（Ef）黒褐色(lOYR2/3)砂質土｡やや粘性がある｡褐

色シルトの１cmブロックを少量、３cmの炭化物を含む。

645（Ef）黒褐色（lOYR2/3）砂質土◎
646（Ef）黒褐色（10YR2/3）砂質士。
647（Ef）黒褐色（10YR2/3）砂質土。
648（Ef）黒褐色（10YR2/3）砂質土。
650（Ef）
651（Ef）黒褐色（lOYR2/3）砂質土。やや粘性あり。５～１０

ｍｍの炭化物を少量含む。

652（Ef）黒褐色（lOYR2/3）砂質土。やや粘性あり。５～１０
ｍｍの炭化物を少量含む。

653（Ef）黒褐色（lOYR2/3）砂質土。やや粘性あり。５～１０
ｍｍの炭化物を少量含む。

6５４．６５５（Ef）黒褐色(lOYR2/3)砂質土。黒褐色（10YR2/3）
砂質土。やや粘'性あり。５～１０mmの炭化物を少量含む。

657（Ef）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。やや粘性あり。５～１０
ｍｍの炭化物を少量含む。

658（Ef）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。やや粘性あり。５～１０
mmの炭化物を少量含む。

659（Ef）黒褐色（10YR3/2）砂質土。にぶい黄褐色（l0YR5
／3）シルトが混じる。

660（Ef）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。にぶい黄褐色（l0YR5
／3）シルトが混じる。

662（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性あり。５ｍの
炭化物を極少量含む。

663（Ef）黒褐色(10YR2/2)粘質土。褐色シルトの１cmブロッ
クを多く含む。

664（Ef）暗褐色（lOYR3/3）砂質土。２mmの操を少量含む。
粒状炭化物を少量含む。

665（Ef）暗褐色（l0YR3/3）砂質土。２ｍの喋を少量含む。
粒状炭化物を少量含む。

666（Ef）暗褐色（10YR3/3）砂質土。２mmの篠を少量含む。
粒状炭化物を少量含む。

667黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性あり。５mmの炭化
物を極少量含む。

668（Ef）黒褐色（10YR3/2）砂質土。やや粘性あり。５mmの
炭化物を極少量含む。

669（Ef）図70．中世土師器・陶器◎
673（Ee）①褐灰色（lOYR4/l）砂質土。５１，１の喋や炭化物を

少量含む。②褐色（lOYR4/1）砂質土。Ⅳ層の微小ブロッ
ク含む。粘‘性あり。

674～683（Ee）
684（Ef）SK-40内。
685（Ef）SK-40内。
686（Ef）SK-40内。
6８７．６８８（Ef）
689（Ef）図70.
690（Ef）図70.
691（Ef）
692（Ef）SD-32内。
693（Ef）SD-32内。
694（Ef）SD-32内。
695（Ef）SD-32内。
696（Ef）SD-32内。
697～699（Ej）
700（Ef）黒褐色（10YR3/2）砂質土。やや粘性あり。１mmの

砂粒を少量、粒状炭化物をまばらに含む。
701（Ef）黒褐色（l0YR3/2）粘質土。にぶい黄褐色（l0YR5

／3)シルトの１cmブロックを多く、粒状炭化物を少量含む。
中世土師器･瓦器。

702（Ef）図70．中世土師器。

703（Ef）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。やや粘性あり。SK-40内。
704（Ef）
705（Ef）図70.
706（Ef）図70.
707（Ef）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや粘性あり。１mmの

砂粒を少量、粒状炭化物をまばらに含む。
708（Ef）黒褐色(lOYR2/2)粘質土。褐色シルトの５mmブロッ

クをやや多く含む。中世土師器。
709（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性あり。１ｍの

砂粒を少量、粒状炭化物をまばらに含む。

710（Ef）黒色（lOYR2/l）粘質土。褐色シルトの５ｍブロッ
クを少量含む。

711（Ef）黒色（l0YR2/1）粘質土。褐色シルトの５mmブロッ
クを少量含む。

712（Ef）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。褐色シルトの５ｍブロッ
クを少量含む。

714（Ef）黒色（l0YR2/1）粘質土。褐色シルトの５mmブロッ
クを少量含む。

715（Ef）褐色（10YR4/4）砂質土と黒褐色（lOYR3/2）砂質
土が混在。

717（Ef）褐色（10YR4/4）砂質土と黒褐色（10YR3/2）砂質
土が混在。

718（Ef）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。褐色シルトの５mⅡlブロッ
クを少量含む。

719（Ef）褐色（lOYR4/4）砂質土と黒褐色（lOYR3/2）砂質
土が混在。

720（Ef）褐色（l0YR4/4）砂質土と黒褐色（lOYR3/2）砂質
土が混在。

721（Ef）黒褐色(l0YR3/2)砂質土。褐色シルトの５，ブロッ
クを少量含む。

722（Ef）褐色（lOYR4/4）砂質土。黒褐色（10YR3/2）砂質
土の５cmブロックを多く含む。

723（Ef）褐色（lOYR4/4）砂質士。黒褐色（l0YR3/2）砂質
土の５cmブロックを多く含む。

724（Ef）褐色（l0YR4/4）砂質土。黒褐色（10YR3/2）砂質
土の５cmブロックを多く含む。

725（Ef）黒褐色(lOYR3/2)砂質土。褐色シルトの２cmブロッ
クを少量含む。

726（Ef）褐色（lOYR4/4）砂質土。黒褐色（lOYR3/2）砂質
土の５cmブロックを多く含む。

727（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。１mmの砂粒、褐色シル
トの５mmブロックを多く含む。

728（Ef）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや粘性あり。褐色土
の５mmブロックを少量含む。

729（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性あり。褐色土
の５mmブロックを少量含む。

730（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性あり。褐色土
の５mmブロックを少量含む。粒状炭化物を多く含む。中世
土師器・弥生土器。

731（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質土。やや粘性あり。褐色土
の５mmブロックを少量含む。

732（Ef）黒褐色（10YR3/2）砂質土。やや粘性あり。褐色土
の５，ブロックを少量含む。

733（Ef）黒褐色（l0YR3/2）砂質土。やや粘性あり。褐色土
の５，ブロックを少量含む。

734（Ef）黒褐色（lOYR3/2）砂質士。やや粘性あり。褐色土
の５mmブロックを少量含む。

735（Ei）
736（Ej）中世土師器・弥生土器。
737（Ej）中世土師器。
738（Ej）
739～743（Ee）
7必（Ｗｅ）
745（Ｗｆ）SD-28内。
746（Ｗｅ）
747（Ｗｄ）
748（Ｗｅ）
749（Ee）



、Ⅲ区の調査

Ⅲ区は、遺伝子実験施設新営地点の内、汚水処理施

設西側、ＲI施設との間の、東西５ｍ強・南北約30ｍほ

どの発掘区である（写真82)。汚水処理施設西側を南

北方向に、Ｘ＝92780以南をⅢa区、Ｘ＝92780～92790

をⅢb区、Ｘ＝92790以北をⅢc区、汚水処理施設北側

をⅢ。区と区画した。

ただし、これらの調査区の内、発掘を行い得た範囲

はさらに限られる。Ⅲａ．Ⅲb区では、東辺は深く掘

削された汚水処理施設の余掘りと土層観察用畔の設定

のため、汚水処理施設西壁から約１ｍほど離れねばな

らなかった。また西辺も、南北方向に走る複数の既設

管路のため、制限を受けた。Ⅲa区南の管路と調査区

西壁の間では、作業範囲の制限から、後論するSR-l

c層までしか掘削できず、Ⅲa区北からⅢｂ区の間は調

査区西辺に３条の既設管路を残したままとなり、西側

の２条以西は、実質表土層の掘削と既設管路の検出に

留まる。したがって、Ⅲa区．Ⅲb区を通じて調査が

できた範囲は、幅約３ｍの範囲でしかない。さらに加

えて、一定深度以後は湧水のため、汚水処理施設余掘

り部分崩落の可能性が生じてきたため、人力による掘

削は停止せざるを得ず（図版１８．１９)、重機による掘

削で土層の確認と一部遺物の採集に留まった（図84.

85、図版20)。

一方、Ⅲc区．Ⅲd区では、浅い地点でⅣ層の検出

ができることもあって、逆に撹乱の影響が大きくな

り、この傾向は北側ほど顕著となる。なお、コンクリ

ート基礎と汚水処理施設に挟まれたⅢｄ区では、現地

表下1.3ｍまで掘削を行ったが、撹乱が続き、地山層

を確認できなかった。

このように、かなり制限された調査になったが、そ

れでもＩ区に連続すると考えられる自然流路の広がり

を確認できた。まず、Ｉｆ区以西でＳＲ－ｌとした流路

内堆積が調査区南半には認められた。さらに、Ｉｈ区

で認められた溜まり状の堆積ＳＸ－２と共通の堆積も、

Ⅲb区北側からⅢc区南側に広がりを確認できた。Ⅲ

区で遺構として認識したのは､この２単位のみである。

(1)ＳＲ－１（図８４．８５）

Ｉ区では、ＳＲ－１の上層部分としてａ．ｂ層といった

砂質土堆積が認められたが、Ⅲ区ではこれらが認めら

れず、Ｉ層．Ⅱ層の下で、ｃ層が現れる。調査区南壁
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でのc層検出レベルは、現地表下約１ｍ、標高40.2ｍ

である。北側の高所には、Ｘ＝92787.5付近まで辿れ

る。ｃ層の下は砂質土に転じるが、その上位には、比

較的砂質が細かく、単位もやや大きな土層が広がる。

後論する湧水レベルより上位にあたり、これをｅｌ－

１層と大別した。北側高位では、Ｘ＝92787付-近まで

続く。これ以下では、流水単位が細かく細分され、ま

た砂粒もやや粗い場合を含む砂質土層に代わり、これ

をｅｌ－２層とした。北側にはＸ＝92788辺りまで広が

り、最北部では後論するSX-2c層の下に潜り込んで

いる。一方、湧水レベルの39.6ｍ以下は、細分は行い

得ていない。また、ｅｌ－１層とｅｌ－２層の間にd層と

認識した溜まり状の粘質土が入る場合があり、南壁と

ＳＲ－１の北岸付近でその堆積が顕著である。

ＳＲ－ｌは、Ｘ＝92783付近で南に大きく落ち込み、

その落ち方ラインは、ほぼ東西方向に幅約２ｍを検出

した｡落方付近では､約70cm一気に落ち込みを形成し、

40cm前後のd層の下に、約20cmの厚さの砂喋層である

ｅ２層を最下層として、底となる。この地点での底の

レベルは、39.0ｍを測る。ここから南には徐々に底の

レベルを下げ、またこれと並行してｅ２層の厚さを増

す。確認できた最南部のＸ＝92775付近で、底面レベ

ル38.6ｍ、ｅ２層の堆積厚45cmである。流路の最深部

に達しているのかどうかは不明。

ＳＲ－１からはまとまって遺物が出土している。ただ

しd層出土遺物で図化できるものはなかった。

①ｃ層出土遺物（図86、図版30-1.2）

ｃ層出土の内、図化できたのは46点。１～７は須恵

器｡ｌは杯蓋の稜部で６世紀前葉｡２．３は坪口縁部。

７世紀初。４は提瓶の胴部片で、成形時の円盤閉塞が

窺える。５は長頚壷の底部。６は壷胴上部で、胴がや

や強く張り、口縁部の屈曲は強い。内外面に回転ナデ

が施され、器壁は薄い。７は鉢口縁部。７世紀後半。

８は赤焼けの須恵質陶器。外面には平行タタキ後、横

方向のへラ状工具による強いナデが施される。

９～12は杯・椀の口縁部。９は須恵器｡10世紀段階。

10は瓦器椀｡ヘラミガキは不明瞭。１３世紀段階。１１．

１２は土師器椀の口縁部。１１は内面に薄く炭素の吸着が

見られ、１２は端部がわずかに端反りする。１３～33は坪

底部。１３のみ須恵器で、他は土師器。１３～25は円盤状

高台。１３～21は直上に立ち上がり、２２～25は内傾また
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図８４．８５土層注記
ＳＲ－１ｃ層

にぶい黄褐色（10YR4/3）粘質土。下部にいくにつれ、砂質
が増す。しまりあり。

ＳＲ－１ｅｌ－１層

１オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質土。やや粗く、１～５ｍの

砂喋をまばらに多く含む。
２にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。やや粘性あり。きめ細

かく、裸はほとんど含まない。
３にぶい黄褐色（10YR4/3）砂質土。きめ細かく、篠をほと

んど含まない。

４にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂質土。土器片を含む。３～５
ｍｍの篠を多く含む。

５灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。きめ細かく、しまりあり。

６灰黄褐色（2.5Y6/2）砂質土。明赤褐色（5YR5/8）土と混
じる。５層と比べ、砂粒の大きさにばらつきあり。篠をわ

ずかに含む。

７暗灰黄色（2.5Y5/2）粘質土。明赤褐色（5YR5/8）土と混

じる。明黄褐色（l0YR6/8）土を1.5cmの円形ブロック状

に含む。砂粒は細かく、２mmの篠がまばらに入る。しまり

あり。粘性は弱い。
ＳＲ－１ｅｌ－２層

１暗褐色（lOYR3/3）砂喋層。ｌ～７cmの喋を多く含む。

２暗褐色（l0YR3/3）砂質土。３cmの篠を極少量含む。

３黒褐色（lOYR3/2）粘質土。粘性が強い。

４褐色（10YR4/4）砂質土。５層に比べ、きめが細かいが部
分的に１～３mmの砂喋を少し含む。

５褐色（lOYR4/4）砂牒層。0.5～５cmの砂篠を多く含む。
６オリーブ褐色（2.5Y4/3）砂質土。

７にぶい黄褐色（lOYR5/3）砂質土。きめ細かく、篠はほと
んど含まない。

８きめ細かく、ほとんど篠を含まない。

９黄褐色（2.5Y5/3）砂質土。下部にｌ～２cmの喋を多く含
む。上部は５ｍの篠を多く含む。

１０たまり状部分。

１１灰黄褐色（lOYR4/2）砂層。１～３cmの篠を多く含む。砂
粒も粗い。やや褐色味を帯びる。

１２灰黄褐色（10YR4/2）砂質土。やや細かい砂の上に３cmの
篠を多く含む。

１３灰黄褐色(10YR4/2)砂質土。鉄分の多い砂を下部に多く含
む。

１４黄褐色（2.5Y5/3）粘質土。黒褐色（l0YR3/2）粘質土が
２０cmのレンズ状ブロックとして入る。砂質土の中にブロッ
クとして粘質土が入り込む。

１５灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土と粘質土が混じる。

１６灰黄褐色(l0YR4/2)砂質土。ｌ～２ｍの粗砂を多く含む。
１７にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂質土。１８層よりやや細かい砂粒。
１８灰黄褐色（10YR4/2）砂層。灰色の強い砂の層。３～５ｍｍ

の際を多く含む。

１９篠層。５～１０cmの丸みを帯びた際。すきまに粗い褐色の砂
が混じる。

２０砂喋層。褐色と灰黄褐色が混じる。２～５cmの篠を多く含
む。

２１にぶい黄褐色（10YR4/3）砂喋層。ｌ～３cmの篠を多く含
む。

２２砂喋層。５～20cmの喋・粗い砂が入り込む｡土器片を含む。

２３灰黄褐色（10YR4/2）砂層。ｌ～３cmの裸を多く含む。砂

Iま丸みをもち、２６のみ外傾する。２８～33は高台と体部

の境目が暖昧である。３０は厚みのある底部から緩やか

に内湾して立ち上がる。３１は回転糸切り。３３は口径

7.1cmの小形の坪。３４～36は土師器皿。３４は回転糸切

りが見られる。３６は径7.6cmの小皿。３７～43は椀底部

で高台を有する。４０～42は内黒の黒色土器。４０はやや

高めの断面三角形の高台で、内面ミガキ。４３は瓦器。

粒も粗い。やや褐色味を帯びる。

２４褐灰色（10YR5/1）砂質土。明赤褐色（5YR5/8）土が混
じる。やや粘性がある。しまりは弱い。

２５灰色（7.5Y5/1）砂質土。明赤褐色（5YR5/8）土がわずか
に混じる。ややしまりあり。わずかに湿り気をもち、やや
粘性あり。砂粒は細かい。

２６褐灰色（10YR6/l）砂質土と赤褐色（5YR4/8）土が同程
度混じる。部分的に５ｍの篠が５cm程のブロック状に入

る。非常にサクサクしている。砂粒は粗い。

２７褐灰色（l0YR6/l）砂質士。明赤褐色（5YR5/8）土が線
状に入る。やや粘性あり。砂粒は細かい。

２８灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。やや粘性あり。
２９灰黄褐色（lOYR5/2）粘質土。明赤褐色（5YR5/8）土と

混じる。しまりあり。

３０黒褐色（lOYR3/1）粘質土。明赤褐色（5YR5/8）土を上
位にわずかに含み、黄燈色（lOYR8/8）土のlclnブロック

をわずかに含む。砂粒は細かく、しまりあり。

３１黄灰色（2.5Y5/1）粘質土。明赤褐色（5YR5/8）土と混じ
る。２mmの操をまばらに含み、しまりあり。

３２灰色（5Y5/l）砂質土。明赤褐色（5YR5/8）土と混じる。

しまりはあるが、サクサクした感もある。

３３灰黄褐色（lOYR4/2）粘質土。黄燈色（lOYR8/8）土の１

ｃｍブロックを多く含み、しまりあり。

３４灰黄褐色（l0YR4/2）粘質土。３３層より赤味が強い。黄橿

色（lOYR8/8）土の２cmまでのブロックをわずかに含み、

しまりあり。

３５褐灰色（l0YR4/l）粘質土。３７層との互層。黄燈色（10YＲ
８/8）土の１cmブロックを含み、非常にしまりが強い。

３６記載漏れ。

３７灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。明赤褐色（5YR5/8）土と
混じる。非常に砂粒は細かい。

ＳＲ－１ｅ２層

砂牒層。
ＳＲ－１ｄ層

ｌ灰黄褐色(l0YR4/2)砂質土。灰色味が強く、やや粘性あり。
２黒褐色（10YR3/2）粘質土。
３灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。やや粗い砂粒。
４黒褐色（lOYR2/2）粘質土。粘性が強く、しまりあり。
５喋層。

６灰黄褐色（l0YR4/2）砂質土。灰色味が強く、やや粘性あ
り。

７にぶい黄褐色（l0YR4/3）砂層。２～５mmの篠が多く、砂
質は粗い。

８灰黄褐色（l0YR4/2）粘質士。褐色（lOYR4/6）砂質土の
0.5～２cmの円形ブロックを多く含む。榛はほとんど含ま
ない。

９黒褐色(lOYR3/2)粘質土。やや褐色味が強い。黄燈色（lO
YR8/8）土の１cmブロックが多く、３cmブロックをわずか
に含む。しまりあり。

ＳＸ－２ｃ層

ｌ黒褐色（10YR3/2）シルト質土。１cmのⅣ層小ブロックを

ラミナ状に含み、粘性が強い。しまりあり。遺物を多く含
む。Ｉｈ区ＳＸ－２ｃ－７層に相当。

２暗褐色（10YR3/3）粘質土。

３暗褐色（lOYR3/3）粘質土。１層よりやや砂質が強い。し
まりあり。

４褐色(lOYR4/4)砂質土。１～３ｍの際をやや多く含む。

高台は断面三角形で低く、焼成は良くない｡13世紀代。

４４は琳渦口縁部で、上方に立ち上がり、端部は丸く

収める。内面の器表面は剥落が激しく、また内外面と

もに被熱により赤変。４５は焼成粘土塊で、片面は面を

もつ。４６はガラス津付着の土器片。４７はサヌカイト製

打製石錐で、凹基無茎式。剥離は薄く内部にまで及ん

でいない。４８は磨製石庖丁の側部近くの小片で、緑色



台部。７世紀末。８は平底の壷底部。内外面ともに回

転ナデ。９は大尭の体部片。１０～14は土師器。１０は高

坪脚裾部で、内面に明瞭な稜が入る。５世紀代。１１は

尭口縁。１２は壷。１３は坪口縁部。体部から口縁部に向

かって緩やかに内湾し、口縁部は直立気味に立ち上が

り、わずかに内傾する。１４は坪底部。

１５～19は坪ないし椀の口縁。１５のみ須恵器で他は土
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片岩製。なお、ｃ層からは刀子１点(図115-3）も出土

している。

②ｅｌ層出土遺物（図８７．８８、図版30-3～7）

ＳＲ－ｌｅｌ層出土で図化できたのは72点。１～９は

８世紀以前の須恵器。１～３は坪蓋で、ｌは５世紀末

～６世紀初、２は６世紀前葉。４は７世紀前葉の坪。

５は壷胴部片ｏ６は８世紀後半の蓋。７は長頚壷の脚
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図８７Ⅲ区ＳＲ－１ｅｌ層出土遺物実測図(1)（縮尺１／４）

師器ｏｌ５の口縁端部は強いナデにより稜が入る。１０世

紀代。１６は外面に回転ナデによる明瞭な稜線を残し、

赤色の化粧土が見られる。１０世紀代。１７～１９は口縁端

部下に強めのナデが施され、稜が入る。

２０～34は坪底部である。２０～24は円盤状高台。２３．

２４は回転糸切り。２４の胎土は粗い。２５の底部内面は中

央部が突出し、回転ナデの痕跡が明瞭に残る。281まへ

ラ切りの後に板目圧痕。２９～31は高台をもたない。３１

は回転糸切り。３２．３３は外底面がやや凹む。３３は回転

糸切り。３４は底径12.6cmと大型。これらの底部片は１０

～13世紀の範傭でとらえられる。

３５～45は土師器皿。３５～38は口縁部。３５は椀の可能

性もある。３８は厚みのある底部から直線的に立ち上が

る。外面に赤色の化粧土が見られる。３９～45は小皿。

40はへう切り。４４は口径7.6cmとかなり小さい。４５は

内底面の中央が突出する。切り離しは回転糸切り。

４６～50は椀の口縁。４６～50は休部から緩やかに内湾

し､口縁先端で短く外反する｡いずれも口径１６cm前後。

51は内黒の黒色土器休部片。内面はミガキが施され、

下方ほど密。外面には煤が付着。５３～71は椀底部で高

台を有する。５３．５４は所謂足高高台で、５３は重厚な底

部。５５～58は断面三角形の高台。５６は丁寧なナデを施

し、器壁はなめらか。６０は低めの高台で、内底面には

多方向のナデ｡62は内面に雑なミガキを施す｡６２．６６．

６７は、底部回転糸切りの後、高台貼り付け。６８～71は

内黒の黒色土器。内面のミガキは、７０が定方向、７１は

放射状。

７２は被熱粘土塊。２～３mm幅のスサ状痕が見られ

る。７３はガラス津。内面は黒色で表面と断面の一部は

にぶい赤褐色を呈する。７４は土師器坪。１０世紀前半。

③ｅ２層出土遺物（図89、図版31-1～4）

重機掘削の際､ｅ２層出土として回収した遺物の内、

図化できたのは38点。

ｌ～10は須恵器。１．２は坪蓋で、ともに稜が明瞭

で５世紀末から６世紀初。３は坪底部。４は壷口縁部

で、直立する筒状の頚部から、口縁端部は玉縁状に巻

き込む。６世紀後葉。５は壷もしくは聡の胴部。６は

直口の鉢。７世紀代。７は壷もしくは坪の底部片。焼
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成は軟質で火樺が入り、８世紀以降。８は算盤玉状の

長頚壷胴部。８世紀代。９．１０は大尭または壷の胴部

上半。

１１～37は土師器。１１～33が坪。１１は断面台形のしっ

かりした高台をもち、平らな底部から外上方に開く。

須恵器を模倣したと考えられ、８世紀代。１２は底部か

ら緩やかに外に開き、口縁部は直口し、端部は丸く収

める。底部立ち上がり部分には横方向のハケメが施さ

れる。１０世紀前半。１４の底部付近は強い横ナデにより

くぼみ、口縁部は直線的に開く。底面は凹面で、回転

糸切り痕が残る。１３世紀前半。１５～33は底部片で、１５

～28が円盤状高台。１６～18はやや内傾する高台。１６．

１７は回転へラ切り。１５は須恵質の焼きで火襟が入る。

24～26は丸みをもった高台。２７はやや内傾した高台で

底部をへう切り後ナデ。２８は高めの外へ開く高台。２９

～32は立ち上がりがなく底部から外に開く。３３は丸み



1７

のある底部。３４．３５は椀底部。３４は足高高台で10世紀

代。３５は内面にミガキ。３６は蕊か鉢の口縁部。３７は鉢

の口縁。３８は泥岩質の剥片。表面の摩滅が著しい。

Ⅳ樽味遺跡５次調査１１３

:少，一己！ :鐸？’

０１０ｃｍ､造==し掌づ綴,０，いⅧ１，

図９０Ⅲ区SX-2c層出土遺物実測図（縮尺１／４）

x匡巳'《 進一L-fl，(2)ＳＸ－２（図84）

Ｉｈ区で認められた粘質土の溜まり状の堆積が、Ⅲ

区北部でも認められた｡南北範囲は､Ｘ＝92785～92793

辺りまでで、以北はＩ層がⅣ層直上にまで達する。Ｉ

区では、ＳＲ－ｌと直接切り合わなかったが、Ⅲ区では

切り合い関係から、ＳＸ－２がＳＲ－１ｅｌ－１層とｅｌ－２

層の間に位置づけられることが判明した。

SX-2c層出土遺物として図化できたのは、１８点(図

90、図版31-5)。ｌは須恵器坪。６世紀末葉。２は須

恵器の壷底部付近。外面は回転へラケズリ。３～５は

土師器坪・椀の底部。３は円盤状高台で緩やかに内湾

して口縁にいたる。１０世紀代。４は坪口縁。５は椀口

縁。６～１６は坪の底部で、１６以外は円盤状高台。６は

厚く明瞭な内傾して立ち上がる高台。底部は回転へラ

切り後ナデ。７～13は直線的に立ち上がる高台。７は

回転へラ切り後ナデ。１２は回転糸切りでその上に板目

圧痕が見られる。１３は回転へラ切り。１４．１５はやや丸

みをもった底部の立ち上がり。１７は皿の口縁。１８は鉢

の口縁で、端部は短く外反。
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(3)Ⅲ区撹乱出土遺物（図91、図版31-6）

Ⅲ区の撹乱出土遺物から図化したのは１６点。１は須

恵器畷の口縁部。口縁外面には微隆起突帯が２条、突

帯下には櫛描波状文が施される。２～７は土師器坪の

底部片。２は回転糸切り。３～６は円盤状高台で、底

部に明瞭な立ち上がりをもつ。８は土師器皿。外底面

はへう切り未調整。９は瓦器椀口縁部。外面には横ナ

デによる稜が明瞭に入る｡１２世紀｡10は土師器椀底部。

11は青磁碗口縁部。口縁は直口し、外面に櫛描直線文

が斜めに施される。１５世紀前半。１２は赤焼けの須恵質

陶器の胴部下半。ＳＲ－１ｃ層出土に同じ形態の破片(図

８６－８）がある。１３は備前焼橘鉢の口縁部。口縁部は

直立し、口縁外面には凹線文が２条施され、１６世紀後

半。１４は備前焼播鉢の底部。１５は羽釜脚。１６は器種不

明の胴部片である。外面には粘土の継ぎ目が見られ、

内面は被熱により赤変する。

(4)小結

Ⅲ区では、Ｉｆ区以西で検出していたＳＲ－１の本流

1Ｖ Ⅳ区の調査

Ⅳ区は、遺伝子実験施設新営地点の内、排水処理施

設を解体した後に、その建物跡に設定された調査区で

ある（図92)。東西約13ｍ・南北18ｍを測る。排水処

理施設基礎等により、表土掘削段階で既に井桁状に撹

乱が及び、とりわけ北側の撹乱が激しい。それでも、

撹乱の及ばなかった深度においては、調査区南側でＩ

区．Ⅲ区で検出したＳＲ－ｌの本流部分を確認できた

し、部分的にＳＸ－２に相当する堆積の広がりも確認で

きた（図版21)。Ⅳ区で確認した遺構は、この２単位

の堆積以外に柱穴１基（SP-l76）のみである。

Ⅳ区内の小区画は、南北方向に、Ｘ＝92780以南を

Ⅳa区、Ｘ＝92780～92785をⅣb区、Ｘ＝92785～92790

をⅣc区、Ｘ＝92790以北をⅣd区とし、東西方向にＹ

＝-65160以東を東、Ｙ＝-65160～-65165を中、Ｙ＝

-65165以西を西として、「Ⅳb中」等として遺物を取

り上げた。

(1)ＳＲ－１（図92、図版22）

ＳＲ－１は、その北岸を北西一南東方向に斜行しなが

ら、およそ標高39.8ｍで確認できた。北岸直下で39.5

ｍまで下がり、調査区内最深部では39.2ｍを切る。こ

部分を検出したことになる。ただし、ＳＲ－ｌの南岸は

未検出のままで、ＳＲ－１の底にしても、最終的に重機

掘削によって確認したに留まる。しかしその範囲内で

も、Ｉ区とは若干異なる遺物相が窺える。すなわち、

Ⅲ区ＳＲ－１出土遺物は、円盤状高台の土師器:l不等、１０

～12世紀の遺物が主体で、これはＩ区と同様ながら、

回転糸切り底の１３世紀以降に下る土師器の坪．皿が、

c層からe層にいたるまで､一定量出土している。また、

Ｉ区ＳＲ－ｌではより多く出土した、古墳時代に遡る遺

物も、Ⅲ区では少ない。流路内の地点により、埋没単

位に差が生じていた可能性が高い。

一方、Ｉｈ区で認められたＳＸ－２の堆積がⅢ区でも

認められ、それがＳＲ－ｌｅｌ層中に談入するように堆

積することが判明した｡別遺構でｓｘ－２としたものの、

本来はＳＲ－ｌｄ層の面的広がりと理解できることにな

る。あるいは、ＳＲ－ｌ北岸に水口等の何らかの施設が

置かれたことに伴う堆積の可能性もあるが、狭い調査

範囲では、不明なままである。

の最深部は、検出した北岸にほぼ並行し、しかも北岸

がわずかながらも北側に膨らむことから、この地点が

蛇行する水流の攻撃面側に当たっていたと判断され

る。一方、南側については、調査区南壁付近で底のレ

ベルが南側に上昇する部分も認められ、攻撃面と反対

側で緩やかな傾斜によって、調査区外で南岸を形成し

ていたものと推測される。その一部は、本調査に先行

する事前試掘の99804調査５トレンチで検出した落ち

方が相当しよう。

Ⅳ区において発掘できたＳＲ－１埋土は、上層のａ．ｂ

層を欠き、ｃ層以下、ｅｌ層とｅ２層である。ｃ層は調査

区南壁で20cm内外､ｅｌ層が60cmに及んで厚く堆積し、

ｅ２層は20cm程度とやや薄い。流路の最深部ではｅ２層

がもう少し厚い堆積となっていたが、それでも西側の

Ⅲ区と比べると、ｅ２層の堆積は薄いようである。以

下、出土層位毎に遺物を解説する。

①ｃ層出土遺物（図93、図版32-1.2）

図化したのは28点。１は弥生土器の複合口縁壷口縁

部。２．３は土師器杯底部。２の体部は丸みをもつ。

４～７は円盤状高台の坪底部。４は内底面に回転ナデ

の痕跡が顕著で中央部が突出する。６は回転へラ切



り。７の内底部はへそ状に突出する。８～10は土師器

皿。８は体部から緩やかに内湾し、口縁下で強いナデ

により短く外反する。９は小皿。回転糸切りで、底部

から体部への立ち上がりは鋭い。１０は回転へラ切り後

ナデ。１１は須恵器。大きく開く口縁部が先端で短く外

反する。９世紀代。１２．１３は土師器椀。１４～24は椀底

部で高台を有する。１６．１８は回転糸切り後、高台を貼

り付け、内面はミガキ。１９は内黒の黒色土器。２１は瓦

器椀。高台は断面台形状を呈する。外面はナデ、内面

見込みは定方向のミガキ、体部は横方向のミガキであ

る。１２世紀代。２２～24は土師器。２５は青磁碗体部片。

内外面に比較的厚い和が施され、外面には蓮弁文の花

弁が３単位残存している。２６は東播系須恵器のこれ鉢

口縁部。１１世紀後半から１２世紀前半。２７は土師質のこ

れ鉢口縁部｡28は羽釜口縁部で14世紀前半｡29は瀬戸・

美濃系のおろし皿。外底面は回転糸切り痕が残る。

②ｅｌ層出土遺物（図９４．９５、図版32-3～9）

図化したのは59点。１．２は須恵器坪蓋。ともに６

世紀後葉。３は須恵器坪底部。内面に青海波文の当て

具痕が残る。

４～４２．４４．４５は土師器。４．５はj不口縁部。４は

１０世紀代。５は大型。６は皿口縁部で、白色の精製土

を用いる。８～31は坪底部。８～25は円盤状高台。２６

～30は立ち上がりのないもの、ｌ慶昧なもの。８．１３．

１６は須恵質に近く白色系の胎土。９．１０．１５～１８．

２０．２４．２５．３０．３１は回転へラ切り。９．１０１まへラ切

り後板目圧痕。１５は切り離し後ナデ。１６は板状の擦痕

が見られる。８．１２．２６．２７．２９は回転糸切りであ

る。32～40は皿｡32は大型｡３７は回転糸切り痕が残る。

38は底部が厚く、口縁先端は短く外反する。外底面は

回転糸切り痕が残る。３９．４０も回転糸切り。３７～40の

小皿は、１３～14世紀。４１．４２は椀口縁部。４４は足高高

台で１０世紀代。４５は底部。

４３．４６～50は内黒の黒色土器の椀。４３は緩やかに外

に開く。器壁は薄く、内面横方向のミガキ、外面横ナ

デ。４６～50は底部。４６は回転へラ切り後やや高めの高

台を貼り付ける。体部は横方向のミガキ。４７の内面も

横方向のミガキ。４８．４９は外面横ナデ、内底面に定方

向のミガキ。４９の欠損した高台の貼り付け面には２条

の沈線が見られる。

５１．５２は土師器土鍋。５１は口縁部の屈曲が強く、内

面には明瞭な稜が入る。外面は縦方向の粗いハケ。内

面の稜はハケメ調整による器壁の段差。５２は口縁部。

Ⅳ樽味遺跡５次調査Ｚｊ５

53は須恵器壷の筒状頚部。５４は軟質ながら須恵質の壷

底部。白色系の胎土。５５は婆もしくは壷の胴下半部。

56は要の胴上半部。胎土は砂粒を多く含む。５７は鉢の

口縁部で、白色系の胎土。口縁部は短く屈曲し、上方

へわずかにつまみ出される。５８は甑の胴部。胴部外面

は格子目状のタタキの後粗いハケメ。５９は羽釜脚部。

③ｅ２層出土遺物（図96～98、図版33）

ｅ２層からは117点を図化した。ｌは弥生土器の複合

口縁壷。２～５．８～１２は須恵器。２．３は坪。６世

紀末から７世紀初頭。４は杯蓋。天井部には扇平なつ

まみがつく。８世紀代。５は坪底部。高台は内側のみ

接地する。８世紀後半。６は土師器の杯底部。７は土

師器の尭口縁部。８．９は壷体部。１０は壷底部。９．

１０は胎土・焼きから古代。１１は莞口縁部。５世紀後半

に遡る。１２は筒状の胴部。

１３～75は杯ないしは皿。７５のみ須恵器で他は土師

器。１３～21は口縁部。１３～１７は皿で、１７は大型。１８は

内傾する立ち上がりから、体部は緩やかに内湾し、口

縁端部は丸く収める。底部外面は回転へラ切り。１０世

紀代。２１の坪は短い立ち上がりで、体部は直線的に外

傾する。やはり１０世紀代。２２～75は底部。２２～62は円

盤状高台をもつ。２２～37はほぼ直上に立ち上がる高台

で､２２は短く、３３～36はやや長く立ち上がる。２４．３３．

３７は回転へラ切り、２６は外底面に板目圧痕が見られ

る。３４は回転へラ切りの上に板目圧痕。３８～54は内傾

する円盤状高台。４０は回転へラ切り後板目圧痕。４２は

回転へラ切り。４５は外底面は凹状で、回転糸切り。４９

は回転へラ切り後にナデ。５０は回転へラ切り。５３は回

転へラ切り後部分的にナデ。５４は回転糸切りで、精製

土を用いる。５５は高く内傾する立ち上がり。５６～62は

外傾または丸みを持った円盤状高台。５６は回転へラ切

り後ナデ。５８は精製土を用い、内面ミガキ。５６．６０は

回転へラ切り。６３～75は立ち上がりが暖昧もしくは見

られない底部。６３．６４は回転へラ切り。６５は回転へラ

切り後板目圧痕。７５は須恵器で丸い底部。

７６は皿底部。７７～81は口径10cm前後の小皿。７９は外

底面回転へラ切り未調整。いずれも１０～１１世紀。

８２～llOは椀。８９が瓦器、９０は須恵器、９２が青磁、

１０３～１０８は内黒の黒色土器で、他は土師器。８２～91は

口縁部。８２．８３の端部は肥厚して端反りする。８２は内

面ミガキで精製土を用いる。８４も内面ミガキ。８５は内

外面ともにミガキ｡89は瓦器で12世紀代｡90は須恵器。

口縁端部付近で屈曲し、丸く収める。９１の口縁部は強
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図９２Ⅳ区実測図（縮尺１／80）

） Lｴフ灰黄褐色（l0YR5/2）砂質土。砂粒は細かく１mm程の粗砂も多く
含む。

灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。砂粒は細かく２ｍの篠をわずかに
含む。

灰黄色（2.5Y6/2）砂質土。砂粒は細かく均質。サクサクした感じ。
にぶい黄燈色（l0YR6/4）砂喋層。榛は５mmと小さいが、非常に多い。
灰黄褐色（lOYR5/2）シルト。やや粘性あり。部分的に28層との互層。
灰黄褐色（lOYR6/2）砂質土。明褐色（7.5YR5/8）土をブロック状に含む。灰白
色（7.5YR8/l）土が混じる。

にぶい黄褐色（l0YR5/3）砂質土。砂粒は細かく、２ｍ程の篠をやや多く含む。
－部にやや大きい砂粒が混じる。やや粘性あり。
灰黄褐色(lOYR5/2)砂質土。砂粒は細かく均質。燈色(7.5YR6/8)土が混じり、
しまりあり。

褐灰色（lOYR4/l）砂質土。２mmまでの砂喋をわずかに含む。東側の高所では燈
色（7.5YR6/8）土が混じり、小石は見られない。
１ｅ２層

灰黄褐色（10YR6/2）砂喋。５mm前後の篠を主体とし、しまり弱い。鉄分の沈着
あり。

にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂喋。５cm前後の裸を含み、しまり弱い。
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１１８

色系胎土の須恵質の壷底部。外面は底部付近に横方向

のハケメ後ナデ消し。１１４は土鍋の頚胴部。１１５は土鍋

の口縁部。口縁部はやや強く屈曲し端部は面をなす。

116は土釜の口縁部で、口縁部外面に粘土帯を１条貼

り付ける。１０世紀代。117は羽釜脚。

<外反する。９２は青磁碗の体部片。内外面の粕はやや

厚みがある。９３～１１０は底部。９３．９４は足高高台で、

93の高台端部は反り気味に開く。１０世紀代。９９～１０２

は内面にミガキを施し、胎土は精良。９９．１００は見込

みに定方向のミガキ。100の外面には赤色の化粧土が

塗られる。回転糸切り後高台貼り付け。１０４は内面横

方向のミガキ。105も内面にミガキ。高台の欠損部に

は貼り付けの際の沈線が２条が見られる。１０８は底部

内面に定方向の密なミガキ。109は内外面黒色の黒色

土器。高台は低く器壁も薄い。110は須恵質で外底面

はケズリ。

lllは土師質土鍋の口頚部。１１２は土師器の斐頚胴

部。胎土は細かい砂粒を多く含む。113は、軟質で白
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(2)ＳＸ－２（図92）

Ｉｈ区及びⅢ区で認められた粘質土の溜まり状堆積

が､やはりⅣ区でも部分的に認められた｡撹乱により、

高位部分がほとんど失われている中で、Ⅳc区西とⅣｃ

区中の、島状部分において、Ⅳ層の直上、南側では薄

くＳＲ－ｌｃ層を被った下で、ＳＸ－２ｃ層が広がってい

た。
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(3)SP-176（図92）

ＳＸ－２ｃ層掘り下げ中に、同じc層を埋土とする柱穴

を確認した。SP-l76である。撹乱によって南半は上

位を削平されているが、北半の残存部分では、柱穴上

端径80cm前後に復元できる。残存した最高所から柱穴

底までの深さは40cmを測り、底面は25×18cm程の東西

に長い楕円形である。出土遺物として２点が図化でき

た（図100、図版34-3)。いずれも土師器椀底部であ

る。１は断面三角形、２は台形状の高台をもつ。

ＳＸ－２ｃ層出土遺物の内、図化したのは１２点(図99、

図版34-1.2)。１～３は円盤状高台の坪底部。外底面

はすべて回転へラ切り。１．３は土師器、２は軟質の

須恵器。４は、口縁下に強い回転ナデにより、「て」

の字状となった皿口縁部。５は口径８cmの小皿。６は

皿もしくは坪の底部。７は椀で、強いナデにより口縁

先端で外反する。８は瓦器椀口縁部。１２世紀代。９～

１１は高台付きの椀底部。１１は回転糸切り後、断面三角

形の高台を貼り付ける。１２は須恵質の平瓦。凸面縄蒲

文タタキで、凹面は細かな布目が見られる。ｓＸ－２出

土遺物も点数は少ないが、ＳＲ－ｌ出土遺物と様相に差

はないようである。
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(4)Ⅳ区撹乱出土遺物（図１０１、図版34-4.5）

最初に述べたように、排水処理施設撤去に伴う撹乱

がⅣ区には大きく及び、それら撹乱部から出土した遺

物の内、１２点を図化した。

１～３は坪。１は短い立ち上がりから緩やかに内湾

し口縁部にいたる。立ち上がり部分に指頭圧痕がよく

残る。２は円盤状高台の底部。底部は回転へラ切り後

ナデ。３は回転糸切り。４～６は椀底部。４は内黒の

黒色土器。内外面ともに横方向のミガキ。５は内外面

ともにナデ。６は底部回転糸切り後、やや長めの高台

を貼り付ける。７は須恵器の短頚壷もしくは腺の胴上

半部｡８は土師質の壷｡９は中世陶器の平底壷の底部。

胎土は砂粒を多く含む｡１０は天目の底部｡底面は露胎。

11は平瓦｡凸面は平行タタキをナデ消し､凹面もナデ。

１２は砂岩質の鼓石。平面楕円形でほぼ全面に敵打痕が

見られる。

(5)小結

Ⅳ区では、撹乱が著しいとはいえ、Ｉ区．Ⅲ区で部

分的にしか調査できなかったＳＲ－ｌについて、北岸か

ら底までを東西約１０ｍにわたって調査できたことにな

ｖＶ区の調査

Ｖ区は、電気管路に関して、農学部校舎東側中庭に

設定された発掘区である。植栽と既存管路の多い中庭

のため、直線的に発掘区を設定することができず、か

なり曲折した発掘区となった(図版23-1)。それでも、

幅0.7ｍ・総長56ｍに及ぶ。また、既存管路などで分

断された毎に、Ｖａ区～Ｖｆ区に小分割している。

Ｖ区で検出した遺構は、竪穴式住居４棟、溝２条、

柱穴・小穴23基である。Ｖ区の西よりＶａ区では、中

世の柱穴が比較的多く認められ、Ｖｂ・Ｖｃ区では、

弥生時代と推定される住居跡（SC-１６．１７．１８．２０）

の重複と、溝（SD-15）を検出している。一方、Ｖ区

中央部以東は、中世の包含層が広がるが、遺構は少な

い。ただし、南側の樽味遺跡２次調査で検出された南

北方向の溝ＳＤ－１に連なる溝（SD-19）が検出されて

いる。

(1)Ｖａ区（図102、図版23-2）

Ｖ区の西端、長さ１１ｍ・幅0.8ｍの東西に長い調査

区である。６０～70cmの表土の下、薄いⅡ層の堆積を挟

る。しかも、底部の様子や先の試掘調査の成果を加味

すると、ＳＲ－ｌの南岸の位置の特定もおよそ可能な状

況である。調査全体のまとめの中で、これについては

触れたい。なお、ＳＸ－２とした堆積の広がりも認めら

れ､その堆積土で埋没する柱穴SP-176も検出できた。

Ⅲ区の小結で述べたように、あるいは水口などの施設

に伴う堆積、さらには附随施設としての柱穴を考慮し

ておくべきなのかもしれない。ただし、それをより正

確に検討するには、周辺の撹乱が激しすぎる。

Ⅳ区でもＳＲ－ｌ出土遺物は、１０～１２世紀の遺物が主

体をなすものの、各層から13世紀以降の遺物の出土が

認められ、底部回転糸切りも多い。したがって、１．

Ⅲ区の様相も加味して、ＳＲ－１の最終埋没は13世紀か

ら14世紀にまで下ると結論づけられる。１４世紀前後に

は、北部の２次調査地点付近で集落が形成されてお

り、その遺物の一部がＳＲ－１埋没に際して供給された

と考えられる。なお、１２世紀以前の遺物の供給先につ

いては、ＳＲ－１上流の東部に求めることが適当で、４

次調査地点の暗褐色シルト質土出土遺物とともに、樽

味団地北東部からの供給が予想される。

んで、Ⅳ層が現れる。標高41.4ｍ前後である。このⅣ

層上面で竪穴式住居１棟（SC-20）と小穴19基を確認

している。

①ＳＣ－２０（図１０４）

Ｖａ区東端で、東西方向から東で若干北にふる、ほ

ぼ直線的な掘り込みである。SP-l65に切られている

が、埋土はそれと異なり、黒褐～黒色の粘質土で、南

側Ｖｂ区のSC-l8に一致する。ただし、床面レベルは

41.3ｍ前後で、SC-18には一致せず、別単位の遺構と

考えられる。なお、SC-20出土遺物は何れも細片で図

化できるものはなかった。

②柱穴・小穴

多くは径10cm前後の小穴であるが、中には柱痕と掘

方埋土が判別できるものも存在した（SP-159・’６１．

１６５等)。これらのうち、SP-l70出土遺物１点が図示

できる（図103)。楠葉型瓦器椀の口縁部で、直線的に

開いた後内湾し、端部は先細り。外面の口縁端部沿っ

て帯状に黒変部が見られる。１３世紀代。この他の多く

の小穴も、中世と推定される。
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(2)Ｖｂ区（図１０２、図版23-3）

Ｖａ区から直角に南側へ屈曲し、再び東西方向に直

角に屈曲するまでの、幅0.8ｍ前後、長さ3.6ｍ足らず

の南北に長い調査区である。Ｖａ区とは縁石基礎のた

め0.4ｍ程の、Ｖｃ区とも既設管路により1.4ｍ程の未

掘部分を挟む。さらにＶｂ区北端１ｍ程は、やはり既

設管路により､以下を未掘のまま残している。したがっ

て、Ⅳ層上まで完掘できたのは、幅0.5ｍ・長さ2.4ｍ

に、東に25cm程屈曲した範囲に過ぎない。

①SC-18（図104）

この範囲では黒褐～黒色粘質土が厚さ20～30cmと厚

く堆積し、上部はⅢ層として取り上げたものの、下部

は後記するＶｃ区のSC-l8に連続するものと理解し

て、遺物を取り上げた。完掘した床面標高は、41.15

ｍ内外である。床面では柱穴１基（SP-l69）を確認

したが、これは、壁面土層の観察により、上部からの

掘り込みであると認められた。SC-18についてはＶｃ

区に連続し、出土遺物はそこで併せて説明する。

②Ⅲ層出土遣物（図１０５）

上記したように、Ｖｂ区ではⅢ層出土として若干の

遺物を取り上げている。多くは黒褐～黒色粘質土のⅢ

－２層出土遺物であるが、SP-169のような中世遺構の

掘り込みも一部認められ､中世遺物も混在する。なお、

Ｖａ－ｂ区間、Ｖｂ－ｃ区間の未掘部分について、新設

管路敷設時に、横からの掘削に伴って出土した遺物

も、併せてⅢ層出土としている。

Ｖｂ区出土は４．５．Ｖａ－ｂ区間出土が２．３．Ｖ

ｂ－ｃ区間出土が１．６である。ｌ～３は弥生土器。

ｌは、緩やかに外反する壷か鉢の口縁で、内外面横方

向のミガキ。２も壷ないし鉢の胴部で、内外面横方向

のミガキ。３はミニチュア土器の体部片。４は土師器

皿の底部｡板目圧痕が見られる。５は羽釜口縁部片で、

１４世紀前半。６は土師器釜の口縁部。直線的に外に開

き、端部は断面隅丸方形の粘土帯を貼り付ける。胎土

は精良。

(3)Ｖｃ区（図102.107、図版23-3）

東西方向の､幅0.8ｍ前後・長さ約７ｍの調査区で、

東側のＶｄ区とは既設管路による未掘部分で画されて

いる。東側では、若干の凹凸があるものの、明確な遺

構は認識していない。対して西側は、Ｖｂ区から連続

する遺構が存在する。
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①ＳＣ－１６ｏ１７ｏ１８（図104）

Ｖｂ区で確認されたSC-18がやはりＶｃ区にも広が

る。ただし、西端ではＶｂ区同様、約41.15ｍの標高に

掘り込みが達するが、東側では段状の掘り込みとな

り、これをそれぞれ別々に認識した。下段がSC-l8、

中段SC-l7、上段SC-l6である。遺物取り上げではSC

-１６．１７を一括としたが、最終的な土層確認による

と、むしろSC-17とした埋土の単位は、SC-l8に一連

のもののようである。Ｖａ区のSC-20も含めて、ＳＣ－

ｌ７・’8、SC-16、SC-20と３回程度の遺構の重複があ

ることになる。

これら住居跡から出土した遺物の内、図化できたの

は14点（図１０６、図版34-6)。ｌはSC－１６．１７出土とし

て取り上げ、２はSC-17出土。他はSC-18出土である

が、６～11がＶｂ区、３～５．１２～14がＶｃ区出土で

ある。１～13は弥生土器で､時期は前期中頃。ｌ～３．

６は壷の胴部片。ｌは緩やかに内湾する胴部から、施

文部を境に外反する頚部に転じる。施文は、２条のへ

ラ描き沈線の間に縦方向の浅い沈線が入り梯子状。胴

部外面は横方向のミガキ仕上げである。２は胴部最大

径部位の破片。表面の遣存が良くないが、数条の沈線

があった可能性がある。３はへう描き沈線を２条施

す。器壁の薄い６には羽状文を施す。４．５は壷の口

縁部。７は壷の底部で、内外面ミガキ。８．９は如意

形口縁の嘉口頚部。８は屈曲部に浅い沈線があり、９

は口縁端部全面を刻む。１０は胴部片で浅めの沈線と刺

突文の一端が残る。１１は莞の底部片。１２は尭蓋。端部

内面には煤が付着する。１３は蕊のミニチュア。１４は土

師器の尭口縁部。口縁端部はわずかに肥厚し面をも

つ。外面には指押さえ痕がよく残り、煤が付着する。

４
５
６

Ｉ

Y＝-65248
Ｙ＝-65245

衝
け

黒色（lOYR2/l）粘質土。粘性は弱く、サラサラした感あ

り。５cmの黄楕色（7.5YR7/8）粘質土ブロックを含む。
にぶい黄褐色（lOYR4/3）粘質土。黒褐色（lOYR2/2）粘
質土のブロックを含む。

黒褐色（lOYR3/l）粘質土。明褐色（7.5YR5/8）粘質土
や浅黄燈色（7.5YR8/6）粘質土の小ブロックを多く含む。
黒色（10YR2/l）粘質土。やや粘性弱い。
黒色（10YR2/l）粘質士。３層を互層状に含む。

黒褐色（7.5YR3/l）砂質土。明褐色（7.5YR5/8）土の２
ｍの円形ブロックを多く含む。やや粘性あり。
黒色（l0YR2/1）粘質士。黄褐色（10YR5/8）土の５mmの
円形ブロックをわずかに含む。

Ⅳ樽味遺跡５次調査１２９

I

図108ＳＤ－１５実測図（縮尺１／40）

、葉諦謬零’１１，，，：

図109SD-15出土遺物実狽Ｉ図（縮尺１／４）

１０cｍ

さい。２は如意形口縁斐の口縁部。下端を刻む。いず

れも弥生土器で、２は前期に遡る。

②SD-19（図110、図版24-3）

Ｖｄ区の東端で検出された溝で、東岸は未検出であ

る。それでも、幅約３ｍを検出している。検出面は、

西側の地山面にほぼ等しく41.4ｍであるが、東側では

一部Ⅲ層をはさみ、41.3ｍ付近以下をSD-19とした。

SD-19埋土は細分できるが、基本的に砂質土で流水性

堆積と見られる。溝は断面逆台形状のしっかりしたも

ので、西側1.6ｍ程の間は、底面41.05ｍと浅いが、東

側の幅１ｍ以上は、40.55ｍまで一気に深さを増す。

SD-19出土遺物から図化できたのは、１２点(図１１１、

図版34-7)。ｌは須恵器坪。７世紀初頭。２は土師器

(4)Ｖｄ区（図107、図版24-1）

幅0.8ｍ前後・長さ約10ｍの区間がＶｄ区で、東西か

ら東で若干南側にふる。Ｖｄ区では基本的に、Ⅱ層直

下で地山面であるⅣ層となり、その標高はおよそ41.4

ｍ。Ⅳ層上面で、ＳD－１５．１９を検出している。

①SD-15（図１０８、図版24-2）

Ｖｄ区西端近く、Ｙ＝-65248～-65245の間で検出

した、北東一南西方向の溝である。幅は本来80cm前後

で、深さ30cm前後を測る、逆台形状のしっかりした溝

であったと推定される。埋土は基本的に黒～黒褐色の

粘質土で、西側のSC-l8他に近似する。出土遺物で図

化できたのは２点（図１０９)。１は壷の底部。底面は小
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図111SD-19出土遺物実測図（縮尺１／４）

Y＝-65240

卜質土もブロック状に若干含む。ややしまり弱い。

９褐灰色（lOYR5/l）砂。１０cmの砂篠と５mm前後の篠をやや
含む。

１０褐灰色（l0YR4/l）シルト。粘性強い。

１１褐灰色（lOYR6/1）砂。シルト質土や、やや粗い砂粒をラ

ミナ状に含み、ややしまりあり。

１２灰黄褐色（lOYR6/2）砂。１１層に比べ、１～２mmの砂牒が
主体を占め、やや砂粒が粗い。そこに、シルト質土や、や

や粗い砂粒をラミナ状に含む。ややしまり弱い。

１３黒褐色（lOYR3/l）シルト。粘性強い。

１４褐灰色（l0YR5/1）砂喋。２cmの篠を少し含み、下面は固

い鉄分の沈着面あり。

１５褐灰色(10YR6/l)砂質土。１cmまでの粗砂をやや混じえ、

３cmのⅣ層ブロックが多く混じる。

褐灰色（lOYR5/1）砂質土。砂粒は細かく均質。２層に比

べ、やや粘性あり。

褐灰色（lOYR5/l）砂質土。砂粒細かく、しまりあり。わ

ずかに鉄分の沈着がラミナ状にあり。

褐灰色(lOYR5/l)砂質土。細かく均質な砂粒をベースに、
5111mまでの際を含み、鉄分の沈着がやや多い。
にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。シルト質土やⅣ層小ブ

ロックをラミナ状に含み、しまりあり。

黄灰色（2.5Y5/l）砂質土。細かく均質。砂層中に、ｌ～

２mmの砂喋がラミナ状に職入する。
灰黄褐色（l0YR5/2）砂質土。砂粒は細かく均質。シルト

質土を斑状に含み、しまりあり。

灰黄褐色（lOYR4/2）砂質土。５ｍ前後の蝶を少量含み、
やや粘性あり。

褐灰色（lOYR5/l）砂牒。５～10mmの篠を多く含み、シル

１
２
３
４
５
６
７
８

図110SD-19実測図（縮尺１／40）
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(5)Ｖｅ区（図１０７、図版24-4）

Ｖｅ区は幅0.8ｍ前後・長さ約10.6ｍの区間で、Ｖｄ

(6)Ｖｆ区（図107、写真lOO）

Ｖ区の東端、Ｖｅ区とは既設管路による未掘部分を

介在させ、幅0.8ｍ前後・長さ約１０ｍに及ぶ区間であ

る。この区間では、若干の撹乱も挟むが、包含層は比

較的広い範囲に残存する。西半ではⅢ層が約15cmの厚

さで堆積し、その下のⅣ層上面のレベルは42.35ｍ付

近。中間の撹乱付近でⅢ層の厚さを若干増し、Ⅳ層上

面レベルも少し下がるが、東端の撹乱以東はⅢ層の厚

さを減じ、Ⅳ層上面レベルも41.5ｍまで上がってい

く。この部分のⅣ層上面で､小穴２基を検出している。

①Ⅲ層出土遺物（図112）

Ⅲ層出土として取り上げた遺物が存在する。この地

点でもⅢ層は、色調の薄く砂質の強い暗褐色砂質土で

ある。図化できたのは、８点（４～11)。４は須恵器

之 令
’

－一＝=ﾆﾐﾃ’‘-く-

少‘
ｇ
ｕ

繕う、毒

Ⅳ樽味遺跡５次調査１３１

椀口縁部。器壁は薄く端部はやや先細り。３～７は羽

釜脚部片。４は瓦質。８は羽釜口縁部片。断面三角形

の突帯を貼り付ける。９～11は須恵質。９．１０はこれ

鉢口縁部。ともに11世紀後半から１２世紀前半。１１は亀

山焼大壷の肩部。外面には２mm角の格子目タタキがや

や斜めに入る。１２は備前焼の壷口縁部。玉縁の折り曲

げ口縁で、１５世紀代。

SD-l9は、検出位置と出土遺物から、南側の樽味遺

跡２次調査で検出されたＳＤ－ｌの北側延長にあたると

推定される。ただし、その深さと、西側へのテラス状

部の拡張から、あるいは水口等の部分に相当する可能

性も考慮されなければならない。

③Ⅲ層出土遺物（図１１２）

Ⅲ層出土として取り上げた遺物が若干存在する。た

だしこの地点のⅢ層は、Ｖｂ区を中心とした黒～黒褐

色粘質土ではなく、色調の薄く砂質の強い暗褐色砂質

土であり、SD-l9の上層にも一部広がっていた。

図化したのは３点（１～３)。ｌは土師器皿の口縁

部。２は青花の皿。内面に弧線を描く。３は須恵器の

鉢か壷の口縁部。口縁部外面を段状に肥厚させ、そこ

に１条の沈線を施す。

V、”
．
一
・
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1ｔ

理
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仁二Ｉ

区にも増して東方で南に傾いた調査区である。この区

間では、既設管路や地下貯蔵タンクなどによる撹乱が

激しく、包含層を掘削できたのは、Ｙ＝-65235付近

の１ｍ前後の範囲と、Ｙ＝-65230前後の３ｍ弱ほどの

範囲しかない。前者ではⅢ層が約30cm堆積し、細分も

できる。その下Ⅳ層上面のレベルは41.2ｍである。対

して後者では、Ⅲ層の堆積は１０cm強で、Ⅳ層上面のレ

ベルも４１．４ｍまで上がる。図化できるＶｅ区Ⅲ層出土

遺物はない。

＝し≦ごf；、〃頁 １０cｍ

図113Ｖ区撹乱出土遺物実測図（縮尺１／４）

図112Ｖ区Ⅲ層出土遺物実測図(2)（縮尺１／４）
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坪。６世紀中葉。５は瓦質の皿底部。６は土師器皿底

部。底部外面には回転糸切り痕を残す。７は白磁碗底

部｡高台は削り出しで､外面露胎。８は青磁皿口縁部。

端部が「て」の字状を呈し、内外面の端部に黄灰色の

紬がかかる。９は土師器尭口縁部｡復元口径は36.8cm・

１０は羽釜口縁部。１１は平瓦らしいが、両面と破面にタ

ール状の付着物があり、転用品。

(7)Ｖ区撹乱出土遺物（図１１３）

Ｖ区の撹乱出土遺物から図化したのは５点。３がＶ

ａ区、５がＶｃ区、１．２．４がＶｄ区出土である。１

は青磁碗の口縁部片｡端部は短く外反し､内外面施紬。

12世紀代。２は青花碗底部で、内外面に薄い軸が施さ

れ、畳付のみ露胎。高台に１条、休部にも文様が見ら

れる。３は龍泉窯系の青磁碗。内外面に厚めの粕が塗

られ、外面には蓮弁文が浅い凹みとなって見られる。

１３世紀代。４は、備前焼揺鉢。１６世紀代。５は丸瓦。

ｖｉⅥ区の調査

Ｉ区同様、拓翠寮に関しても公共下水道への下水道

切り替えが必要となり、拓翠寮の北側から東側にかけ

て、南端は99708調査地点に達する、幅0.7ｍ・総長約

28ｍの発掘区がⅥ区である（図114)。Ⅵ区のみ、他の

調査区と連続せず、しかもその間に距離が比較的あっ

たため、基準点の移動に際して、まずⅥ区内だけの基

準点を設置し、しかる後に本来の座標へ調査区を落と

し込んだ。最初基準にしたのは、拓翠寮敷地南東隅部

の点(Ｘ＝92736.752,Ｙ＝-65302.049)で、これから

調査区東側に並行する線を南北の基準とし、そのライ

ン上の(Ｘ＝92755.737,Ｙ＝-65302.750）をⅥ区の仮

原点とし、図化を行った。

現地表下40～50cmでⅡ層直下のⅣ層に達し、遺物包

含層は認められない。Ⅳ層上面検出のレベルは、Ⅵ区

南端で、地表下約50ｃｍ・標高39.9ｍ・現地表から浅い

深度でⅣ層が検出されたため、調査区南では東側を断

(8)小結

Ｖ区の調査では、細い調査区でその一端を明らかに

したに過ぎないが、弥生時代前期の遺構の存在と、南

側の２次調査で確認された中世方形区画溝の広がりを

見いだすことができた。

前者は、Ｖｂ区を中心にした住居跡群(SC-l6・’７．

１８．２０）であり、少なくとも３段階の遺構の重複が確

認できる。また、この東側で見つかったSD-15も同時

期の遺構の可能性が高い。なお同様の遺構は、ⅡＥｇ

区や樽味遺跡１次調査区でも発見されており、これら

を含めた弥生集落の様相については、後論する。

中世方形区画の延長と推定されるのがSD-l9であ

る。２次調査ＳＤ－ｌのほぼ真北延長に位置し、１４～１５

世紀代の方形区画の一端を構成する南北方向の溝であ

る。樽味遺跡２次調査区周辺の中世集落の展開状況に

ついても、周辺Ⅱ区の成果を加味して後論したい。

ち割り、下層の状況の確認も行った。その結果、Ⅳ層

は約20cmほどの厚さで、以下はＶ層となる。なお、断

割土層の所見で、Ⅳ層上面を切り込む、Ⅲ層に類する

埋土をもつ掘り込みがいくらか認められ、柱穴などの

存在が、辛うじて窺える（図版25-1.2)。一方、調査

区北半は、表土下で流路内堆積層を広い範囲で確認

し、これをＳＲ－２１とした。

(1)SR-21（図114、図版25-3.4）

調査区北半、Ｘ＝92753以北で、Ⅳ。Ｖ層が落ち込

み、そこに流路内堆積が認められた。調査区西端の最

深部で、堆積層厚50ｃｍ・底面標高39.5ｍに達する。Ｉ

区西半広<に展開したＳＲ－１とともに、一帯を東から

西へ流れる流路帯の一部を構成するものと推測され

る。なお、出土遺物は認められなかった。



ヨ
ー
、

弓

〆

宮

図114Ⅵ区実測図（縮尺１／80）

４暗褐色（lOYR3/3）シルト質土。
５暗褐色（lOYR3/3）シルト質土。
６黒褐色（lOYR3/2）シルト質土。１mmの粗砂を少し含み、しまり

あり。
Ⅳ層

lにぶい黄褐色（10YR4/3）シルト質土。砂粒少なく、非常にしま
り強い。

２暗褐色（10YR3/4）シルト質土。２１１１m前後の砂牒をやや多く混じ
え、ややしまりあり。

３黄褐色（lOYR5/6）シルト質土。２mm前後の砂牒を少し混じえ、
堅綴。

４灰黄褐色（lOYR4/2）シルト質土。砂粒少なく、粘性あり。
５褐色（l0YR4/4）シルト質土。暗褐色の斑状部多く、しまりやや

弱い、

叩

含む。

１８灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。砂粒は0.1mm以下と
細かく、しまりあり。

１９灰黄褐色（lOYR5/2）砂質土。ラミナ状に鉄分が
沈着。

２０褐灰色（l0YR5/l）砂質土。
２１黄灰色（2.5Y6/1）砂喋。0.5～１mmの粗砂をベー

スに、拳大までの篠を混在。しまり弱い。
２２黒色（lOYR2/1）粘質土。わずかにⅣ層小ブロッ

クを含む。
Ⅲ層

ｌ黒褐色（10YR2/2）シルト質土。
２黒褐色（lOYR3/l）砂質土。斑状にシルト質土を

混在。しまり弱い。
３にぶい黄褐色（lOYR4/3）砂質土。

／

Ｙ＝－６５３０３
し

０ ２ｍ

1，，，，１

←

ニ
ヨ合

．
ｇ
ヨ
ｍ
ｌ

ｍ
ｌ

創
灰
し
に
べ
褐
あ
褐
し
着
褐
く
灰
粘
灰
多
灰
ま
灰
ま
灰
灰
ま
灰
多
灰
質
褐
含
灰
多
黄
や
灰

Ｒ

Ｓ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
、
廻
娼
辿
賜
恥
Ⅳ

／②

ヨ
ー
酌

串住
喜
一

Ⅳ樽味遺跡５次調査Ｚ詔

まり弱いｏ

ご
－
ｍ

目

ヨ
ー
、

暑
陰
一
・
挿
画
ｌ
冒
弘
匠

＜

目
、



Ｍ

南北方向では、ＳＲ－ｌを除くと、Ⅳ層上面の比高差

は約90cmと比較的小さい。その中で、２次調査地点付

近の標高41.5～41.8ｍ付近が、最も遺構の集中し、包

含層も厚く堆積する地点である。ＳＲ－１の岸辺から７０

m近く離れ、比高差も50～80cmある。堆積土にも水性

堆積は見られないように、地形的にも安定した位置で

ある。以上から、樽味団地西北部は、ＳＲ－ｌ等の樽味

団地南部を西流する流路の北側微高地上にあたること

になる。

ＳＲ－ｌは、Ｉ．Ⅲ。Ⅳ区で確認しているが、面的な

調査ができたのはⅢ．Ⅳ区である(図117)。とは言え、

いずれも狭い範囲でしかなく、南岸は調査区内には求

められなかった。ただ、99804調査の５トレンチで南

岸を検出しており、Ⅳ区付近では流路幅１０ｍ前後と復

元できる。ところが､Ⅲ区では15ｍ近くまで幅を増し、

樽味遺跡５次調査は、樽味団地西半一帯に長いトレ

ンチを入れる格好となり、旧地形や遺跡の広がりにつ

いて多くの知見を得ることができた。以下、その成果

について、若干のまとめを行っておく。

４まとめ

図115出土鉄器。鉄津実測図（縮尺１／２）
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(1)樽味団地の旧地形

今回の調査の所見に基づき、樽味団地の東西方向と

南北方向の土層断面図を作成した（図１１６)。

東西方向には、Ｙ＝-65230辺りでＳＲ－ｌが調査区

から外れ、以東はⅣ層上面が標高40.50ｍ前後で安定

して広がる。ただし、ＳＸ－２を挟んで、東西でⅣ層検

出高に約50cmの差があり、段丘状の裾部にＳＸ－２が堆

積していたことになる。一方、ＳＲ－ｌは底のレベルに

かなりの起伏があり、流路の蛇行が予想されるととも

に､西方あるいは南方への流路の広がりが予想される。
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南岸の現れるＩｅ区では、逆に幅を減じると予測でき

る。また、Ⅵ区ではSR-21とした流路の南岸が見つか

り、団地外西方の樽味四反地遺跡’次調査でも東西方

向の流路が見つかっている注'。したがって、ＳＲ－１か

らSR-21にいたる南北約50,幅が、中洲状の高まりを

残しながらも、幅広の流路帯のような景観を呈した可

能性が高い。東西に蛇行しながら、幅にもかなり変化

のある様子が復元されよう（図１１８)。なお、４次調査

では８世紀段階にほぼ埋没してしまう南流するＳＲ－ｌ

が存在したが、５次調査ＳＲ－ｌとの直接的関係は、現

時点ではわからない。

(2)弥生前期集落の広がり（図119）

５次調査では、確実な弥生前期の遺構として、Ｖｂ

区を中心とした竪穴式住居群（SC－１６．１７．１８．２０）

を検出した。時期は前期中頃。Ｖｄ区の溝（SD-l5）

も前期に遡る可能性が高く、ⅡＥｇ区の貯蔵穴（SK-

38）も、前期末以降ながら、時間的接点を持つ可能性

が残る。１次調査においても、前期中頃に遡る溝(ＳＤ

－４）と土壌（ＳＫ－５）を検出しており、これらはい

ずれも、樽味団地北西部に位置する。すべての遺構が

同時併存とはできないが、弥生前期土器の中世遺構へ

の混入や包含層出土が見られるのも、ほぼこの範囲で

あり、一帯が弥生前期の生活領域であったことは間違

いない。現時点で、およそ東西100ｍ・南北60ｍ程の

広がりが想定される。石手川を挟んだ文京遺跡21次調

査・２４次調査地点とともに、松山平野における弥生集

落の成立を語り得る遺跡と評価できよう。

(3)中世集落の広がり（図120）

１次調査や２次調査によって、１４世紀から１６世紀の

集落の様子が知られてきた。とりわけ２次調査地点に

おいては、小規模で簡単な構造の掘立柱建物や柵列を

内部にもつ方形区画の一端が明らかになり、そのよう

な区画の広がりが予想されていた。

Ⅳ樽味遺跡５次調査１３５

今回の調査では、ⅡＥｅ．ⅡＥｆ区、ⅡＷｅ．ⅡＷｆ区、

そしてＶ区が２次調査地点に最も近接するとともに、

５次調査中、最も包含層・遺構の残存が良好な地区で

あった。しかし、２次調査地点から連続する区画の延

長が想定できるのは、２次調査ＳＤ－１の北側延長にあ

たる、Ｖ区のSD-19のみである。ともに深さ60cmを越

える逆台形状の断面で、埋土の様子も近似する。２次

調査地点内では水口が伴ったが、SD-19でも西側に浅

い落ち込みが広がり、同様の水口が想定できる可能性

がある。出土遺物にも大きな差はなく、２次調査ＳＤ－

ｌと５次調査SD-19は一連の溝と判断できる。

この南北溝の東、２次調査ＳＤ－７以北は、ＳＤ－７以

南と同様の遺構の広がりが確認されている。その北を

画す遺構として、５次調査ⅡＥｆ区．ⅡＷｆ区にまたが

るSD-28あるいはSD-32が指摘できよう。ただし、南

北幅12～15ｍとやや狭い区画になってしまい、断定は

できない。

一方、２次調査地点東側のⅡＥｅ区．ⅡＷｅ区におい

ては、２次調査ＳＤ－７の延長は見出せない。また、ほ

ぼ同時期の遺構が広がりながらも、他に有意な区画遺

構も見いだせない。狭い未調査区域に南北方向の区画

が存在するのか、それとも狭い調査区で抽出し得ない

のか、現時点では保留せざるを得ない。したがって、

今回の調査成果としては、１４世紀前後の生活遺構が東

へも広がっていることを提示できるに留まる。

なお、ＳＲ－ｌ出土遺物や４次調査暗褐色シルト質土

出土遺物には、１０～１２世紀の遺物を多く含み、それら

遺物を供給した当時の生活領域は、上記してきた１４世

紀前後の集落とは地点を違えて、ＳＲ－ｌ上流にあた

り、樽味遺跡４次調査地点を含む、樽味団地の北東部

に求められることが現時点では適当であろう。

[注］

ｌ梅木謙一１９９２：桑原地区の遺跡．松山市文化財調査報告

書２６
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調整・その他特徴

内外釦灰r:色｡0.5ｍ以lfの長極少iit含む。

内外面灰【典･負、全休1Ｆ薄い紬。破而に磁胎の切込みが児られる。

外面噛滅、山面ナデ。外而灰口色、内而にぷい黄燈色。ユ画以!fの腿石少裁含も

内外面テデ罰外面;憧色、内面灰白色。0.5画以.1..の長石・澗英少岐含む。

芯の部分に粘;.:が残るが、大部分が海綿状ｃ軽域。

内外面ブデ。外面淡黄色、:'､ｌｍｉ５ぷい黄笹色。0.5mm以下の量,L｢・ｲー j英少斌含むく

外面回転へラケズ;ｊ、内面111j転ナデ。内外而灰:坐:色。１－．４ｍの長蒋・軒英多く含tj.。

内外面･ｰ･デ。外面灰,‘:色、内面灰オリ、・プ色。：1噸以下の長石少壁含む剛

1.部に細かい剥離。やや青味がかった灰璽ｃ堆菰岩（泥岩？＞で歎質。

側辺に大きめの剥離。灰白色。堆積岩〈砂岩質〉で軟質。

平蕪蕉茎式。サスカイi,。

制整一その他幹徴

内外面回転‘ナデｓｌﾉ1外面灰色。ユ蕊以ドの長煎少戯含む。

内外面1,1軽ナデ、内面青海波文《，内外面灰色ｃ１，．２mmの長石・イガ蕊少量含む｡

内面ナデ。内外面灰血色。１～２器:篭の農務少賦含む。やや戦質。

外面粟行タタキ後ナデ、内面青海波文。内外面灰白色。１ｍｍI以Fの長ｲf少量含む。

内面板状.】:其のナデ。内外面灰ずi色ｃユニ･３画の艮軒・打英少量含む。生焼け｡

内外面|､l難:ナデ《：・可外面灰色”二皿以Ｆの長石少量含む。

外面タタキ、内而布i:。外面灰:'‘色、内而灰色で炭素吸着。１ｍｍ‘瞳の長石少量含む。

哲:面布目・ｌｌ１ｊｉ面灰ずI色。１画以下の艮詔i少量含む。

器壁臓滅。内外面灰1通1色。ｌ～2111111の農石・石英少哉含む急

内外面lnl蛎ﾗｰテ《,外面灰黄色、内面にぷい黄橿色。：幽睦.Ｆの長石・雲赴少最含む粗い胎.'塔ｃ

内外面匝娠｝･デ。外面淡黄色、内面灰学:色。ユ．､･２mmの艮論・行英少量含む。

内外面匝転ナデ。外面浅黄撞色、内面灰F･色。１皿以1,.の長石少量含む。

外面底部粗いへラケズリ、内面ナデの凹凸顕蒋。内外面灰I2i色。ユ皿以.fの艮訂少量含む。

内外面回祇ナデ。内外面灰:塁i色。１mm以.』『の砂粒少量含む。

外面回'振ヘラケズＩﾉ。内外面灰[塵:色．』m､以F･の長石少量含む。

内外面回転ナデ,,外面灰色、内面灰I'i色。１癒以ﾄﾞの長万少鼓含む。

外面|､l転ヘラケズリ、内面回転ナデ、内底面不定方向ナデ･鋤ﾄ面灰潰色。艮謡少量含む。

調整・その他特徴

内外面ナデ。外面灰白色、内面青灰色。0.5mm以下､の長調少量含む‘‘

内外面ツデ、，I縁わずかに内湾。内外面浅貞捜色。精製上に長ｨi・イ1英少鮫含む。

内外面Ｉﾛ|蛎ﾗー ヂ;,外面浅黄捜色、内而にぶ１，､黄澄色。lInm以F､の艮澗・茄英少量含む

11緑端部わずか;こ内湾。内外而淡黄色。0.5ｍ以下の長講少量.含む。

内外而ナデ。外面iこぶい黄桜色、内面洩黄侭色。１mm以下の長石少量含む。

外面I:Illi嘱ヘラケズＩノ・ナデ、内面|､l戦ナデ《,外面灰:‘1色、内而灰色．１１１Wn以下の長'f二i少量含む書

外面回転へラケズIﾉ、内面･デ。外面灰:,:色、内面灰色。ｌ～３画の長打少量含む。

外面側転へラケズIルナデも内外面青灰色。ユ、以下の長藷少量含むｃ

内外面･ﾉｰヂ。賎外面灰F1色。ユ｡、２画の長石.・石英少斌含む。生焼け。

外面|叫転へラケズＩｊ、内面ナデ。内外面峡白色。1.-.3mmの長石少駄含む。

外面回転へラケズリ。内外而灰l'|色。:～２罵駕の長上i少最含も

ほたんど砂粒を含まない、白色に近い灰:.:色の精製：:｡《:火挫あり。

外面回転へラケズ'ルヅデ,,外面灰色、内而灰:'1色。精製i3I亀１～２，１の長石少量含む。

外面lnl窪へラケズァ、内面同転ず･デ後底面定方向ナデ。外面青灰色、内面灰色。艮蔚少量含む。

外面|【Ii転ヘラケズ:ルナデ。内外面青灰色Ｃｌ窓以下.の長石少量含む。
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外面回転へラケズ.ｊ、内面lr11転ナデｃ外面灰色、内而灰白色、破而暗赤灰色。長石少哉含む二

内外面lnl転ｰヂ鵠内外面脈色。吾～３mmの長石少斌含む。
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,副外面回転ナデ。内外面灰i里I色。二ｍ以下の艮謝少量含心。やや戦質｡

|Al外面回転ナデ･内外面灰色。長芯少景含む粗い胎:ｆ・ノ脂焼け。
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卜面剛噴へラケズノ，、可而lIll戦ー ヂ働内

外面回転へラケズリ、：毎面|Ⅱ|砿ナデ!、Ｐｋ

外面。i膳へラケズ.ノ・・ﾉー ヂ。外面寺灰色、・弓而灰色。２～２１噸の長f-i少･;it含む。

ｿﾄ面１．１.砿へラケズＩｊ・・ﾉー ブｇｃ内外IIi灰色ｃ』鑑:以Fの長Ｉ.､少蝋含む。

内外面回転ナデ《,内外mi灰｢:色、1--21鯉の便ｨi少於含む。

広外面同転･デ。･可外､i灰:".色邑0.511脈以1,.の長ｲj少堂含む=

外慮!｣l転ヘラケズ１万．ツーデｓ内外而青灰色、破面灰褐色。ユ･‐２皿の長石少賦含む

内外而回転･』･デ．外面灰色、、和血灰rzl色《：｡、２mmの長荊多く含む。

外面へラ切り,ド調整。内外面灰鴬色。ユ.－．２顕の艮:１．『少量含む

外而到転へラケズ;ﾉ、え面青海波文、InI蛎・ﾒー ヂ後;‘.]心部宝刀向ヅデ．外面iIj:灰色、凶間灰色･重ね焼き

かためか、天jl:部に色調の違いあり:，長ｲi少吐含む。

内外面i叫娠ｰヂｃ外揃灰jIr鍵、内而青灰竺。２画以;どの足とi少哉含も

外面．．:里行タタキ後カヰメ、内､i､'1鵬･デ｡外面藷灰色、：人l而灰色ｃ長ｲ「・ィi災少脳含む。

仰が接合部で外れた状態。外而鎧色、脚而;こぶい黄梼色。＃i1i製世〈ご】I鯨諜の良心少哉含む色

;I隷端部面あり。内外面ナデ。内外霞擬包、破哩黒化層一艮覗・‘fi夷多く含む‘：

!A1冨横ハケメ後･ﾉｰヂ消し，外面黄灰色、内、『ぷい笹色。畏矛：.;1W;英・雲母多く含む。

祇幣・そ･の他勝徴

に鏡い桧色:》：･･－２皿の長７．．．７:英多く含む。

･内外刺ﾛI鱈;,-デ《，外面黄味の強い灰ｴi色、Ｉ志向灰rl色で、・部黒変ｃ

:J,i外而･･デ。外刺灰白色、内面褐灰色。０．j画以.:､､の趣『少最含む苔

蒋外miIilul義･デ、底部'''11侭糸切り《’1転外血班ＩＬｒ色。ユ．－．２罵罵:の長ｲﾃ・イ『災少斌含む。

,勾外面磨滅。外測ｉｒぶい鮭.憧色，弧i洩黄髄色。ユ･･･２画の艮粧・赤色粒少賦含む。

外面:瞳.il瞳へラヶズリ。内外術灰色。2.-.5聯の』識9.少且含む《，

内外面･ショ‘デ。１Ｍ外而灰:２i色。：'、２::::::の長75．砂粒少吐含む《，

蝿外面ナデか。内外而にぷい横也、破而褐灰色励長弱・洞芙多く含む《，

渦幣・その他椿微

内外面回蛎ｰヂ勇刈外面灰:趣:舘、・部破阿;憧色。』．、２蕪

外而鱈減、内苅テデ。外面機色、内I､浅茂梧色。ユー２::::：

『卜而駆いハケメ、可而う･デ、部分的6こ指虹雑痕,､外霞にぶい横色、内育赤褐色。２．，－６函の侭石・巧英

多く含むきわめて粗き､胎.・・

内面世i旗ブデ。測外Iiii灰『‘:燈働0.5mm以下の長葛少量含む曹欺質。

外面オリ、・フ'黄色、内面灰鳶Ｉノーブ色の紬。

先端iこ細かい剥離。破面鋭し､。チャー･],髄の非常〈F硬Hf,､ｨf御

調整・その他特徴

凹､i布:i;,灰.聖:色、炭素吸着あり。桁製.-にス･ij-のようなもの含む。

･蔀１．面．〉･デロ：淘外IiIi灰1砦色、破面黒化隔豊ニヘ･３副川の長ｲ『・イi英・雲録少瞳含む。

'1緑部凹線･文。湖外面ｰヂｃ･刺外面にぶい黄積色。二,､･３両の長ｨ・・イi共少駄含む億

Ｉ緑‘,､端に粘.‘.i一帯貼付、ヘラ状l吊貝で押嘩。内外面ブデ。長X,.・稲.､美多く含む。

1人』外面ー ヂ。外面憧色、、プ

外ifiiダダ:亭後ハケメ、ヘ商縦ハケメ後ヅデ:，外Iii浅黄樋色で有黒斑、内面樗但。長液・石･英少瞳含む黒

刃外面磨滅。外iTii洩幽豊色、河l緋長ぷい貨燈色。二、･iimの艮蒋・イ:英多く含む。

挟む､､Ｆ底．勾外雷磨滅っ内外1m浅黄堂、黒変部あり。大きめの艮詔『多く含むじ

外面|F1|蝿へラケズノ・プーデ《，内外画灰武色。0.5ｍ以・:､.の長石少卿散合藷喝

iAl外而回転ナデ．内外而吠:皇]色館長ｲi少鐘含む患

i耐Ｉ赤掛色。精製-:zに皇－．３皿の艮石・顎焚少最含む。

面J火:里]色《

外面灰fI‘ｅ１，－３，閥の艮柑少量含む。

、二・－．２ｍの艮班.・可,､英少量含む。

菌の長荘，鞭英少1ii含む象軟質。

;:の長砥・イi炎少瞳含む。
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ﾀ価;･'1転ヘラケズi；、内而青海波文。:勺外lili宵灰色。１．，．３画の唾I少最含む．

外面回転へラクス

外!i'i浅い|口j転ヘラケズリ、、勾画1,1種･ﾉ･デ。外面灰1匹i色、Ｉ種､青灰色ｃ：弓３窪の長頑少量含む

内外面回転‘ﾉー ヂ。外面灰仇、内而灰:'P色。’'1,1以下の夏石'少M二余曲

内外而回瞳ゾデ。内外面灰,':色。』111m以・,どの艮訂少量含む。

内外面何転ｰヂ。内外面灰色･大きめの衝拠少哉含む

外而回椎へラケズ:ﾉ:、内外面灰''１色、外苅(§.i塵i然軸、破面赤l火色。長ｲ;少最含‘,.。

外面回帳へラケズリ。内外面灰･色。大きめの長石少量含む。

外面lnl転ヘラケズノ。内外面灰鴬色‘：二雨雨以冒.､の長ｲ｢少最含む。やや軟質

底面へラ切り未調整。内外面灰.‘:色、破而黄桧色‘ｉＯ‘舟．、ユ画の画i少最含む。

:A1外面1.1職ー ヂ。､判外而灰色。糖撰.iz。

透か!"３方向ｃ外面カキメ。外面暗〃<色、リリ而灰色、破而赤灰色。＃'一’２画の長訂少鐘含む霊

坪底部i二遇か1,の切込み。外面弱い世1種へラケズ.ｊ雪内外面灰色。庇窟・衛爽少最含･む。

内外篇ぅ･デ。‐ﾉ別外面灰［:色、内外面灰赤侭のｆ‘_･着物あり。長石・石§

海外画一ﾉｰテ。勾外面灰E:色。ユ蝉程の長講少量含む。

透かＬ３方向。:AI外面灰色、外面暗灰鞄の甫然軸、破面灰白色。艮何少1it含む。

内外Ｉｉ.:ﾂ･デ‘：,肉外面青灰負、破:前灰黄色ｃ０．５－１画の畏石少呈含む釜

外面縦の平行タタキ後方･ヤメ、Ｉﾉ1面横･ﾅ･デ。外而暗灰色、内面灰色、破而灰121色。良,f藍少壮含む。

外而カキメ。1'３外面灰1塵i色、；

内外獅回転ﾉー テ。外面灰色、内Iiii灰::I色《》＆皿以下の長刀f少量含む《，

内外而匝i伝ナデ。淡緑色の柚。３.二ぷい黄樋色の精製，。軟質？

内外面テデ。外商灰白色、内面浅黄堂‘‘、‐･部黒変。精製．:_｡

卜面半審タタキ後カキメ、内面青泌波又後･デ。、河外面灰口色。長ｲ『少雌含む。焼成不良。

色‘ 剛。灰:,:色の輔裂.二。軟質。

ルデ、内面回転ナデ。･蒲外面灰色《;精製-ｋに』・・２１ｍの長ｲ『少最含む。

誰色の自然袖。艮軒．.f了英少量含む。

E少駄含む。
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､勾外I藤｢'.蛎零デ。内外面灰白色I，牙:英粒

内外面哩減。外面燈負、内珂灰:‘i色ｃ長省多く含む。
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川諒

１１録

穀

内外面横‘ﾉｰヂ。外面にぶい黄撞色、内面灰世褐色。ユ．－２mmの良ｲ；・雲母少量含む。

外面横ナデ、内面横ハケメ。外面にぶいiMf横色、内面にぷい燈色。:l塾:.・打英少量含む。

:Ai外而枇ぅー ヂ。外、にぶい黄憧色、内:､灰黄色。長石・荷焚少1it含む。

内外面横ナデ。外而灰哉褐色、内面Iこぶい尚褐色。長石・石英・雲却少量含む‘，

ナデ。にぶい褐色。ユー３ｍの長,(ｊ・石盤

ナデ。ｉこぶい黄,燈色。１．－３車の長石・矛f英少忙含む。

･デ‘,外面灰色、内面灰白色,，１－．３mmの唾：・訂

ｰヂ,，灰黄褐色、芯部褐灰色。１－．３ｍの長Ｚｒ・石寓

内外面横ヅデ。内外面灰白色、破面灰色。長石・万謝

擦月磨耗。内外面回転ｰヂ。外面黄灰色、内面青灰色、破而iこぶい横色。長ｲｊ・イ:英多く含む。

凹面布tio:J11面・破面灰、色、：::;面灰色‘,胎圭はきめ細かい。焼成良好。

板状素材もしくは剥片。緑色片器。

仕上砥。残存部での砥面は‐面,細かい砂涛間。

内外面但転ｰヂ。対外面灰白色。精製上‘

表面雁減。灰茂褐色。ｌ～２ｍの長石・イーi英多く含む。

擦目噛耗。内外面横･ﾉｰヂ。外面背灰色、内面灰ずI色。１－‘３imIの長ｲi少鎧含むｃ

戎而に粗い研磨。罰

内外而灰i‘;色の薄い糊。高台内以外Ｉこ化粧土。鵬色粒を含む粘良で級密な胎上。

内外而回権ナデ。内外而灰色。１幽以Fの長石少強含む。やや軟質。

内外面磨滅。山外面灰白色。ユー２賊Iの長石．,f『英少批含む。

ナデ。にぶv,横色。煤付着。ｌ～３mmの艮澗・石英・雲母少丑含むｃ

表面煤付若。破面被熱;貝より変色。安'11岩礎。

内外而回転ナデ。内外面灰.,:色。ユ署:謡以下の長石・石兆少溌含む二

内外面灰色、破而褐灰働色。ｌ皿以Ｆの長石少吐含む。

内外面回帳ナデ、底部回転糸切り｡内外面燈色。粘製士。

内外面回転･ﾉー ヂ､底部回転糸切りi,内外面灰･‘

ナデ。外面黄褐色、内面灰

外面ナデ、内面横ハケメ

内外面回転ｰヂ、底部Ini転糸切り。内外而灰世褐色。：画の長ｲT少敬含む。

内外面回転ナデ、唾部1,1転糸切り後板帥乳棋。内外面にぶい横色ｃ糖製－１:。

内外面秋ナデ。外而灰茄褐色、内面に蕊い椎色。１－．２画の長打・石英多く含む。

ナデ。内外面浅黄色、芯部灰色。:l尭石・お英少iit含む。

内外面|nl転ｰヂ。内外面灰白色。長街少丑含む;；

内外面:､:転ナデ、底部回転糸切l〕･内外面!『.ぷい糧色。二皿以ｒ･の長万少鼓含む。

内外面Igl:転･デ、底部、転糸切り後仮目圧痕、内底面ナデ。灰1級1色の精製｡.．。

内外面1,.転ナデ、底部回転糸切り。内外面樋--浅黄掻色‘,長子:・府英少堂含む二

調整・その他幹徴

内而磨滅。外面明赤褐色。１．，３mmの長石・石英多く含む二

内外面l価転ナデ‘，内外面灰色、灰色の:ﾕ:然軸。二唾以-1,‘の艮荘少量含む．

内外而lLI1転ー ヂ。外而灰ず,色、:六1面浅黄掻色。ユ皿以i､の長7:・・７｢典

内外面回転ｰヂ、底部回転糸切り。外師炎燈色、内Iii浅賀橿色。梢裂

内外而回転ナデ、底部回転

内外面回転ナデ。内面・破面浅黄樋色、外面黄味がかった灰!‘:色。長梱・石英少最含む。

内外面回転ー ヂ、底部回娠糸切り。内外miIi灰F|色,:梢製上に0.511,1以i,･の長f.『少量含む。

内外面回転ナデ急外面灰黄褐色、内面灰白色。輔製士に0‘5皿j2ベトの長禰少斌含む。

脆泉窯系。内外面灰才１Ｊ・・ブ色のやや厚めの軸ｒＨ乳あり。露胎部灰|ﾖ色。精製．,言。

内外而灰白色の薄い紬。胎峯は織密。

削出高台。･勾而灰F1角の粕、外面残存部では露胎。貫乳あり。胎土粗い。焼成不良“

内外面回転ヅデ。外而明褐色、：馴而【こぶい撞色。１～３，mの長:Ｋｒ・行英多く含む。

内外面･シデ。外面概色、内面褐灰色。１．－３mmlの長石・;ri共少娘含む。

にぶい黄栂色、接合部付近黒変。ユ.－３画の長打・打英少並含む。

茂灰色。披熱。２冨・５ｍの艮石・訂英多く含む。羽釜の脚の而彦能性もあり。

にぶい菰撞色。ユ弓・２ｍの長万.:.・芯英・雲母を多く含む。

内外1ｍI叩転ナデ雪外面青灰色魁汽而灰色ｃｌｍ以Ｆの長転少祇含む。

凸面.J･寧なヘラヅーデ、：w爾面にはｲ1f目・もJビキ痕。凸而灰白色、''11面灰色。精製･；弓。焼成良好。

重振34.8ｇｏ

内而横ハケメ後ナデ。外面にぷい褐色、寓而ＩＦぷい稀色,，１．－３画の長打・石共含む。

R色片岩。

掲傭色。長不・班

71.1m灰黄褐色、内面灰批色。

切り。外1m‘|量色、内面浅蛍樋色。１～２ｉｍの長石・打英少量含む鋤

少批含む。

褐色．輔製土に１哩必.､侭の長石・石英少放含む。

多く含む。

少碓含む。

当母少祇含む。

少碓含む。

少散含む念

且‘に１ｍ以下の長打少量含む弓
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２０３９
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内外面ー ヂ。内外面(品蕊い樋･‐･』Ni植色含胎i:*|lい･

体部との接合､1亙坦1mに強いナデ。（も･蕊い燈色、煤付請。長臼・雲母少量含む。

内外面灰色、破而紫灰億;，』･－２;:::;:の反fi多く含む。

:ﾉ1外面|､11陣デ。外而稚F1.、内ini浅黄捜色ｃ０．５～１mmの長禰少.!iI:含む罰

内外而膳減。内外而灰:.:色。1.,-2II1iI:の艮侭．イ『英少壮含む。

内外面|Ⅱ|職ﾃ･デー内外面にぶい黄樋色･精製上。

内外而ヅ･デ、底部:nl転糸切り後擦過、外而講色、．j１面褐灰色《》ユ、以下の長ｲ『・衝英少!i:含む‘

lこぶい黄椎色、患部黒化層c，：～５:::馬:の長祇・石美多く含む粗い胎・:､。

外而桶色、、可面ｆｒぶい戯糧色。披熱。１－.ij皿の長軒・府典少批含む。

印Ｕ=ｕ幻Uﾕﾜ

化岡,ｆｆ弓

路面のみ素材1ｍを残ミハ他は破面で赤変喝火成謄質。

表面全面に煤付前。砂岩畠

内外面磨滅;,内外面浅貴燈色。２～２mnlの長ｲｵ・荷英少jit含む‘，

内外而何帳ナデ、底部副lll漏糸切り。ｈ外面浅蛍描色。】::::::以i･､のlを極少爺含む。

洲外面回'|”･デ。内外､i灰:‘』.色。糖製｣:に0,51:道1以ｒの砂粒わずかiこ含む,：

黄褐色。二・"２ｍの艮粁少逓含む。

内外l財|,I|噸ナデ、底部::，転升

内外面i:'1帳･ナデ、蹴部ｌｒ１ｌ転糸切り後板r鰹痕。内外面浅茄横色。粘製．。

内外面|:'|転ブデ。和外面灰:‘9色．２１睡以i･･の艇ｲｫ少･'１ｔ含む。

内外面::１１噸ﾅデ､底部【':転糸切り｡内外面浅黄樋色,,稲製-1.｡

内外面才Iノープ灰色の利１．貫乳あり。露体部灰色。肘..:綴密。

内外面j･デｃ外面褐灰色、内面にぷif,赤褐色。長石少最含む。

|抑やや湾踊した平坦而。花淘岩質で、脆く、剥落藩!,い。

砂岩。

部分的に研ぎ而。流紋岩。

祖研川舎花尚岩ｓ

訓誰・その他将徴

内外面1ｌｌｌｉｌ戦ー ヂ、：A1而I1xl凸服苫。内外而批楕色ｃ焚頑一YT英少肢含む。

内外面Iul順ナデ。:勾外､i黄味がかった灰:‘:色:，粕製:i苫。

IJ1外面回転‘ー ヂ、底部;創娠糸切り。：｣V外面灰:‘:仏。梢製i‘1。

Iﾍ外読ナデ<,内外面灰色、破面灰F,色:，２．３画の長石・祇英少ｆｉｔ含む机い胎・I：

擦日使用痕薄い。外面:二ぷい貞燈色、内面灰黄褐色‘１挺爪:.・打英多く含む。

説い桜色、芯部褐灰色。胎.ｆはきめ細かく、砂粒少批含む。

門う

;入外iiiilnI唾ﾂ･デ‘，内外面・部iこ･lg1然袖。請製g-i己長君少稚含む

端蓮弁文。内外而才:ノーブ灰色の軸。梢製閥《：

内外1m磨滅激しい‘内外面侭ぷい黄讃色。ニヘ‘３１噸の1麺・石英多く含む。

内外面,;,l職ナデ。,人l外而灰白色ｃ軸

内外Iilけデ。、ﾉﾐ外;鋪にぷむ､憧色4：ユ．、３mmの長4:.石英少･'11t含む。

にぶい椴色。二～２mm以ｒの長L｢・イi英含む。

ヅデ。にぶい黄桜色。１－．３mmの長f：・石.典を多く含む。

ナデｃ外面Ｉこぶい黄燈色、内而灰戯謡色。１－－３ｍの長禰・石英多く含む合

ナデ。IIif灰茂色ｓｌ～３，１の長‘【f少斌含む。

内外面!【':賑ナデ、１勾巌而定方向ナデ

河外面i‘'i堀ナデ、底部|ul転糸切り。浅黄侭色。粘製･~．。

内而柚ハケメもし<Fよ板状:]､共によるヅデ。にぶい黄樋色。１－．２源の長極．.fj英多く含む急

ナデ。外面褐灰色、内而'二ぶい批橿色。長石・石芙少蚊含む鯉

内外liIⅡljl転ナデ、底部lnl蛎糸切り鋤．可外詩浅黄,笹色。二皿以1,.の長石・赤EL粒少飛含むｓ

内外面|｣i賑ﾅー ヂ。外面灰褐伍、：j１面灰黄褐色。二I叩'以1,.の良ｲi少披含むき

内外面111:転ナデ。．M外面灰口色。

:を外:覇Jill賑･･デ、内底部･ー ヂ。外而

彼熱亦変、煤ｲ､1粁。砂患

内外州１１１転ナデ、内底面凹:Ⅱ】顕著、底部回糎糸切り。外1ｍ(,ごぷい‘権fL、：；3面灰黄褐色。長ｲ:少;,t含む。

:印外而凹転ｰヂ、内底面ｰヂ、底部u､転糸切り後板目圧換。河外面演黄憧色。荊製･ｆｉ､晶皇画以下のI認ｉ

少fit含む。

髄来禦系。内外面易:･･;＝プ灰色の厚めの淵1．胎・:3級密。

彼熱、上而と３側喬iこ煤付篇ｃ花尚器。

甑回振･zj･デ。内而，外面iI隷部灰色、外而下'12j火:ど；色。軸盤上。

”巻:ﾍ外匠筏黄色いふ画以!､､の長7:T少｣it含む昂

、底部凹帳糸切り。外而K二ぷい慢色、内面憧色《》長石少量含む。

i製.｡.。

｢誕麟色、内而灰茂色。」之ｲｉ・石英少杜含む。
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皿
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砥ｲ｢転用
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I]緑

底部

:ｌ緑
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[;緑
Ｆ
Ｉ
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形

定形

底部

底部

|｜緑

蔽才望痕まばら:二ぁIil.､砂岩側

内外miII2l幅ナデ、康部i旦:転糸切})･外面砿黄色、：前面黄灰色。lIIIIII以1,.の長刀『・雲Ｉ単少量含む。

外烹格r･:-:タタキ亀内外面灰!':色働胎_.Eきめ細かい。やや戦費。

1函のみ砥而残為。花樹営。

内外面'11|垂ナデ、内面凹厘:1顕若。外面盤ぶい典桧色、内餌灰黄色。桁製:二ｓ

胸外面11.転ナデ、底部、転糸切り。冒勺外面浅黄懸色。ニヘ‘２１唾の長禰・謂英少且含む信

内外面i1l:蛎･デ。内外面機色。精製．,．。

内外面E,帳･〉･デ。外面横色、内面にぷ財､戯憧色。桁製．,。

内外耐

内外前

内外.１

内外而阿輯ｰヂ、胸底milll央部ナデ、庇部回転糸切り巻灰;璽占色．輸誕｡。

内外面!r;1蕊ー ヂ、：jY底面,:I央部ナデ、底部回転糸切り急灰:媒:億．梢製巽i月長石わずか;『'含むこ

竜競感あり。緑色片岩こ

内外面｣l転直;･デ、底部Iul転糸切り後砿ﾄ1腿痕。外l繭灰色、：勾亜j大字〒色。精製･Ｉ:牌ｌ河以1..の畳ｲ！少斌含

む。瓦器の可能性あり号

湖外而

内外曲

煤付着。かまどの支ｲiに戟用か。』

;11】1噸ナデ。内外面白味の強い灰rzi色。梢製上

,ー ヂｃ外面灰黄褐色、内国iにぶい概色ｓｌ‐－３ｍの長１;・而英多く含む,，

;横ずデ，内外mi灰f趣‘：１mm以:､.の長とi・イ.英少碇含む。

Ii1糖ナデ、底部|､]転糸切り｡，ﾍ外侭灰白色‘,精製士‘

11|齢･デ《，内外面峡色。胎:･の純j需献やや大きい。

要部など羅色の鉱物壷含まなむ､花尚烏。
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内外而横-ラデ側内外面灰黄褐色(：ユInm梶の長矛.陰多く含む侭

左ｲ,両側間が便j::面,１花倫岩‘，

茅.側面が使用面か。砂若で風化若しい・

ﾀﾄ而横の号F行タタキ、１人1面青海波文後ナデ。内外面灰鴬惚、：Ｊ１面〈ごi砦然柚。輔製:弓響

ナデ,；仁ぶり､壁色。きめ細かい胎..zにヌー３画の長77少鼓含む

内外而才;ｊ、・プ灰色の.裏めの利i･貫乳あり。峡『皇Ｉ色でやや粗争胎-:号。

内外面機･デ。外営にぷい褐色、内応にぷい黄.憧色《，：．－２“の長石・石塊・巽隊含むｃ

内外面_:‘1転ー ヂ亀内外面灰:1,:仏、１１緑外面帯状ｉｆ炭素吸着。精製.-。

内外間ｉＩ:諏･デ。鋤卜而浅鋤登色。楢製.ｔ(二１１１１m以Ｆの長Xj少餓含も

lj1外面IF'1重ゾー テ‘対外面黄味がかつズ峡:色。希製止。

;1$外面麿滅激:望い。底部I､鯉糸切}Jc1左外、浅批侭色。２－~３;;:::&の1と石多く含む．

1jL1外面;:11蒜ー ヂ。外面鮭ぶい黄褐色、内向黄灰色。糖製上。

内外面1.1:韓ナデｃ内外面灰1.1色。精製･と。

内外面磨滅激しい"力外而灰色。二､‘3:顎:の憂暦少量含む言焼成ｲ<｣削

:j〈I外面凹転ナデェ［Ｉ縁部褐灰角、擦面賑ぷい赤撞色。精製ｔｏ

ｆｉ：：砥《：似伽忌２ｍ残仔。きめ細かい泥岩賀。

側辺iこ瀧v,洲か奮調整剥離、先端部｣上較的ﾉくきな剥離。サヌカイト。

訓嬢・その他蝶散

外面識ミガキ、内面横ミガキ、底面ミガキ‘‘外面・破面浅就灰色、外罰有製斑、：勾面皇霧‘.

詞整・その他緋闇

外而回喉へラケズリ、内面回転･ﾉー ヂ。内外面灰:,:色。２画彫.1,.の長極少最含む。

門外面識ヅデ。

内外而‐j･デハ外１

内外皿､螺ナデ‘

臓安窯

かく灰学･魚

左側1ｍと表而に擦痕‘‘’二iの細かい砂場畠

上面と錘側面Ｉ::擦而あり。黒色粘板堺含砥石転用。

澗整,その他特椴

内外耐匝:極ナデ。内外面灰向色‘．１ｍ融i,~の長ｲiわずか{喝含む

内外IiIil』111|端･デ;,外面褐灰負、内面灰:‘:色ｃ：::鯉以Ｆの長打少量含む‘

淘外mi1側:i膳ー ヂ。:人l外面灰l‘噸ｏきめ訓かV,勝．､帯。

外面方キメ、；人:面ＩｎＩ唾テデ鋤外曲吠色、内禰灰:‘､仏。ｌ画以iざの長ｲ少最含む。

内外而何鴨ﾅ･デ。内外而灰.Ｅｉ色。１ｍの厩；・黒色誌少量含む。

;ﾉ！外面同恥h･;･デ｡内外面灰色｡L--2IMIの長:r[少鼓含む。

内外而E】砿ナ･デも：判外面j火営i色Ｕ２緬以1,の長語・記英少且含む‘

外面平行タタキ後へラ状に農:こよるｰヂ。外面浅黄憧色、：人1面にぶも､褐色。赤焼:ﾗの須恵質

外面説い柿描き文、内、櫛(且よる押！･･:史上ヘラ撒き文･柚は薄く休部下半露胎《,胎.ｈきめ細

”硬質.，

外1ｍ:こぶい褐色、ｌ趣而概色Ｕ１‐２画の長記ピ・巧英・角|岨j多く含む。

間にぶい穏色、：“i褐灰色。』･－３mmの長ｲ｢多く含む。

目内外面灰色。IInIII以!､､の艮凋少量含む。
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3139

3089

3044

Ⅳ樽味遺跡５次調査１４７

、
Ｕ

Ｔ
Ｌ

画
一

1３

１４

１６

1７

１８

i９

2０

2１

2２

2３

2４

2９

3１

弘

3５

粥

4０

4２

4３

4４

躯

１６

4８

図87.88Ⅲ区ＳＲ－１ｅｌ層出土遺物

1０

具品

1２

1３

二４

1５

１６

SＲｌ

SＲＬ

SRA

ＳＲ：

SＲ２

SＲｌ

SＲＬ

ＳＲ畠

SＲ１

SＲＸ

ＳＲユ

ＳＲ二

ＳＲ二

SRI

SＲ１

ＳＲユ

SＲｌ

SＲｌ

SＲｌ

SＲ１

ＳＲ：

SＲ１

SＲｌ

SＲＬ

SＲｌ

SＲＬ

SＲ１

SＲｌ

ＳＲユ

SＲ１

Slと

SＲ１

ＳＲ：

ＳＲ：

Ｓに

Ｓに

ＳＲユ

ＳＲ：

塵聖篭圏

世Ｉ

ＳＲユ

SRI

SＲ１

5Ｒユ

SＲｌ

ＳＲ二

Ｓに

Sに

Ｓに

ＳＩと

ＳＲＩ

ＳＲ息

SＲｉ

ＳＲ二

ＳＲ上

SＲｌ

Ｃｌ制

c層

c噸

c隅

【z崎

c耐

c11Ni

c層

【:蒋

銅

c塀

c届

c届

c層

哩埴

c胴

c届

E屑

c屑

c層

c屑

c層

(』職

c届

仁層

哩層

じ層

ｃ燭

雌掴

c屈

c増

c屑

唇紘

L,ﾕ牌

c二周

Ｇ１廟

Ｇ１層

clIf

el屑

el綱

燈l樹

el咽

e]増

e]隅

el咽

B１

e具届

el層

Ｂﾑ層

Ⅲa窟

Ⅲ囲壷

I1ia素

叱柑

Ⅲl〕北

ⅢＨ１南

Ⅲb北

､鋪

１W河北

ｎm南

Ⅲａ:蜘

ｎａＩｈ

mR-i上

mb-iH

Ⅲb北

Ⅲa北

Ⅲb北

Ⅲb北

ｍｂ化

Ⅲb北

鷺b化

Ⅲ 剛

Ⅲlﾙヒ

Ⅲルヒ

、I)北

Ⅲ２曲

EII]_Ｉ上

川南

Ⅱ３１割

蘭b北

Ⅲa北

瞳b,|上

Ⅱ 剛

Ⅱｉｂ屑

mzh南

副).|と

iiM竃

ｍａ糊

mbl*，

山北

地Ⅸ

Ⅲｂ』！

Ⅱb開

巽ｂ席

mｎＩＮ

ｍｂ南

Ⅲi)1割

Ⅲi；

Ⅲ〕耐

藤〕南

Ⅲu雨

ⅢⅢ南

mb-化

皿痢

m1i酸：

nm北

nm南

弧恵器

向器

~･師器

;・師器

砿恵器

－２『fI鰯
DoUQpE;

_弓師器

.･師器

::仰器

~:帥

:､師器

:弓師器

.師器

-..師Ｒ

-.師ゼ

･晶師器

別iii器

:.､師器

.･･師器

･皇師器

■召

具■Ⅱ

．□Ｉ

2１

上Ｉ

ｈ輔

上側

f:､師＃

:．遷師：

..ｆl稀

.上帥器

黒色:1器杓黒>糊

黒色.:､器J阿黒)椀

罷色.z器:更照Ⅲ

.z製,茅，

:･劃

：-3

,｢･器

汀窯

穂別

Ⅲ意豊

緬恵Ｒ

訂恵Ｒ

緬恋

須恵；

敏恵；

娘

■Ｊ

－■

■』

_･ I

■Ⅱ

：,師器

､Ｌｍｊ

if器

需器

i雑

別；

椀

椀

椀

』兼

飼司

燭§

ﾅ末

別:

』ｲ;

坤

財

財、

坪

坪

〃《

坪

河；
Ｕ

坪

〃《

川５

雁

|Ⅲ

■■Q■

l■

zエ』坐

椀

礎

碗

塙

lll畑

晩成砧.･塊

磨製可:瞳~.．

群砿

灯

W器

坪蒜

坪身

坪蓋

長釧

壷

,柳ソ

謡

圃弓

f派

卸

坤

:，製両卿

：:徳

１１

|､｣縁

:]縁

壁ｉ

底

圧！

底

底：

庇

噸

斑】

蛍部

底部

底制

底部

底齢

底部

底部

旗部

全形

底部

底部

底ｆ

底部

厳部

底謡

氏部

底部

一一窪ｊ
"p1.ザ

稲他

雌部

，Ｉ穂

lざ止製（

|肘蔽

､蹄

隆託

'蕊舗

冊.､l:部

脚部

;：糠

(里.-1:部

:ｊ糖

民甜

．ｉ糖

,１繕

内外iiIl皿転ナデ、ヘラミガニ

内外1暇回１膳ナデｃ･和外由瑚

珂外I【

内外而11,職ナデ、底部

内外面l;':雌j･･戸､底部

､勾外繭ｌＬｌ１職ナデ。外面浅茜擬色、：Ｊｆ;国概色。輔製･;.i二罵石少量含む。

内外面|;'.'慨ナデ、庇部lnl韓へラ切り。外面にぷい椎色、：Ａ１而渋誰色ｃニーＺ噸Iの長ｨ;少壮含む，

1人!外面ｉＪｌＩ砿ﾉー ヂ遡外血:二鋤､戯憧色、内灯i渋！

内外面I『I'砿テデ、唾部.uI転へラ切り。：｣L1外而灰:ｚ,色勘精製.弓

内外面'!i砥テ･デ．外、淡瞳色、：ﾉj而灰1.1色。二耐;;;必下の上諏少量含む:：

海外:iii回転ー ヂ。外而灰!.】血、ｉヘ刈浅黄色ｕ１．．２ｍの長可：.ｒ､､美少量含むｃ

:AI外､噸転ナデ、底錦回I腫へラ切’

利外而圏訟ナデ、底舗回転糸切りン

:刈外而更計

内外面哩減。内外

.』LＩ

内外霧麻減勧内外両灰デ,色。ユ‘直－２撫Ｉの長打少量含む豊

凶外而回転ナデ。外面渋l火沓:.、ｇﾉ1而|火:具:色。１mm軌』､の長ｲ；・イi英少篭舎迷

内外而回転ｻ･デ、底部I':.il域糸l〃I)。:Aj外而灰直色ニユ､叩以1..の瞳ｲ『少量

'Ｊ』外而i回転ナデ

内外面司転･デ沙｛

､鋤|､rii磨滅、外側Ｉ

;Aﾂ外而唯減。！ﾉJ外面灰;ど;色。甚雌の良ｲ;.．{淡少11t含む。やや軟箭。

丙外、火白色、破面黒化屑省皇－２mmの長荘・紙災少拙含む。蝋質昌

外苗･デ、；'､jii;iミガキ。タ!､耐，

丙ウ|､両.【1.雄帝・デー内Ｔｌｉミ労尉

．弓外Inii:::蕊･学･デ，外､i雁1厘;蛍,、内面灰懲。二－．－２ｍの艮石・蘭英少悩含む机も悩胎上今

内外柿::蕊ぅー ヂ。外DiIi浅貰色、ｉ'麺i:ｊ;黄褐色《,鞘製:監尋焼成,ｆ５良

外liIi憧色、内:4:識灰色。内面海綿状瞳ユ、･２前:､の錘:少哉食む。

内'剛&､弓:i:fあり:，灰向色｡’|雌f‘，

外面ガラス沖状のもの付荊、器壁海綿状。内Ⅲ､に.部蕊あり。ｉﾉ･;面赤禰色ｃ焼成良好，

凹韮式《,先端群:･側かえり欠拙．訓鰹剥離は１１M隷祁のみ。サヌカイ!､。

姥調

調整・その他将徴

門誕唄.njI伝ゾ･テ

内外而I凹転ナデ、外而握井郁回蛎へラケズリ，外面灰:‘･角、，j･1面灰仇。ユ:''111以1fの催ｲ厚少鐘含む‘．

外面IJI|蹟へラケ･ズ胃j、内而,戸.‘擬ツデニ．'E外Ii.;灰.‘,色

､再外mi:『:l転・；･デシJ1外面ｌ火:匝鰹ｃＸ::;:::の1認:少hI:含む。

外Iiill帝ダタキ

内外面,｡'i'鵬ナデ

内外面|Ⅱ|蛎ナデ‘

,和外画|:'|雌ナデ。.､外liIi灰学:色色

1人l外l藍：z〃棚･』-ず、ｉ･万難象ラデ。

:鋤卜面睡純瞥；ﾉ弱

.＆外面横ナデ。

ljL1ﾊ
ﾛ一｡

内；

Ｆ

湖ｉ

iへ』

外面回'侭ー･〉雪《:､衷外111i坂1.ｆ'‘．！．…２鯨の底ｲ.・・イ.英少量含む‘,やや'祇質”

L面､:Iルミナデｃ外面淡;』

ﾉﾄ面.'罰帳:j･デ、ｌ職’

外而回転ナデ。

面膳滅。外iii

而世l転す,デ。外面渋菰権色、：ﾉ営面禍灰侭。：－２mⅢ'：

而回転ｰテ、底部回帳糸切り。外面峡手.侭、窓面洪

ｿﾄ面鰹i蝋《･Ｘ

I釘ｰヂ。内外面に慕い催色。］

､面|I:i雌ヅ･デ･外面"と;~.《『島、内蛮

外諒iI7i極ナ･〆i；：勺外抑火色ゴユーー２i雌の良ｲ;少11t台む。

ﾀi､耐IIjI1膳ﾂー ヂ心外蒜憧色、・河1ｍ・破画溌菰俺色。軒i製と豊赤鏡ｲﾋ粒２．か

僻餓。外面に肉

､JlIl鐸'デ等｜Ｊ１ﾀＩ

掻ナデ、底部回権ヘヲ切り･外醐浅黄掩色、・勾而灰F1色ｃ上幽以下㈹皇:Ｆ・・ｨ蝶少1,t含む＆

資力キメ、河I鴬青海波文物外1m沢i』:色．ｌﾉ･1面灰色。２nInI以:､.の於石少塁:含む小

､犬ず;･部撫､‘;:.‘転ヘラケズ:j、河外面脈:』:色、１mm以i,'の庇ｲｆ少哉含むく

。E胃Ⅵ外面青雌色、１１

流磯色。精製:己

Ｉ外面:二ぶいl登色。：．、４ｍの長X1..班美少最含む。

'1.河浅黄壁色”ユー２

而膿:塁踊ｃ：．“２mmの長打・石災少1,1:含む。焼成不良

泌烹;二ぶﾔﾕ織色、内面椅色ビユ皿報の艮疋・鞭英少量含む煙

礎貨瞳色、．巧;”<:．､色。：.､･･２鯉の:1忽･･･ィi英少IIi含む圃娩戒不良ｃ

j外而灰lzi色。二.－２諏Iの長石、極災少iit含むく

外賀洩黄橘色、１入:面吹手z色哩：、２::::::の長ｲ;多く

にぶい1Mi憧色、・斑1曲i催色。&諏以Ｆの長荘少且含む《，

外、:!':雌へラケズ,ル:ヘ外l前灰色ｉ』、･２ｍの艮荘少:,i含鋤。

『I:蛎糸切り後ゾデｃ１人Ｉ外荷灰:,､色。やや戦

厭色、脚広筏黄撹色:ｊｉｍｍ凱;･･の長ｲ:、イ･英少餓台も｡②

驚黄概色。１ｍｍ以』､､のj鋤［・府共少批含む。

..;鯉へラ切り‘,外商j天i‘;色、’,震需淡批色ｃ二諒以Ｆの良ｨP少量含ijP:二Ｉ|雌『

:21転へラ切り。｣火:２:色．梢製。。

¥･外面灰色、、勾向峡:'塁:色。

照角、薄く淡素吸蒋ｃ0.5郷以ドの長,I;少紫含む箸

畠、・可簡隠ぶいfji梼也。ユ河以1魁の良江少i１t含む。

灰r､臼,、鷲1m択黛。ユー･･２，１の長ｲ：・イ:､英少蛾含む晋

1,耐火1厘;色、，菰薗j火色ｕ２Ｉ'''1:以:､･の良種・イ!英少蛍食す』

り。外niii艇懲、湖甜浅貞篭色。ｚｍＭｌ以1,の長x『少111;含む噸

ｳ､。，へ,外虐灰デ:色《，』画以、､の;認..『;英少1,1:含む‘》

面紫灰儀．：～２１雌の慢石・石英少量含むｃ

賦以１Fの長ｲ:少蚊含む．

艮高多く含む｡

険質‘：

2噸の長芯・禰英少:ｉｔ今も｡。

､以~･ざの長‘ｉｒ．,【｢夫少雌含む。

黄慌仇Ｕユ醐哩陽1;･の燈｢『少城含む｡

Ni色。：～２１叩'の暖極少敵含む。

;反ｨ..，イテ英少11t含む蓬

樗鎚］:;;:::必7,.の良彊。,Kg従少最含む･

3他８

３０２７

3017

101s

段４７

3且5０

302を

3026

30侭

3ｺ3５

3]3６

3070

3142

3ﾕ4３

134

3ス

3１

3019

3133

3020

3ﾕ410

3069

3:３７

3024

１０乱

棚
．
が

災
祈

３１７０

３１０７

]{}3s

３１６１

３１面

３１刺

30稲

304上

〕O7i

3072

錐3８

３１Ｍ

ﾖ022

３１９３

ﾖﾕ9５

)3７

２Ｍ

0５

1９

皿

1９

一
Ⅷ



1111

148

ﾕ７

1８

１９

2０

2１

SＲ１

SRl

SＲ１

SＲｌ

ＳＲ］

el層

G1層

Ｃｌ届

elkW

e2l輔

Ⅲb南

Ⅲb北

Ⅲb北

mfi篇

mb篇

ｋ師；

．i:師

畢師§

詫師:

上師：

坪か椀

坪か椀

坪か椀

｣沢

坪

:l線

:I緑

:Ｉ線

底部

底部

内外面[､l順ﾂ･デ、内向粗いミガキか１，内外面灰F::色。鞘製望。

内外面'''1砿ナデ。外面灰白色、内面浅黄掻色《,粘製土IElmm以.1,.の艮石・イデ爽少最含む。

内外而[I前1噸ラ.デ。内外面浅黄燈色峨輔製-|君にユ､､以下の長訂少iTt含むｃ

内外1m【ﾛ1幅ラデ、底部|nl転へラ切り。:対外1m灰F・色。梢製．。

内外IiiIpI蛎ナデ。内外面灰:塁1色。１mm以下の石英少批含む。

3101

3158

3154

3043

3099

2２ SＲ１ el卿 Ⅲa南 .i･師： 坪 底部 内外!mInI蛎ナラ雲､､内外面灰:畠.色《》二mm以.fの長石少舟t含む。

2３

型

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3２

3４

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4２

4３

“

4５

1６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

砥

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6７

bＳ

6９

7２

7３

麺

SＲｌ

SＲｌ

SＲｌ

SＲｉ

SＲｌ

SＲ１

SＲ１

ＳＲユ

SＲ１

SＲｌ

SRl

SＲｌ

SＲｌ

SＲｌ

SＲｌ

SＲｌ

SＲ１

SＲ１

SRI

SＲ１

SＲｌ

ＳＲ１

ＳＲ］

ＳＲ］

SRI

ＳＲＩ

ＳＲＩ

SＲ１

SＲｌ

SＲ１

ＳＲ］

SＲ１

SＲ１

ＳＲ］

ＳＲ】

ＳＲ１

SＲｌ

ＳＲ：

SＲｌ

SRi

SＲ１

SＲｌ

ＳＲユ

SＲ１

SＲ１

SＲ１

SＲｌ

SＲ１

SＲｌ

SＲ１

SＲ１

SＲ１

el胴

el層

el届

el層

Ｇ１層

Ｃｌ届

Ｃｌ胴

eJW

el畷

ellW

el層

e二噸

Ｇ１屑

el層

el層

Ｇ１届

el屑

Ｇ１層

Ｃｌ層

c]届

el層

e曾層

el脳

Ｃｌ隅

Cl届

elI閥

el脳

el届

el層

el鰯

Ｃｌ層

Ｇ１層

el厨

e:脳

e１噸

９１増

e1個

el咽

e二1Ｗ

el層

el厨

el層

el屑

e:層

e１噸

el咽

Ｇ１府

el層

el層

ei脳

eＩＩ

elIEI

Ⅲa南

mbI郭

Ⅲb北

、]宙

Ⅲb北

ⅢbIh

Ⅲa面

Ⅲa北

Ⅲb北

Ⅲa南

、》北

Ⅲb南

Ⅲb耐

Ⅲb北

Ⅲa』ｔ

Ⅲa北

Ⅲa南

mbI判

ⅢaI櫛

Ⅲb州

Ⅲb北

Ⅲb南

ｍｂ北

Ⅲh北

Ⅲb北

Ⅲb南

Ⅲb南

Ⅲｂ北

Ⅲ捌南

ｍｂ北
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底部

底部

底｝

底部

口隷

Li縁

|ｉ緑

全形

底部

底部

全形

全形

全形

令形

底部

Lj縁

口緩

、線

｢l緑

口緑

休部

ロ緑

底部

底部

底部
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底補
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底

底

底

底部

底部

底部

底部

鹿部

底部

底部

底部

全形

部

部

内外面磨滅、底部回転糸切り。.和外面灰白色ｅユ皿以下の長涜・石英少量含む。

内外面磨滅。外面浅黄梧色、内面灰直色。ユー３”の奨石少拡含む。

内外面ini転ﾉ･デ、底部IuI転へラ切Ijm:可外面黄灰色。２画以』､の長街少遼含む。

内外面回転･ﾃも内外面灰F1色。１－－２顕の長打・禰英少量含む。

内外面磨滅。外面浅批撞色、内面浅授色。１．－３画の長石・石英少量含む剛

内外面回祇ナデ、底部回転糸切り二内外而蛍授色。長;1~１

内外而回幅ﾅ･･デ。外面にぶい澄色、内面灰白色。長石少

内外面回帳･デ。外面灰１塁ﾖ色、内面浅黄桶色。ｌ～２国の長緬・イf炎少戯含む。やや軟質。

内外1mm帳･ナデ、底部但l転糸切り。外面浅黄撞色、内而灰i';色。１:蛎堪1『の長ﾗ､少斌含む。

内外而噌減。外而淡黄色、内面灰内色。ｌ～２画の長石少'瞳含む。

内外湖何転ナデ．外面淡撞色、i姉Ｔｌ品ぷv語掻色。ユー､－２mmの艮禰少量含む,；

内外而回転ナデｇ内外面にぶい帽也。ｌ～２１賊の1劃『・イ｢英少鼓含も

内外面回転ナデ、Ｉ~I隷下に強い横ナう.計･内外面灰1倉:色。精製･i.;:椀の可能性あI)‘，

内外面lnl転ナデ｡外而i二ぷい黄授色、,削而浅黄燈色。且画以i,.の長石少賦含む。

内外面ロ転ｰヂ。内外面澄色。梢製6:。

内外面i:I:転ゾｰテ。外面授色、内而浅黄捜色。１鯉以下の長石少鼓含む。

内外面|ITl転ー テ。外面l呉ぷい糧色、内而灰Ｉ'1色。ｌ画以.ドの長禰少鼓含む。

河外面lIll転ｰヂ、底部回転へラ切り。外而にぶい糧色、内面浅菰糧色。lmni以Fの長石少堂含む。

,村外面iI1i難ナデ鰐内外面灰IiI色。１．－２mH1の長石・石災少jit含む。やや軟質。

和外面胆砿ナデ、底部回転糸切り＝内外面にぷ1f,橿色。

内外面111:､楢ナデも外面にぷい黄掻色、・翻面

;犬i外面同帳;デ､底部|Lj転糸切り。外1m浅ｉ

:可外mill:1帖ヅデ、底部回転へラ切り。にぶい掻色。ユー２ｍの艮商少量含む‘，

内外m似蛎ナ式外面浅黄様色、内面灰r:角:，１画以1,.の長石少量含む霊

内外而回栃ナデ。内外面浅黄機色。１－．２画の長石少迅含む。

内外而回砿ナデ。外面浅黄椎色、内面灰i』:色。i･－２皿の刀:.英・長ｨi少辻含む。

内外IiIi【I】1噸ナデｂ内外面灰lzi色。ｌ畠・２mmの長蒋少処含む。

内外面I'』11膳ぅー ヂ。内外面浅黄穏色。１mm以』､､の長打・緬英少量含む。

内外、[hll侭ナデ、内面ミガキ。外面褐灰色。輔製土。

内外面回職ナデ、内面俵ミガキ窒外mi浅黄燈色、内而薄<」｣.(変。梢製-畦。

内外面同蛎ナデ:,外面浅賀授色、内而黄灰色。１－．２画の長石・石英少駄含む。

内外面111|転ナデ。内外面にぶい禰色。ユ－．２mmの長石・石英少｣it含む。

内外1m回I|蹟ナデ、凹凸顕著。内外面浅菰灰色。１mm以ｒの長石少澄含む。

内外而回il砿ナデ。外面灰白省,、内而浅哉糧色。１～２ｍの厩ｆ・荷英少量含む。

内外而凹帳ｰヂ。､可外面浅貨侵色。１～２１蝿の長石・イマ英少丑含む:，

内外而回帳十デ。外面に.ぷい黄撞色、内面灰色。２i、以下の長石・芯英少里‘含む‘！

内外面111;帳ナデ。外面明褐角、内面淡貨色。１謡:以.ドの長石少愚含む。

内外而:川転ナデ．1A:外面灰向色。ユ･･－２mmの長石少倣含む。

内外面回転ナデ･内外面にぷい燈色。１mm以Fの長石少遼含む。

内外面|Ｊ１転ー テ、内面紅いミガキ、唾部何転糸切り後高台貼付。内外面浅黄横色･長石少赴含む。

内外面l側l転ナデ。内外面灰F1色:，：,－２１，mの長石・石英少載含む。

内外面.Ⅲ;転ﾌー ヂ‘１.和外面浅黄授色。梢製}:。内面に気泡状の剥離帥

内外面l｢'1転ナデ。内外而浅茂授色。１画以』．､の長恋少量含む:！

内外面回転'デ、底部回転糸切り後高舎貼１J・・村外喚i浅黄色。１露!以下の長ｲ１．イf英少砥含む。

内外而回転ナデ、内底面定方向ﾂ･デ、外而軸談痕、底部回娠糸切り後高台貼付。内外面浅黄桶色《,梢製
上。

内外面i鮒i転ナデ、酎而ミガキ･外面灰;~:色、内面灰色。』－２皿の長:1Ｆ7.打典少量含む。

内外、口l軽ナデ、内而ミガキか。外面浅黄桜色、内面灰色。』･－２mmの長万少賦含む。

外面横ブデ、:和l前機ミガキ。外而灰値:色、内面灰色。１mm以下の長子;．少垂含む弓

内外面1口】転ナデ、内面ミガキ。外面・破面黒化脳。ｌ～２ｍの長打‘石英少量含む。

内側に面あり。２～３ｍ幅のスサの痕跡あり。灰白色。秋寅。

内面黒色、災而・破而にぷい赤褐色。気泡顕群。

内外而回転･デ、高台部入念なﾅｰヂ釜内外面浅黄桜色。皇”以;､の長石少並含む‘Ｉ

洩黄樋色。１ｍｍ以Ｆの長万一万従少賦含む

肺橿色、内面にぶい莱楕色。］皿以･I,､の長禰・粁英少且含む写

少吐含む。

it含む。
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調整・その他特徴

湖外面..'|雌ナデ、外面へラケズ:ｊｓ凶外而灰色ｃ二InlIl以』､､の良(『少最含む。

;勾外面|:'|i版ナデ、外面へラケズ:'・内外面灰色。:～３::::::のlﾐｲf少批含むｃ

脚外而i:'1椎ナデ、：勾脈:鷺定方|ｈｌプ･デ、外面へラケズリィ，内外面灰色。

内外面:叫瞳ツ'デｃ：Al外而灰色。二～２mmの良ｆｊ・石災少+1ｔ含む。

内外面''1'1世､ナデ。刻外而灰色。1-,.2111mの長石少滋含む。

内外面'１１|戦ナデ。内外而灰:'‘色．鷺･～２i趣の長ｲi少斌含む。

内外面1,11侭ﾗー ヂ。、河外商灰:':色。１画以１．の長:rr少力t含む。火偲が入る。

内外面回転ナデ‘，：可外面灰:.:色‘，ｌ幽以'､~の長石・石英少駐含む。

外謝平:fテタタキ後方キメ、:和:iIi青海波文後ぅ･デ,,外面灰白魚、:利面灰色。１．－２皿の長7：・７;英少雌含む儒

外面号ｌｚ行タタキ後横ﾅｰヂ、内謹青海波文後ｰヂ。，勾外Iiii灰色、破面赤褐色･長何少量含む～

内外面|Ⅱ|職ナデ‘:外面燈f'３，駈而浅黄色。１－２mmの長ｲ１.雲母少戯含む“

内外面:ＩｌｌＩ砿ナ･デ、外面底部１１近強い･デ･外面洩黄桶色。ユmIn以.』､.の長石少量含む。

i'ﾘ外面唯峨ｃ外1,灰色、内面灰;':色。：I睡以Ｆの提ｲi少)1t含む。凡質に近く,､罰

内外:刺１３|極ー ヂ、底部|,I|蛎糸切り｡外Iili,異ぷい州登色、・MIIii浅州登色Ｃｌ～２”の長班・茄英少量含む。

､勾外i姉1幅ー テｃ･巧外蒜撞色‘,講製fLi二ｌ:nm以ｆの長石少鼠含む。

､珂外mi同転ぅ･デ｡内外Iili灰rl色、精製.:､に長刀:.・石英少吐含む｡

,可外捌口】転ナデ、底部IⅡ|転へラ切り《，､河外面灰白色‘，長禰・訂英少赴含む

内外面回転ナデ。外面にぷい黄撞色、内面樋色。二ｍ以:､.の艮禰少斌含む。

内外面回転ナデ。外面灰色

内外而膳減。外繭撞色、内

内外垂回転ナデ。外面樋廷

,:ﾉｵ外面回職ナデ。外面黄灰色、内面iこぶい樋色。&～２画の長ﾃｨｰ１．１:英少且含む‘Ｉ

内ﾀI､而回転ナデ、底祁回il強へラ切り。内外面灰|‘｣色。0.5mm以.Ｆの長お少量含む。

珂外IiIilIll藷ヅデ。外而燈色、：弓面にぷい‘隙色。ユ、in以.1,.の圧(T少獄含む窓

､河外面Iul転ぅ･デー外IiI餓灰負、内而灰色《，Ｚ弓・３皿の長打・ｲEf英多く含む。

内外面;'':極ナデ,，内外面峡白色輪梢製-'三iこ二ｍの厩ｉ・汀塊少１１t含む。

内外面'.'|職ヅデ。：ﾍ外1節灰白色《,輔製･;．､にユ蜘以1ｓの艮石少哉含む。

内外面磨滅。、可外面灰学:色、破雷黒化騨今lznIn以ｒの長石少批含む。

内外面|;':賑ナデ。外面灰1.1色、１ﾉL1面黄灰色。：nml以下の億!:.少量含む。

内外面:'１雛ナデ。内外而灰:蝶:魚、破面黒化層。１ｍの艮澗・液英少最含む。

内外面|【'|転ヅーデニ外面浅黄樋色、内面灰:皇:色。lznm以I､､の長班・Ｚ:､英少量含む。

内外面;､娠ナデ。内外而授色。３mm以下の長巧少量含む。

内外1m回維ナデ。内外、'二ぷい磁色。二ｍの長fi，イ｢英少粒含む。

:入‘外面【''1軽ァー ヂ‘，内外面懸色。ユ廊以i､､の長ｲi少1,1:含む。

内外IhiInI転ゾ･デ、内霞ミガキか。外面灰白色、河面浅黄樋色。箱製十にlInm以1,.の長石少量含むI：

内外而1''１転ラデ。外Ihiにぷい黄概色、内面灰褐色。：謡舘:段の厩f・雲母少赴含む。

河外面ﾅデI:外面褐灰色､内面機色｡0.51域陸下の長:1T少･吐含心｡

泥浩Wic

澗禁・その他特徴

内外lnilnl帳ﾉー ヂ。，勾外面灰色。二唾以1..の長荘少止含む‘Ｉ

外面.而|賑へラケズ'ノ

可外而回転ナ･元外爾

内外面.m転ず･･デ。内外

湖外而Ⅱ:;栃ナデ。内外而灰''１色。ユ･…２ｍの長打・石塊少i1t含む。

内外面.:',転ずデ!：内外面灰:ﾕ1色、破面黒化剃。ユ画以.､の長石少量含む《，

'可外面1.11蛎テデ,，

内外面.；'･I砿ナ･デ。；

内外面:;111i猿ナデ｡；

門外1m府蛾。内 7i､面灰白色。１～２mmの艮芯・祇英少111;含む。炊質。

面浅黄稀色、内面i火;理;色。１ｍｍ以!､の艮矛:､少迅含tj､。

卜面浅黄澄色、内1ｍ;二ぷも､撞色6,1.-.2ｍの艮ｲi少碓含む、

{､面灰:'1色、、可面灰黄色。二ｍ以１．．の便極少雄含む。

j･デ、・勾而匹凸蹴著I，内外面灰fi色。梢製･Ｉ．。

にぶい蛍澄色、内面燈翁,，ｌへ･２ｍの憂羽、実母少量含む《，

師昌蕊い糧色。２mm以』､､の長石・石英少１１t含む。

、、犬1面灰白色、破血淡黄色。艮石少溌含む。Ｉ炊質の須恵器の質感。

面にぷい橿色偲己nuIl臥下の長:YT少牡含む。

、内面髄ぷい;慌色。二ｍｍ以下の長.【T少祇含む

測
号

突
誰

3126

3065

3125

3130

3062

30.15

3061

3064

3063

3084

3０６５

3083

3056

3122

3124

０６０

0別

3“８

3066

3０８７

3086

､1９

3058

3128

3057

3055

3131

3129

3067

3050

123

3052

３１２７

実測

番号

３１７２

３１８０

３１別

3185

１９１

３１８８

３１８７

3182

3179

3189

059

3046

0４

ﾖ053

:］ ＳＸ２ Ｃｌ割 Ⅲｆ南 ：洞 f末 ．』l外mlEil侭･ーﾃ゙ｨ,外面灰読也、内而灰i':色.，ｌ如以.､､の艮禰少jit含む。

１２

1３

４
勺
１
国

１５

1６

ＳＸ２

ＳＸ２

ＳＸ２

ＳＸ２

ＳＸ２

c哨

c掴

c層

c層

c断

、c南

Ⅲc南

Ⅲc淵

Ⅲc南

．~．、

Ｌ師器

ｔ師器

ｔ師器

上師

坪

坪

雪不

豚

唾｝

底１

唾１

底；

底：

・慰外雲1,1転ナデ

：人外;剛111鉦ナデ‘

:可外面回転ナデ｛

内外面露側:稲ナデ

河外面i‘'i戦ヅデ。外面Iごぷい概色、内面黄樟色。２２２鯉以Ｆのj評f少量含む。

、底部1,1唾糸切り。外面授色、内而IこぶV､州登色っ１ｍｍ以.:､-の艮石少爺含む。

。内外面灰.~I色。２::::::以下の長打・石炎少世含む｡欲質

。内外面灰手:色。二１１皿以下の長石少Ｍ含む。

、底部回転糸切り:，内面灰白角、外面灰色。二画以'､の長ｲ『少娃含む。

3１８１

317s

3176

3190

3183



|Ⅱ

１５０

1７

1８

図９１m区撹乱出土遺物

１０

。

i２

1３

１４

１５

１６

図９３Ⅳ区ＳＲ－１ｃ層出土遺物

10

１具

1２

1３

1４

1月

1６

１７

1８

i９

2０

２二

２ワ』

2３

2４

2５

2６

2７

2Ｓ

ＳＸ２

ＳＸ２

出七位世

迩僻

撹乱

概乱

概乱

掻乱

椴 乱

批乱

批乱

慨 乱

挽乱

撹乱

撹乱

撹 乱

撹乱

拙 汎

批乱

撹乱

出､『２位詩

巡榊

ＳＲユ

SＲｌ

ＳＲｌ

ＳＲＩ

ＳＲ】

ＳＲ］

ＳＲＩ

SＲｉ

SＲｌ

ＳＲ１

ＳＲ１

ＳＲユ

SＲｌ

ＳＲユ

ＳＲ１

ＳＲユ

ＳＲユ

ＳＲｌ

ＳＲユ

Sに

ＳＲｌ

ＳＲ１

ＳＲ１

ＳＲユ

ＳＲ１

ＳＲ］

ＳＲ１

ＳＲ１

ＳＲユ

c層

c隅

Ｗ位

届位

亡屑

c鳩

c層

cj轡

c層

c層

c職

clW

c慰

c層

c層

c層

c層

c層

c屈

c料

c層

c屑

c層

c層

c層

c層

c層

c届

c厩

c層

c届

、I〕北

Ⅲc南

地区

画I〕

【
》

丙
山

Ⅲｃ

地区

IVbIl1

Ⅳc西

iVbI|’

IVb中

n.CII！

ﾊ゙b東

IVb中

】V3中

IVcI:’

ﾊ゙a中

IVb1I1

Ⅳa中

ＫＣ中

IVc4II

IVb中

IVb1I：

n．b中

Ⅳ融両

IVb瞳

Ⅳb酋

Ⅳ３

IVbIIU

IVbfiI

Ⅳc西

lyb中

b中

b西

但中

b西

士師器

ｋ師

職別

須恵器

-t師：

土師Ｒ

上師器

．．、rz-吸叩
‐、卜・6hJ階iｒ

：弓師器

-i師器

土師器

凡器

ｔ師器

青磁

陶器

倫前焼

備前焼

里師器

．:澗稀

種別

弥堆．ｔ器

１.帥２

土師３

_生師器

士師群

君師器

士師

i二師謝

.,弓師器

須恵器

i,師器

促師骨

:昌師：

..側踊

-;･師器

:.師

.ｋ師

出色土器《内M1)椀

'二師器

瓦器

:-師ゼ

.~･師

：昌師号

青磁

頭恵：

..L師

.:弓師器

陶器

Ⅲ

鉢

何

鯨

固く

坪

L（

坪

河、

ITIU

mD■■

碗

椀

碗

髭

播鉢

稲鉾

羽釜

不明

器種

壷

到

坪

河、

坪

皿

11Ｋ

l]Ｉ

Ⅲ

‘椀

椀

,椀

椀

椀

様

椀

椀

椀

侭

椀

,儲

碗

ね鉢

『.ね鉢

羽釜

おるH・皿

,Ｉ蒜

11緑

部位

｢I縁

底部

底部

底部

底部

底部

底部

全形

1１

底

ｕ綴

胴部

：味

底部

脚部

胴部

部位

11緑

底部

底部

底部

底部

底部

底部

Iｊ緑

全形

底部

ｌ」

１５

L｣緑

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

休部

11緑

｢1緑

１．緑

隆制》

部

綴

内外面:''瓶･デ。内外面灰白色。Ｌ醒以Ｆの長ｲｉ・駈冒i英少雄含む零

外面横ハケメ、内而横･ﾀー ヂ｡.'ﾉ価〈是識､黄枇色、外面黒灰色。二～２１噸の長汀・雲母:少量含む。

捌繁・その他特徴

口縁『波状文ｅ内外面囚転･デ。外1ｍ・破面灰赤色、内.､面暗赤灰色。糖製Ｉ。

内外面回転ナデ、底部IuI転糸切り。iAJ外而浅黄授色。ユー２１雌の腿禰・石英少且含む守

内外面lgll転ナデ。､和外面浅黄桶色。ルー２耐の量,ｲ１．少''1:含む。

内外面.'１賑ナデ。外面糧色、内面浅黄桧色。１mm以下の長烈:少迅台すfｏ

内外而同棒-デ・内外面灰内包‘．l～２皿のlをｲ手少斌含む。

内外而回帳ﾅ･デ。外而浅黄色、内而浅批憧色,、１．，２Em以H,の艮軒少逓含む。

内外面回娠ナデ。外面灰黄色、ｉﾉ1而iこぶい授色cl1nm以下の長7T少吐含む。

内外面何犠ナデ。外、洩黄燈色、：え1面灰白色。ルー２ｍの長石少戯含む。

内外面回転ナデ当ijl外而灰直也、炭素吸薪斑状。箱製lF．

内外面珂転ナデ。内外面浅黄極色。ｌ画以F､の長履少赴含む。

外面櫛拙文、．I緑端部の内外IiIiI二２条の条線!．薄い透Iﾘ]感のある軸、貰乳あ})。わずかにj;也粒を会も

灰:‘翁の胎-1号．やや恢質。

外面平行タタキ後、横ナデ、内面ｰテ．内外面淡跳燈色。長羽・府炎少量含む。赤焼嘩･の須恵質。

内外IiiI[':|,|瞳ナデｂ外1節灰褐色、内:鋪i二ぷい{登色㈹ユInnl以下の良ｲ;少１，t含t,．。

内外面回砿ナ･デ。内外面褐灰色。きめ細かい胎:２．焼成非常i二堅撤。

ナデ‘，；二ぷい横色１，１，－２画の長:I『・矛;英少最含む。

外而灰色、四面糧色。１mm以i･.の長羽少舷含む。駄質。被熱。

調整・その他蒋微

内外面磨滅。外、にぶい黄概色、内面洩黄概色。１．３画の艮蒋・訂英多く含む。

内外面庖滅。内外面黄猿色。ユー２ｍの長ｲ:少斌含む。

内外ｌｍｌⅡ|噸ｰヂｂ外面灰rI色、内面浅典燈色。と画以１．の長石少鮫含む国

内外面;Ⅲ砿･ﾉ今デ、内底面ナデ‘内外面峡:豊.色。精製-t。

内外i【ｌｉ転ー テG,.和外面灰白色1.提:ri'少埜含む。

内外面ＩＩｌＩ'随ナデ、底部回転へラ切り。内外而灰,聖;色。長,[f少篭含む。

,村外面回り癖-デ;，内外面灰荊色。２皿以.』､の｣識『少埜含む《！

､可外miIul1l端７淫。内外面灰白色。0.5剛１１以下の長恵少敵含む。

内外而回Ii嬬一デ謬外而灰白色、内嵩浅競撹色。２皿以ド・の長石少壁含む。

内外而回砿ナデ。外而淡黄色、内面灰:&･色。2,1,,W以下の長fF少且含む‘，

内外I､回鞭ヅデ。内外面灰色。梢製上。火襟が入る。

内外面回抵ナデ。内外面灰:,[色。２鯉以1,の膿7｢少賊含む。

内外Iiii回帳･デ。外而灰fI色、内而lこぶい黄構色。ｌ画以1,.の長芯少量含む《：

内外面画帳ﾅー ヂ。内外面灰;畠I色。0.5唾以下の長石少量含む。

内外面磨滅。、勺外面灰白色。１ｍ以下の長:ri少並含む･

内外ImIIiI職ﾗ･デ、底部I:I:転糸切り後高台ﾙIi付。外面黄灰色、；噸i｣火黄色。精製１．に長刃:.少

内外:’1噸ナデ。外面灰12i色、内面灰色。１～２皿の長万・ィ,英少雌含む。跳色上器のI可計

内外面.~寧な．u:稲ﾂー ヂ、底部回転糸切}〕後高台鮒寸二稲製．:：i届１－２ｍの長石少過含む。

内外面何'|屋ヅデ、内､jミガキ。外Ini灰!':色、内而灰色。二～２１mmの睦了・石英少逓含な。

内外面回転ナフ聾。外面灰白色、内mii二ぷい蛍捜色。長石少雌含む。

内外面回帳ナデ、内而帝な横ミガキ、内､j見込舗定方向の粗いミガキ、外mlミガキ省略傾向。:勺外而灰

色、破面灰F1色。非常に輔製された胎'Bに、催ｲi少放含むｓ

内外面回転･ｰヂ。外面浅黄獄色、内面灰r:色。ｌ司・２画の艮耐少量含む｡

器壁薄<間台低い。内外面回転ナデも外而灰諭色、内而灰Ｅ,fn.急0.5mm以Ｆの長石少湿含む。

内外而膳城･外面浅黄燈色、内而灰競色clInm以Ｆの長石少最含む。

見込みに閲線《，内外面オリーブ灰色の厚めの軸。灰|趣｣色の叡密;な胎上。

内外面回鞭ﾂ･デ．内外而灰山色。きめ かい胎.'・に隙や砂粒少澱混じる。

内外而回転ナデ、「I緑部内面強いテ

外面横ナデ、内面;Ｈ１い横ハケメ。‘対外面掲灰色。１，．２ｍの長打少1,t含む。

底部IIjil腫糸切り雀おろしi,緑辺に‐部紬。;AI外而灰:‘:色。lzmn以i,Fの長ｲ｢少湿含む雪

ｿﾄ急;洩黄慢色、'犬I而灰;‘;鍵。撰涜少駄含む。

1,1:含む齢

性あり。

3171

186

実測

番号

3005

3001

3009

3014

3004

3013

301ユ

3008

3016

3003

3007

3002

3015

０１０

3006

3012

実測

帯号

4069

４１艶

4077

407ユ

4197

4079

4067

401s

4195

4017

4072

4073

40Sｉ

41別

'1０８０

4016

４１９６

4198

4068

'1０７６

4074

4066

4083

4082

４０１９

1070

４０７５

４１８５

４０７８
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図９４．９５Ⅳ区ＳＲ１ｅ？層出土遺物

患-【呂位慨

世柄

ＳＲ：

ＳＲｌ

ＳＲユ

ＳＲＺ

ＳＲｌ

ＳＲ１

ＳＲｌ

ＳＲＺ

|悼位

e1,Ｗ

clJW

ellibl

eｌｌＷ

Ｃｌ隅

el鼎

el層

ellW

地Ⅸ

IVbI：

iVMii

IVb苗

wb中

IVC画

IVb中

Ⅳ〔F面

IVbIE：

個別

須恵器

．･師器

..-御器

・師器

..2師器

士師器

器槙

ﾅ未

坪苔

坪身

坪

坪

1111

叩

坪

部位

天ノ

底，

1１

1F緑

１１緑

I:緑

底部

部

調整・その他将徽

内外IIii;*;l転ナ･デ、外:ｍ・器1燕へラクズリ鋤外liIi灰:':(‘:.、内而｣火色ｃ】～３ｍ'の長ｲf少最含む豊

:ﾉﾘ外面'''１膳ラデ。外洲灰色、：M雷背灰色。ｌ刺I以ｒの艮蒋・菰英少壁含む＝

:ﾉＷﾄ而・11.幅･ﾉ･デ、タ

勾外.、Ⅱ転ナデ。１

:弓外而凹聴ナデ。内外面’

詞外面!‘'1噸ー ヂ。ＩＪＩ外面灰訂色。輔製･;:g』

;え『外面'1'1戦ブー ヂ。内外面糧色皇精製.;｡.(等：

内外1m回転ナデ、底部回娠糸切り。内外面！

軸ilnl輯へラケズリ、：勺lniﾕ１１て．典狼。外iii灰E【色、内禰灰色‘．艮粧少量含む塗

jl外面にぷい憧色。鋪製.‘.;二：画勝.:･･の雌砺少j１t含む。

浅黄溌色。精製上(...】窯以Ｆのj認丁少11t含む。

:::::以Fの災ｨ１．ィ:英少通含む。

ｿ<白色‘諸製上;晶長ｲ:少1,1:含む。軟便の須恵器の質感。

測
畦

笑
淋

1１０７

1１０６

４１２６

'1０８８

1205

４ﾕ1５

4207

4097

10

ＳＲＩ

ＳＲ１

el唖

el肘

1Ｗ〕『iＩ

IVbI.；

､2師器

-f師器

坪

河、

底剖

底部
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底

底

底

唾

底
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l蕊ｉ

畷

底Ｉ
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底Ｉ

底｝

[１鍔

全形

眼部

i：識

全形

全形

金形

全弼
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;1縁

「緑

底部

底部

底部

底祁

喋舗

圧制
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■p■●＆

４

劉肘

畷部

鋤部

部

内外蒜回I侭ﾂ･デ。外Iili灰色、内面灰:‘1色。：幽駄ｉｆの長ｲI少撤含む、

1人1外Wiml椎ナデ、庇部回帳糸唾l>･内外1m灰Ｉ.'色。鮒＃

対外Ⅲ1回転ナデ、庇部回転へラ切り。：人l外面峡:色。１

河外lmF‘畷ｰヂ。内外而にぶい横鯉｡ｌ加以Fのl邸ｆ・価災少11t含む。

､河外仙i,:.}転ナデ、底部回蛎へラ切り急内外而"〈:‘;色。梢製.．.に：蜘以ｒのl違ｨ『・極拠少散含も.。

河外而回転ナデ、庇

'A1外１１i回転ナデ、底

|ﾉ：外而回娠ﾅー ヂ、燦

拘外W;;回膳ｰヂ、底部回娠へラ切り。にぶい黄授色。

内外面回転ナデ、底部回'陸へラ切りＵ内外面灰角色。

,勾外Ini1鮒'転ー ヂ。剣外面浅賀授色。２唾以.I･のJ罰,.・イi英少戯含む‐

可外1,1[I:転ー ヂ鋤内外面茂灰色‘，ユ．、２mmの長石少丑念む‘，

:ﾉLI外;Iip転ナデ動胸外面灰.．］色。二mm以Ｆの艮櫛少力t角む聖

内外面|胃I|雄ナデ、庇郁河転へラ切り当内外面侭ぷい捜也。梢製:..iこ１:蕊蝿1..の長蒋・語失少量含む量

内外面l:I|'胸:ナデ。’八1外庶灰黄ホ

IJW|､面l:'1椎ナデ、底部:･･議糸切り，内外I､剛:黄褐色。桁製，

:ｿ1外面|;'|栃ナ･デ、庇部面縮糸切りご内外而吠;･；色。苫幽以i､.の捜石少ili:‘含む。

1人J外面..';'膳ラデ。１ﾉ則外1m"〈.‘‘･急《》皇皿以1,の陸ｲ；・涌英少11t含む。

内外面.Ⅱ.幅ナデ、底部:『':帳糸切;〕ＣＡＩ外1,1二ぷい此燈色‘.＃'1i製-i二《二二画以1ぐの憂ｲ『・ｲLi英少城含む。

内外面;ｌＩｉＩｉ”･デ。外耐二ぷい貞槌色、､可而l火黄褐色。ユ､順以:､･のIをｲｉ‐イi炎少埜含む‘！

内外Imlnl‘荏７．デ、底部.､l転へラ切り。外而明就褐色、可li1i洩髄色・

:軸外!#1回転･デ㈹内外I､灰黄褐色｡長石少哉含む｡

内外IiIiInl転ナデ‘,内外獅灰i皇1F１．０１mm以'ずの長石・Ｉ『英少地合#j,‘:瓦弼こ近い。

:勺外而|｢1.転ナデ。内外而灰血色画１－－２画の艮荘・荷施少壮含む。

刈外I､回転す．デ‘,外笥i二ぷし髄概色、応而:二ぷい糧色nlimi盛.３１．の1証f少;1t念.む。

.E､I外藍

内外而阿転う･デ。外1m灰.．､色、内面灰黄色。１畑以'ずの長石・石英少量含む。

内外蒜IuI軽ナデ、内,ﾕ.ミガキ。外而灰:':ｆ!‘、Ｉﾍ而灰色。柵製-ｔ。

:『､i外而回転ナデ。外而灰測色、内mi灰r;角需艮菰・石炎少･llt含む。

内外河iLlj転ラデ。内外面概色善１mm以碓･の長ｲ｢少批含む

内外而.I'・識･ナ‘デ、；ｊ､1底面定方向ミガ許《:外l繭浅黄横色、内而灰蝿。１１畑玖.､の艮蒋・班英含む：

外;訓I:I!'唾ナデ、内;:;:ミガキ。外而菰椴色、１噸i灰色。１mm以F､の腫侭少箭上含む。

1人1外而i,llil”-デ、角1打ミガキｃ外面黄灰色、：勾而灰色。Ｘ郵以ドの提,ｲ．少量含むも

内外lti:::1椎ナデ、;;･;底:罫定ﾉJ;ず!'ミがキ励外l闇にぶい幾機色、リmiil火色。二II1iI:以,･の提万・羽炎少量含む。

『ﾉ1外面|Ⅱ|椎ナf,酔鰹外耐灰手.値、Ｉ勾而灰色侭：､皿jｽ下の民1...打英少最含も.。

外耐:Ⅱい縦ハケメ、；人lIni槙ツデーブガ外l堂I褐灰色、！ﾉ姉胤変。１，２，１１１のl認ｉ・ﾗ?;英少量含む

．Ｎ外:f:jMlし

河外蒜回葡

i勾外Ⅲi識ナデ。、刺外IiIi.'､色。精製･Ｉ二ｓ

外面ハケメ後ブデ、内面ナデ。外面浅黄機色、内面iこぶい批捜蝋色。長ｲ..．T『英少品含む。

i;1外卿

部!;::転糸切り皇内外鱒火芋.魚‘’二ｍ以iずの愛ｲ：・１.英少地含む,，やや軟質：

､』外面|:'|絃ラデ、鵬

Y外面,１１砿ナデ、戒

!§外商回帳ナデ。方外蒜灰i､:色っｌ麺以』ずの良ｲ;・イ『英少雌含む。

転･デ。：Ｊ１外而灰白色。】:::謡以Ｆの錘;・訂芙少!;t含［,.。

:;転ナデ”ｉﾉ1外向侭ぷい|鷲色c2II叩以Ｆの長:rl・石其少1,を含む合

:ハヶメ後拙ナデ《,外l鋤《黄禍魚、内:､灰色。きめ細かい胎士（『石英・長ｲ.少IIL含む。

･ルデ、内烹青海波文ｓ鞘製.喧噂

MnI1隆へラ切訂後テ･デ。Ｉﾍタ

刑'::I砿へラ切り。外而}こぶＬ

部回帳へラ切り。内外1画黄灰色。峰祈少蝿含む巻

|;I:::転へラ切ｿ･外而6二ぶい桜色、門:f:;浅黄職色。２噸閲以1..の長斯・石英多く含む雀

I.'i蛎糸切り‘･可外面黄祷色ゥｌ～３卯mの催刑・諏英少』I上含を.．

役響晶姉以'･･の｣罰｢少1,L含ｔ

i,面灰r:色1．柑製上Ｉ牧質の須恵器のfT感罰

!黄綴也、内灰競褐色。二画以卜･の長イザ・イテ災少･雌含む。

-上，’欺憧の弧恵器の質惑

!i製-k･職簡の弧恵器抑噴感。

蜘以Fの長{i・少披含も

、以Ｆの長ｲｧ少最含む

二１mm以1.の畦ｊ・ｆｊ英少瞳含む、
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口緑

肩部
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ｕ緑

全形

、緑

１１緑
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河外面ナデ。外而にぶい黄捜色、内面りく黄褐色。１～３mmの認:.・禰芙・雲早多く含む。

内外面Iul1低ナデ。内外面灰内包。輔製_L･‘炊閲：

外面_:郷11いﾊｹﾒ､F半格r-Hﾀﾀｷ､内面へﾗﾅデ｡外面灰黄褐色｡長極少減含む。

内外:iiiブデ。外面灰黄褐色、lﾉ1卿昌ぷい|登角。砂粒多く含む。

調整・その他特徴

内外而膳城。内外面浅黄極色。１へ需叩の長ｲ『・石共多く含む。

内外而回転ナデ。外面灰色、内面灰嵩色、破而灰赤色。精製土‘，

内外而回転ナデ。内外面灰I.:色、天井部;こ自然柚全長禰少堂含む空蓋の票丁能'性あり。

内外面回転ぅー ヂ:,内外面灰E,色。精製と。

内外面磨滅。内外面灰白色ｃ黒色粒・長石多く含む。焼成不良。

内外而1111幅ナデ。､村外lij黄味がかったl火デ,色。ユヘ･２江の農石・;、災少赴含む‘，

内外面横ナデ。内外面灰黄褐色。１．－－２幽の長ｨ...r:英多く含む。

内外面【ﾛI蛎ナデ,，外面灰色、内面青灰色。二ｍ以下の憂而少量含む。

内外而回椎ナデ。内外面灰F1色仙輔製i三・

内外面回祇ナデ、外底而緑部へラケズリ。､弓底面休部との接合部くぎ沈線。

内外面回転ナラ・・１人1外而青灰色。鞘製上。

外面縦・斜めの平行タタキ、刻而青海波文後ナデ《1外面灰黄色、内面択内色。厩『・イ『英少蛾含む。

内外面凹蛎ナデ。外面澄色、内而にぷい戯柾色峨精製土。

内外面回i属ナデ。外面にぶい澄色。ユ､m以Ｆの長打・赤色粒少量含#j,。

:副外而;u菖蛎ー テも内外面にぷい糧色。二ｍ以下の長所.i・石英わずか(,::含む。

内外面回椎ナデ。内外面に占

内外面回蛎ラデ。内外而淡黄色。ﾕｰｰ２画の艮禰・渡英少量含む。

内外而回転ナデ、底部皿転へラ切り全内外面(こぶい糧色。２．－２１雌の膿万・赤色粒少量含む。

内外面回転･ﾒ･デ。外面‘侭色、！ﾉ1面にぷい掻色。ニー２識の災石・赤色粒少遼含む。

内外面|ｎｌ転ナデ‘,外面灰黄褐色、内面I『ぷい燈色。２mm以下の長:I:.・了;英少垂含む｡

内外面'111転ナデ。外面樋色、内面にぷい黄枇色。１．.‘２ｍの長布少jit含む《》

内外面|fIl転ナデ、底部IUl転へラ切}j‘’２mm以1,.の長石少型含む.】

内外蔵回転ナデ。外面浅黄燈色、内面版色。１mm以下の長禰少量含む。

河外面'１１|蛎ｰヂ《，,河外面燈色,，畠、－２mmの長石少量含む。やや軟質悪

,可外面ナデ‘内外面燈色。２IIun以!､のj劃「・而災少敵含む=

内外而ナデ、底部板ロ川畠痕。内外面桟黄椎色。ｌ皿以･Ｉ､､の長石・石英少量含む。

内外面回砿ナデ、底部lﾛ]錘へラ切り。内外而澄色。長石・石英少哉含む。

内外面IIil躯ナデ。内外面灰白色。､附製12に極英少逓含む。

内外面回蛎ｰヂ。内外而灰:塁l色。］卿I以・どの長ｒ・軒英少量含心;，

内外而回叩虞ナデ。内外面灰:21色。梢製-:三に１mm以下の長訂わずかに含む。

内外而回１膳ナデ、底部.:':転へラ切り。外面慨色、内面に蕊い憧色齢輔製i苫に二画以i･~の長ｲ｢少斌含む。

内外面回娠ツデ。内外而淡黄色。精製･_:にｌヘ･２画の艮訂・戒英少丑含むこ

内外而回帳ﾂｰテ、底部板目庄痕。内外面黄横色。精製-上i二1..-2画の長禰・石英少並含む。

内外而回縮ナデ。内外面授色－１ｍ以・1,.の良液・菰英少吐含む。

内外面回唯ナデ。外面浅黄鐙色、内面(『扇い褐角:，ｌ麺以.l､の長石少愚含む。

内外面回転ﾅデ１，内外面i二ぷい世糧色。鞘製kに1mI仙以i､.の長,f『｡.f『英少堂含む。

内外面回帳ラデ。外而浅黄色、内而にぷい黄桶色。ｌ畠３画の長打・石英・雲吐少量含む。

内外而回職ナデ。内外面灰嵩色、破面灰色。箱製土に１．－２mmの長１１．Ｔｉ,英少批含む。

内外面回転ナデ、底部反転へラ切り内外面灰白色。ユー２卿iの長;ri・可談少放含む｡

内外面回娠j･デ、底部回転へラ切り後板目圧痕。河外面浅黄極色,,糖製上。

内外面回転･ナデ。内外面灰:色、．'f面黒変あり。輔製土;二長石少鼓含む。

内外面回転･デ、底部同転へラ切り。内外面ｲﾆぷい燈色,，１mm以下の長石少堂含む。

内外面回転ナデ。内外面Iこぶい黄僚色‘・’二・２画の長X;.・硬英少量含む。

内外而回帳･デ。内外而灰:‘;色。輔製・・にニー､－２mmの長茄.少品含む言

内外面阿転ナデ、底部匝.転糸切り。内外面灰ｆ:色。ｌ函以!､､の長石少逓含む。

内外面回転ナデ。内外而澄色。輔製:名に］－．２画の雄

内外面回転ナデ、腹部回２．匠へラ切り。内外面灰白色。ポ

内外面回転ｰﾌ琴。内外面灰rl色。長牙；・而英少量含む。

内外面回転ｊ･デ｡内外I､灰Ｅ色。二mm以下の艮訂・准英少量含#』､。

内外面lmi転ナデ。内外而灰Iu:色。梢製:-に長ｲｉ・糧英少批含む。

内外面1,1転･デ。外面灰黄褐色、内面灰白色。精製tmlWt質の弧恵器の質感《，

内外面回転･ﾉｰヂｃ外而褐灰色、．"宮面灰F:色。糟製;-に長石・石英少斌含む。

Kい横色。１画以i､~の長!;少lit含む。

艮石少量含む‘

¥製土:，
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４１１１
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実
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40鯉

4028
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4063
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4060

4089

4220

4219

4059

4218
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4054

４１４９

4215

４１６０

4041

４１３８

4232
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4２１１
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４１６８
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４１６５

４１５３

4038

4050

4052

40k１５

41冠

4１６１

4035

4155
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4210

4228
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4181
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4132

4137
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5９

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6s

6９

ＳＲユ

ＳＲユ

ＳＲ二

SＲｌ

SＲｌ

ＳＲ二

ＳＲユ

ＳＲ二

ＳＲ：

SＲ１

SＲ１

SＲｌ

SＲ１

SＲ１

SＲｌ

SＲ１
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e2噸
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e2偶
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e2屑
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Q2屑
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e2胴
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Q2層

IVbI:：

Ⅳ：

Ⅳａ

Ⅳａ

1V３両

Ⅳａ

Ⅳａ

lVhl掴

IVb中
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h両

化 薩

両

塊

c曲

両

C西

..と師器

、を師馨

一・姉器

－m而卑22
--,.qp-B2Br

_完師Ｈ

上師鼎

ニゴ

１画I.■

■』

.■ロ

｡Ⅶ

､iL師器

､伽

上師器

-:台師

.､21,1

噸Ｉ

ﾉー、

､ロ・間
晒凸■Uq

Iij器

些
幽

器

坪

崎：

坪

豚

坪

坪

､ｉｆ

』爪

毒禾

j末

坪

剣；

ｴド

坪

坪

赤

駁

底

底ｉ

晩；

底；

匪部

底補

嫌部

底部

畷部

嘱剖

底部

鹿部

1ハ」

勾外面l』1糖ナデ、底部::'蛎糸切り。輔製I.:，

:河外面1.11蛎ナデ零脚外面i品ぶし冒符色。二、･２窓の艮打少吐含む鋤

､ＪＷﾄ面回職ナデ。内外liIi峡7.負，精製.､2億

内外侭luli膿ナデ､底部回幡へﾗ切り《,:勺外面灰F1色･諦製土(こ長菰･イ:､英少肢含む。

内外i前回輯ｰヂ。陛外而灰1..色。きめ細かい精製ｈ･瓦器の衝感。

内外輔1131噸ナデ。和外而にぶぃ横色。ィ淡少最含む＝

内外面回転･･戸《,外面涜黄挺色、刃:馴二ぷい鐙tLo長曜・極炎少i1i命む｡

内外而Iu椎‘ﾅｰヂｃ外面ｋぷい撹色、内面灰1厘%色‘：長飛.．ｒ:英少量含む。

内外面四幅ナデ。外面浅黄掻色、内IiIi灰:愚:色。２緬以Fの長ｲ・・イ!英少故含む。

内外面|['|蛎ﾗー ヂ、底部｣.転へラ切り。|苓外而授色．精製．.。

i人1外面凶１１瀞･デ、底部:､,』唖へラ切り．内外簡淡黄憧色。：ｍ:n以・､･の彊調･少肢含む患

内外iiiiiに帳･』･デ。外面淡黄色、内面浅黄色。２唾以i:､の長‘ｆｆ・蒲英少量含む。

内外milI』l転･デ。内外Ⅲにぶい桧也。：II1iIl以i,､の茨ｲj少抽含む。

内外ILiIi可|転ナデ。､可外､iiiにぷい橿色ｃ：噸蝿下の差ｲ:.‐赤色粒少iit含むく

lJM外面回I脈･‘デ。：勺外面樟色ｃ二・､･２mmの艮班少量含む。

Iﾍ外imInl砿ナデｃ･Al外而縄ぶい桧色。211Mu以1,,の正ｨ1少雌含む。

外面i:'1転ブ･デ命外面黄灰便、内面灰:』,魚:，精製i弓‘、 4152

1１２７

4229

1167

4036
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SＲｌ
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ＳＲユ
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ＳＲ］
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e2届

c2増

e2層

Ｇ２層

e2隅

e2卿

e21画

e2層

lVI

ⅣIlimi

IVb東

Ⅳb東

Ⅳc聾

IVC西

IVC西

Ⅳe両

Ⅳh荷

】Ｉ：

c関

iを師器

鍛師器

i弓師器

等乳師器

．._師器

．:､帥器

,抑1１

．ｔ卿

izm
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Ⅲ

Ⅲ

lⅢ

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

全形

全Ⅱ

Ｉ蕊剖

;1縁

１．鵠

ﾛT

ID

;1緑

;i繕

;.'緑

.~Ｉ輝

Ｉ可外mIi』]輯ナデ、底部11』I雌‘ヘラ切り，外mi灰[｡b色、内面にぷい黄概色。

内外需回転ナテ'・外面黄灰色、内而にぶい黄横色。梢製."漣ｲ｢炎・｣詞i少埜含むこ

南外、I]11嫁ー ･声《，外画

内外而回椎ナデ、．:縁

内外面::義ブデ、，]緑.,号強いナデ。内外面灰:旦i色。

1ﾉﾂ外面回転ナデ、：人1而ミガキか．内外mi灰,.,色。精製･;.;，

内外面凹砿･デ、llIm賦摩へラミガキ。ｉ鬼外.卿浅黄樋色ｃ輔製:：

内外面i沖|準一デｃ外向浅黄澄色《,梢製-f;こ１mm以下の良ｲﾆi少雄含む。

内外底lnl1l端デ･度外厩にぷい樗色ｃ二1111Ⅲ以ｉｆの長ｲT少辻含む。

内外面1,:帳ナデ・外面灰並色、内而世灰色《，』･･-.2皿の侭志少量含む。

{を黄色、門歯浅黄色。２mm以.l､の良ｲ;少雌含む。

蚊v,ナデ、刃iiiiミガキか‘； 外面にぷい競俺色、内面灰ず:仇。鞘製占I2c

!§常涯きめ細かい精製.i、
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Ⅳb両

IVC曲
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Ⅳb東

IVbI.。

IVbI.：

Ⅳ３

Ⅳ、
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青磁

上師謝

土師烏

;弓師

Lー師

:畠師

-ｋ師器

.:曇師号

.ｚ師器

:．師器

』易師器

黒色-k器〈内黒

世:~今

熱色f･２

黒色-t器〈内黒)椀

黒色｣昌器(内黒)椀

|N色:２器(内1岬椀

鼎睡::二器(Flj黒>碗

痕恵儒

#(lAj期>椀

xIAf卿椀

碗

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

椀

秒叡

椀

休部

底部

底剖

底部

底間

隆淵

底苦

嘘&

崖間

底刻

|氏部

底部

底稲

疲部

庇部

底舗

底部

底部

唾部

内外而才:ﾉ・・ブ灰色の厚めの軸《，峡:‘,角で繊密な胎・;：。

内外面'''1霊ナデ、内底面定方|hlﾅ･デ。;ﾉ苗外面にぷい栓色。皇．､､２mmの侭蒋少量含むじ

芯外面回転ナデ。;Al外面横色。桁製．､。やや戦鷺，

封外面回転す．デ。外:iii桜色、刃!f1i明赤褐色･ニI】IiIl以.､､の長,(ｊ・イ『典少肱含む。

内外面凹転ナデ。内外面憧色,’二mm以Ｆの長石少撤含む釜

内外Ihilni蛎･デ蜜外面浅黄輔色、内而にぷい澄色。：.‐２卿の長ｆｆ・何英少紫含む。

1Ｊ』外而回転･デ。|Af外禰撞色:；：皿毘Ｆ・'〕長蒋少:壁含む箸

内外誼!h11権ナデ、内臓面定力.:『｡:嘱広ミガキ。内外面灰;腰h登罰精製i_画
・
吠
叫

内外而回転ナデ《,外､i灰黄禍f２，:ゾ､:面黄艇色。ニー黒.21,m:以:､､の長打少欺含も‘，

!和外面回転･』･デ、内而ﾐガｷか。外面Ｉこぷい赤褐色､内面明赤褐色｡精製-‘.｡

内外面回転ヅデ全外刈浅黄栓色、方面峡色‘：｡､･２鯨:の反ｲﾐi・イ『従少賦含む。

内外面IJl鞭ヅデ、内面ミガ毒，外血灰チI色、内面灰色ｃ0.511mI以i､の長石少埜含む

内外而::::噸ナ･デ、、和而定ﾉｺ｢向のミガキ:,外面に鰯v,黄横色、Ｉﾉ1面灰色。：I刺以:､､の長可.少吐含む。

河外面回娠ナデ、四面密なミガキ侭外而浅黄撞色、：｣k1面暗灰色。ｉ･-.2罰:::の長石少量含むｓ

内外面l｣1順･デ《､外面浅黄色、内1m灰色ｃ二''１m以i,､の長ｲi少賦含む。

1人l外面反転ナデ、内底而ミガキ。外、晶鏑い悩色、部黒変。二画以下.の長ｲr少斌含む。

内外面:凹帳ブデ、：補而ミガキ。．M外面MBI色。精製Ｌ《，

塵jl外画!Ei極ナデ。内外面灰色念１加以;ずの長ｲ『少毘含む伽

外繭'１１|嘘ｰヂ、：河画幅２、‘３縦のミガキ。内外面浅誠糧色《》精製i弓､，
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４１６２

4033
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4０１６
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４１６６
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４１２８
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唾4２
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4044

4１４８
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b皇

肋中
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.;:師器

Iij器 邪

派

唾苔

底ｉｆ

胸外面回転･ﾉｰヂ､底部1,1露へラ切りｃ外l蛍灰黄褐色、･河面にぷ財､黄桜色。』血以!､の艮:１，.雲以少吐含む｡

内外而回帳･デ･内外面授色。二へ２１WⅢの良′bi・街英少最含む。

4129

4１

SＲ１ c2届 l恥中 :託師器 河： 底鼻 内外閲|【I|鞭ナデ、底部:u,噸へラ切り。外、憧色、内面'二ぶい横色争長7.少量含む、 4156

ＳＲ上 e2層 上師器 坪 厩商 .ﾉﾘ外面Ｉｊ冒転ナデ。内外面i､二ぶむ､鐙也。２１睡以~F･のiﾐｨ;少jFt含む。

7８

ＳＲユ

ＳＲ二

ＳＲユ

SＲ１

Ｇ２層

c2画

Ｇ２層

e2闇

IValiti

lybFIi

:Vi糊

西

須恵器

．ｔ帥

:z師

．~弓師？

坪

IⅢ

|［

皿

唾間

底間

全jｉ

全;『

内外Imlnl順ナデ。外I端.ﾉ･‐ブ灰角、１ﾊj而青灰角。精製.:．

門外mil臆l極ー ヂ,:外面黄灰豊、、劫Ⅲiにぶい‘憧色《，ユ画以.､､の長講少赴含む。

Ff外:I:廻転ﾂ･デ《》外面阪常.色、：勾面灰黄色っ２ｍ以・､､の艮碩・潅英少量合･む輩

内外面回転.ｊ･デ。内外面黄灰色。２mm以:･･のl乏直少哉含む

4062

4１

4164

4]7２

SＲ１ e21割 ﾉb中 F:．師器
尋
ａ
い
■

曲
↓
〆 底苦 ｿ1外面lnlI低ナデ､，、可外餌ﾙー ぷv:黄機色。精製．:弓に長恥.少吐含む 4159

ＳＲユ

ＳＲ」

SＲｌ

Ｇ２屑

e2層

e2脳

Ⅳa西

Ｍ》面

Ⅳ馴西

瓦；

叙恵器

と師器

椀

椀

椀か鉢

．ｉ繕

則緑

;.'緑

剥外前Iui1瞳ナデ‘・内

内外面回娠ﾅ･デ。内外而灰控．二'､･･２噸の長1『少並含1縦

内外嵩InI転アデ。外酉樋色、内面にぶい黄撞色。長！『’１．.英少里含む

外1,灰:-.色、：1緑部帯状:こ炭素吸荊侭：－２１型の長稲・軒英少量含む。 4053

217］

4055
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１１４

１１５

１１６

里７

図９９Ⅳ区ＳＸ－２ｃ届出士遺物

1０

1ユ

1２

図100SP-?76出‘と遺物

図101Ⅳ区捌乱盤十遺物

１０

1１

1２

図103ＳP-.170出土過物

図105Ｖ区Ⅲ層出土遺物(1)
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SＲ１
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SＲｌ

SＲ１

ＳＲ１
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SＸ２

SＸ２

SＸ２

SＸ２
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推乱

捜 乱

掻乱

溌乱

証 乱

撹 乱

畿乱

撹 乱
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掩 乱

出士位置
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SP170

川上位戯

過構

G2府

e2層

Ｇ２層

e2肘

Ｂ２層

Ｑ２層

e2照

瞬位

c層

c層

c掴

c届

E屑

c隅

c届

c堰

c層

c層

c掴

c層

層位

層位

聯位

層位

画層

罰嘱

Ⅳa西

Ⅳａ

Ⅳａ

1V凸面

IVa西

IVb茜

ⅣＭ１

地区

n℃西

IVcIiI

lVciIq

Ⅳc諏

IVC叩

IVcF:．

Ⅳc曲

Ⅳ〔･kiI

IVcEiI

IVC中

､.c中

ＩＶＣ中

地区

IVC号,：

IVcII：

地Ⅸ

Ⅳ

Ⅳb劇

Ⅳ西

Ⅳb有

IVb鳶

Ⅳb南

IVb南

Ⅳ

Ⅳ

IVb南

Ⅳ私

Ⅳ

地区

Ｖ３

地区

1.i)=ｃ

Ｖ３ｂ

上師器

土師器

須恵器

ｋ師器

;獅器

-・師器

上師溌

唾別

：-師器

須恵柊

:'弓師ｆ

Ｉ師器

-1師器

’二師器

.&:師器

瓦器

.･･師器

･二師

．z師：

平瓦

種別

上師

土師器

種別

..･師；

.:見師

..弓師

聖＃劉嚇

_':師群

･孟師器

須虐

-f_師器

陶

天］

平瓦

可T
UU

種別

凡器

種別

弥堆-k器

弥生土器

-ｋ鍋

蕊

壷

-ｋ鍋

:芭鍋

ｊ婚

器穂

坪

坪

j￥

皿

皿

1mか坪

椀

髄

,椀

器甑

椀

椀

器種

坪

嫁

』（

椀

碗

碗

輯か醜

壷

壷

敵Ｊ１

器諏

椀

器諏

壷か鉢

鞭か鉢

I|緑

胴部

底部

胴部

１１縁

鍔部

脚部

部泣

底部

底部

底部

に縁

全形

底部

:ｉ緑

'1緑

底部

底部

底部

部位

底部

底部

部位

全形

底部

底部

底部

底部

底部

園部

胴部

底部

底部

部位

１１識

部倣

11縁

胴部

頚部２条の沈線。内外面ー ヂ。,大I外面にぶい横色。1-,-2mmの錘等・イ災・雲母少斌含む。

内外面･ﾉー ヂ言外而暗灰黄色、内面灰黄色。１，３ｍの長ｲＩ・イi英少戯含む。

内外面;11,祇ナデ、外而底部横ハケメ。外面黄灰色、内而灰i､i色。輔製士。

lAJ外I､けデ。外Iiii灰黄角、内面灰此間色．ユー３:::里:の長石・汀英少１，I含む９

胴部縦ハクメ、１１緑横ナデ、内面横ナデ。内外面;届ぷい黄儲色。ユー､･３両の長石・牙淡少里含(･『。

内外面横ナデ。；

ナデ。樟也。梢

調整・その他蒋徴

内外1,1籍ナデ。内外面灰荊色。１mm以ｒの兵打・『T英少量含む,．

内外面回転ナデ。内外而灰-2：色ｃ輔製':。やや戦虹《‘

内外而回椎ナデ。外面褐色、内Ini灰1..色。:皿以1,.の長.H少壮含む｡

内外面回転ナデ。外面淡批色、、勾面灰白色,，ｌ－２Ｉｎｍの長石少倣含む。

内外前1,1露ナデ。応外面浅黄桶色。精製'二。

内外亜同転ナデ。内外而灰白色。ｌ画以.】ずの長打・石英少且含む。

,刺外面:u:転･デ《》内外面灰白色,，粘製-f。

内外面l開1賑ナデ。外面灰色・炭素l吸狩、内而灰i,i色。精製i:。

内外面回転ヅデ。内外面,二鏡い桜色、破而筏黄樟色。１姉i以1..の長ｲj'・禰英少賦含む。

内外面回砿･デ。外面浅黄授色、内面灰色１，二幽以ｒのj訂f少壁含む。

内外面1,1転ﾉｰヂ、厳部回転糸切り後高台貼付ｅ１Ａ１外而浅典糧色。ユ蜘以,､､の長石少通含む｡

L;I而純蒋文タタキ、凹而布彊。同【､灰Ｈ色、ｉ‘1然軸付埼。須忠両で非‘;I誌.緊隷。

調整・その他特徴

内外面|,'1転･デ、内1ｍミガキか。外;蹴馬ぷい黄樋色、内面償灰色《,梢製-'.}:理画以F､の艮芯少1,I含む。

内外面回転･ﾉｰヂ･内外面ｌ火i2I色、破而灰色。鯖製眠。

調繁，その他特徴

内外而凹椎ナデ。内外面黄授色。Ｗｉ製'.。

内外【iIiII1Il低ぅ･デ。内外面灰:眉1色c,柑製.iも。

内外面回娠ナデ、底部回転糸切り。外面黄撹色、内面灰黄褐色。ユー３ｍの長芯・班英少量含むョ

内外而横ミガキ。外面にぷい桶色、内面異色･輔製と。

内外.iii胆転.デｏ外面iこぶい桶色、内而黄灰色。１mm以'ずの良4【:i少淵{:含む。黒色士滞の剛.能代ありＳ

内外ImInI極･デ、底部111|蛎糸切りか。１入.外面灰白色。：．－２１蝿の長石少戯含む。

内外面回転ナデ。外面灰色、内面背灰色、破面i届ぷい赤褐負､，１．－２皿の長石少赴含む。

内外面う･デ。外面灰脚色、内而淡裁色。１～２ｍの長石少鐙含むｃ

外面にぶい授色、内而紫灰色。ニー２ｍの長Ti.・打英少量含む。；.師質

外miの軸はきわめて薄く、擦過Iこより剥落。外底而・内面は残存部で赴篤飴。外面黒薙、‐ﾉ1面；こぶい褐

色。石英・無色粒少飛含む灰1.1色の胎眠。やや軟質。

inlIm半frタタキ、凹I姉-デ。同1,灰rl色。１画以'､~の農:r7少批含む。

乱下面は散打のため面あり《，側面に深い俄打摸。砂岩。

調稚・その他特徴

内外面回転ナデ。口緑部に帯状の黒変部。稲製-1名‘，

調糟・その他特徴

内外面ブ･デ・ミガキ。内面明赤褐色、外面糧色。１～２哩の長緬・イi炎多く含む。

内外而ミガ:ｷ畠。１ﾉf而浅黄積色、外面灰黄褐色、黒化層・黒変部あI)。腫石・諦英・雲吐少丑含む‘！

Ｉ而灰黄褐色、内、灰黄色､，１－－３画の長石・石英多く含む。

盤上iニュ理以』､.の隣?少蚤含む。やや歎質。撤収.蕊の可能姓あＩ)。

４０５６

4051

4062

421

4065

4173

4141

実測

番号.

4202

４１９２

１１９９

1201

４ﾕ8９

４１９４

1200

４１９３

４１SＳ

４１９１

４１８７

４１９０

実測

番号

4182

４１８３

実測

番号

4013

4006

4011

4005

Ⅷ008

4007

4009

4001

4002

4010

4012

４００３

実測

岳号

5002

実測

番号

5055

5052

二層 Ｖｎｂ 弥喰ｆ器 ・采.ロリ
◆■一 胴謡 対外|前ブデ露内IiIi灰:‘1色、外細こぶい批横色。ユ噸の怪 極少髄含む合

図106Ｓｃ－１６．１７．１８出土遺物

出,皇位髄

遺 榊

ＳＣ１６・ユ７

Ｓｃ]７

Ⅲ層

Ⅲ瞳

馳層

層位

Ｖｂ

Ｖｂ

Ｖｂ－ｃ

地区

Ｖｃ

Ｖｃ

-ｋ師器

ﾖﾆ師器

ｆ師器

種別

弥FlZ：玉器

弥生上：

Ⅲ

羽釜

器極

壷

空
蛙

底部

”１蒜

|i緑

部位

胴部

胴部

1判外面.【I:転ナデ、底部回転糸切り後板ﾛﾉE摸。内而灰撚

内外而横ナデ。外而にぷい褐色、内mにぶい種色。１mm以『.の長ｲ!少鼠含む。

胴1J部に沈線；１勾外面横デデ,，内外面にぷい栓色帥焼成堅綴‘！

渦雑・その他特徴

内面にぷR‘,糧色、外面極色。きめ細かい胎上;二二画の長石多く、曲閃府働少埜含む。

内外而膳減。内而灰当i色、外而洩黄侭色。１～２画の長ｲ『多く含む粗い胎上。

色、外面にぶv,黄稚色。長街少斌含む｡ 5010

5009

5054

実測

番号

5012

501ユ

SＣ１８ Ｖｃ 弥生.｡．

SＣ１Ｓ Ｖｃ 弥生一一器 寵

服部

11縁

外面ミガキ後へラ,附き沈線。内外而にぶい横色。１ｍｍ以ｌｆの長‘伍・堂母少哉含む。

内外而麻減参入外面浅黄:憧色ｓｌ－－２続嗣の艮恋少縦含む。

5017

5016

DＵＤ３
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5036
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５

Ⅳ樽味遺跡５次調査Ｉ妬

SＣｌ５

ｓＣｌ８

SＣｌ８

SＣｌ８

Ｖ唖
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静ｋ：.：

蝋ﾉＬ星

弥 生棚

１０

上一

1２

1３

１４

図'０９ｓD-.15出土遺物

図11.ｓD･-19ﾋ゙ ｫ土遺物

１０

１１

1２

図112Ｖ区Ⅲ層出土遺物ｉ２ｊ

10

'二

図1.3Ｖ区撹乱出土遺物

図115出土鉄器・鉄津

SＣｌＳ

SＣ１Ｓ

SＣｌ８

SＣｌ８

SＣｌＳ

SＣｌ８

ｌｆｌｌ:位置

慨惟

SＤｌ５

S、ﾕ５

il唯位鐙

辿 榊

SＤ１９

SＤ１９

ＳＤｉ９

SＤ１９

SＤ１９

SＤｌ９

SＤ１９

ＳＤﾕ９

SＤ１９

Sl工９

SＤｌ９

SＤ１９

出:.位拙

造樹

淵．..位撹

蹴惟端紘
』

柵乱

撹 乱

掘沖位枇

遺愉

SＲｌ

SK4(｝

SＲｌ

ＲＲユ

SＫ３０

挫 乱
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乱
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Ｖｆ
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弥州:.::器
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趣別
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､昌師

F吾輔

･1-師署

菰恵

緬忠器

岨;Ｉ

術liii焼

種別

.:姉器

背花

雛

鰹馬器

足fji：器

-:諸姉器

垂
制

Hも師器

､昌師器

平瓦

鞭別

蒔磁

.¥花

青職

備前晩

九jli

側別

鉄黙

鰍

飲

鉄

鉄器

鉄器

咲器

瓢

翌

種

蕊

将

｣ｘ身

肺

羽蕊

羽篭

削釜

羽釜

羽婿

羽黍

掘鉢

畠ね錘

に壷

器極

U2

1111

鉢か寵

坪身

卜■令

Ⅲ

雛

Ⅲ

誕

秘釜

器碓

碗

確鉢

曝卿

え､孔

ﾉ」：

が.手。

釘

盤

蓋

Iﾛﾛ

脆郁

底部

i;縁

肘部

iI緑

郁泣

匠淵

難侍
■U■ｆ■■

体劉

11緑

関Ｉ

|剛§

掴

脚；

脚

Ｉ：；

11

:｜縁

;1鰐

部位

;;縁

休割

l:認

嘘；

､蒜

『|罰

［’

;I緑

稲付

：i繕

暖読

休部

，：縁

部世

全形

刈淵

関部

刃部

茎

全;『

令形

暖

河外面磨滅《,;舗外:n倣憧色。１～３ｍの及石少量含む粗い胎.：

内外面･ﾉー ヂ《:外l削灰.』･範、内面漉黄概色っ二・､５画の認｣・Ｚ;炎多く含も

:ﾉ抄ﾄ面･ﾀー ヂｕ阿外、腿:色１，２幽以』･のjそｨi少誰含む。

内外而械j･デ。内外【(li灰f凪;魚、破而鼎化l習急。IwIII以F､の艮祇多く含む,，

調整・その他雑微

内外I､胸減迩内面浅黄概色、外底棉‘僅色ｨ》」認・・・ィ:典多く金･むｌｍも富流i:‐

内面権色、外面,ざ.ぷい憧色。きめ細かい崎.具に：;::;::狸の良種・講蕊多く、雲畦少量含む。

悶整・誉･の他聯簡

Ｉ勾外繭InI転・ｊ･デ。外間・破而赤褐色、内而Ｉ

『Ｊ１外面1嘩腫ー ヂ《，河ﾀ!､駕灰:':色、：nlm以i・・の便ｨ;少賦含む。

外【雌ぷも､褐色、河l前世色。：～２細の長石多く含む。

i天:曇:色:，黒化層残り焼成不良。長『:.多く含むご;師器のilj､能協あり。

侭ぶり､撞世。上函以i､･の長,Li多く含む凹

内側に面,らり瞳．､方灰:塁:色、‐R方惟色、砿miM.(化噸ｎ２へ５ｌＩＩｌＩ:の長石・イ:典多く含む。

磨滅。懸色:，ｌ姻以1,の提７．.夢<含＊”

;可外面槻う･デ今‘剖外llii浅哉横色。ム′瞳－５:::::&のjをｲ.｢・’11炎・雲髄多く含む。

勾舗

外、

内外面横･;･芦､，内外虎11貯赤灰色。（)加以:､の;識ざ少壁含む

祇鞍・その他将闇

:人1外面回紘ナデ。内面筏

::､猶Iﾘ]録l火色の透明感ある薄めの柚,ｊ貰乳あIjG

.可面灰

可外醐

:勾外伽::転ずデ。タ'1.mi灰色、、和、灰:':急《,糖製･ｔｏ

Ｉ勾外血!ﾛ1転ﾏ;･ﾌ蟹、庇釧uI極糸切I>か｡外、灰1.1色、Ｉ刻禰浅鐙色忌柚製i二(館長ｲ1少舷･含む。

､勾向}ﾘ:可･'カブ負の逸明感あ患薄群柚、外面露賄、間線あ}〕･灰白色で繊密な臆.品『

1W祁・旋外I雛:黄ｌｿ〈色の薄い柚曽

・た1外面讃灰色‘・端部付近憶煤付特。梢製：､亀

．判外向機ぅー ヂ‘，：二誘い笹色。上－４１噸の長f『少斌含も

I§;:面にぶい黄構世、Ｉ''iⅡiiiこぶ吟世間色。iiirIiIi線側・破嵩}『､夕・ル状のものが１．Ｊ

調整・その他特償

門外i鰯恥､軸．惰裂：.餅

周外直青味がかった薄い柚。間台・休部に文榊ありく

龍泉羅系ｕｌ;､,外而緑｣火色の岬みのあぁ軸。灰:..ELの帖製F‐

１２条ii唯の繕Iio内外面回転ｊ･デ。:勾外雷灰;,血、砿而灰赤色｡ｉ郷!j典1..の．｝評i夕凪含む。

::::向}昌諸ピキ痕‘，ii1;j面脈ﾆー :色、破駕浅龍橘色心二祁脇1,.のlをｨ:.多く含む

洲嫉・その他誹微

長６．５，１.崎１．．,.～2.0EIncイ!‘のを無不明。

残存良6.2EⅢ、刈幅ﾕ,小･皇.５ｍ。

関部は.、唯な段をもたと

却郁湾||:i‘,

l断血方椎状。外向糸巻き１１邑痕ｃ

吸存長7.3〔加。断而〃柱:'１

残存長3.5cm･断iiii〃柱状‘．

外面磨滅。、可外:話&二識､茄横色。ユー､･４唾の厩５．.ｱ｢･英多く含む･

面テデ･内外IiIi灰:':色動：画以;･･の反イ・・稲美・雲'執少呈含む‘：

1MjIl7I鞭ﾂ･デ。外面灰色、：人1面灰白色｡z蝿以Fの長ｲ『少iIL含むく

-1当21零jデ、１罰ii板状：具侭,):為ー ヂ金！ﾀ､1外而灰‘,.m‘･ヨi砿以1..の長ｲー i少拙含む。

外、 雛『ｉ：タタキ:’二画以I,の長而少剛:含む‐

外liIiI畜背灰色画１ｍｍ以.1,.の便禰少･I,碕心。

'1範ヅーデコ内外fm峡I暦I色億稲製.:‘･“

ｉｔ機i'L，外而灰!.;色。梢製.2。

灰f１．．１ｍｍ以下の良.仁わずか'二念心。

500s

5003

5005

5014

5018

50Z５

実枇

幣ち.

5085

訓
号

爽
番

5“３

5()3二

5029

副)2７

5039

5,25

5０４０

5６２０

5C4２

5024

5Ｍユ

実測

熊号

5033

5034

5032

504

5帆６

501s

5０１５

50'Ⅲ

5051

副１４９

5050

実測

播蹄

5022

502ユ

50{〕ユ

5023

実測

番思‘

里5２

2588

３１９７

1153

２且2９

２５８９

２１３０

錨

；ｉ緑

胴；

ⅡⅡ 畷

:j§外面畷城舎内外面浅質栓色㈹２へ‘３詩:::の唾.､少M:含む。

外:能:ミガキ後、羽状文。:可画､:鐸､憧色、外而くこぷい赤褐乞奮ユ．、３１１m:の長詞多く、雲母わずか#こ含む。

内外;鋸ガキ琴:削面〈､:ぶい樋色、外瀞::褐灰色。１－４ｍの良fi多く、雲蜂少賊含むこ

内外需ミガキ壱外面に蕊い蝿藍色、入:面浅黄稀色。Ｌ・３鋤の長ＴＴ・『:､典多く含ｵ霞.。

5019

5004

500



１５６

雪層 ⅡＷｅ 鉄器 綴 釘部 身部断面方柱状、釘部はやや扇平僅 ２１３１

SＲｌ ３．b層 二ｂ 鉄器 不明 不明 :;字状i堤湾曲。ノヤ･側溝部断面は.互角形状、もう片側|析而;ま雨､!,E仮状。 １１５４

１０ SP440 ⅡＷｆ 鉄器 不明 不明 袋状。 590

1］ SＲ１ c層上 lａ 鉄樺 電量31.49。 ユ配

1２ Ⅲ屑 ⅡＥｅ 鉄沖 霞儲21.0質° 2586

１３ Ⅲ屑 nＷＥ 欽瀧 竜最５．３９･ ２１３２

1４ SP627 XｉＥｆ 鉄津 重量5.0質。 2587




